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プロローグ








　旧ランデルワース王国、クレモン県南部海岸地帯。

　港こう湾わん都市にほど近い砂すな浜はまでは太い丸太でいくつもの足場が組まれ、三隻の大船が並行して建造されていた。

　太く幅はば広ひろの船体は搭とう載さい力に優すぐれるのはもちろん荒あら波なみに強く、長期の航海に適している。高いメインマストは三角帆を張れる最新型で、逆風であってもジグザグの切り返しで前進出来る。

　あちこちに見える木材の白さは、即すなわち材料の真新しさ。建造が始まってから日が浅く、大急ぎで組み上げられている事を示している。海岸に仮設の宿舎が建てられているのも、船大工や労働者がここまで通う時間さえも惜おしむが故ゆえだ。



「船底、ちゃんと瀝青ピツチ塗ぬったか？」

「一番ドック、釘くぎが足りねぇぞ！　誰だれか取ってこい！」

　何人もの男たちが慌あわただしく行き交っては、大声を飛ばし、作業を続けている。

　その様を洋上の空から凝ぎよう視ししている者があった。

　知らぬ者が遠目に見れば、大きな海鳥だと判断しただろう。

　だが、三つ並ぶそのシルエットは鳥のものではない。

　大きく翼つばさを広げてはいるが、長い脚あしの関節は人間と同じ方向に曲がっている。何よりも翼とは別に一いつ対ついの腕うでを備えている。

　人の歴史が始まる以前、海の彼方かなたに封ふうじられた多様な能力を持つ種族、魔族の一種だ。

　有翼の三体が、更さらに船の建造現場に近づこうとしたその時――。

　十数本の矢が一いつ斉せいに飛来した。

「ぎっ！」

　肩かたに直ちよく撃げきを受けた中央の一人が悲鳴を上あげる。

　右側の魔族は五本の矢が全身に突つき立ち、声を上げる間もなく墜つい落らくする。揺ゆれる海面に、青白い水柱が一いつ瞬しゆん屹きつ立りつする。落ちた魔族は浮うかび上がらない。その代わりに水が僅わずかに赤く濁にごった。

　すかさず第二波として大量の矢が襲おそいかかる。初撃では負傷で済んだ中央の魔族も胸や頭を貫つらぬかれて落ちた。

　ただひとり、ぎりぎりで難を逃のがれた左側の一体だけが大きく翼を羽ばたかせて、南方へと飛んでいく。小さなシルエットはどんどん縮んで黒い点となり、やがてそれさえも見えなくなった。

　仮設宿舎から海岸に現れた十数人の兵士たちは、無む駄だな追い打ちを放つような真ま似ねはしない。優ゆう秀しゆうな射手は、己おのれの射程を熟知している。

　ほとんどの兵士は動きやすいよう丈じよう夫ぶだが簡素な服装で、片側に革の胸当てを着けているだけだが、ひとりだけ異装の者がいる。

　白い鎧よろいに白いマント、そして端たん正せいな顔の左目を縦断する傷。

「まあ、ふたり撃げき墜ついで良しとするか」

　その男――シェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースが微び笑しようしつつ、弓を下ろした。

　魔ま皇こう帝ていの陰いん謀ぼうによって引き起こされた茶番の戦争・人魔大戦。その責を押おしつけられて処しよ刑けいされたランデルワース王の忘れ形見だ。

　偵てい察さつ兵へいの迎げい撃げきを終えて他の弓兵たちが宿舎に戻もどっていく中、弓を持たない三人の少女だけがシェバードの側に残る。

「シェバードって、弓も使えたんだね」

　その中のひとり、赤毛のアリンが感心そうに呟つぶやく。

　かつて魔大陸を封ふう印いんしていた最強の魔族・灼しやく竜りゆう族ぞくの生き残りだ。もっとも今は灼竜族特有の武装は発現させず、ごく普ふ通つうのスカート姿だった。遠えん距きよ離りへの攻こう撃げきが苦手な彼かの女じよは、洋上で飛んでいる敵に対して出来る事が何もない。

「使えないとでも思っていたか？」

「まあ、何でも出来ちゃうから、別に不思議って訳じゃないんだけど。ただ、今まで使っているのを見た事ないからさ」

　出会ってから半年以上。一いつ緒しよに旅して何度も戦いを共にしたが、彼かれが弓を引く姿を見るのは今日が初めてなのだ。

「弓は敵との戦いだけでなく、獲え物ものを捕とる時にも役立つからな。それに、単に的に当てる練習だけならひとりでもやれる分、剣けんよりも有利だ。ただ、質のいい大弓や矢を常備するとなるとそれなりにかさばるから旅には向かん」

「あ、なるほどね」

「俺おれも剣に関しては達人の域に至っているのは確かだが、弓に関してはただの一流という程度でしかない。これに関しては、幼い頃ころから一筋に修練してきた専門の弓兵には適かなわないな。どうしても射程でも精密さでも、一歩譲ゆずる」

　長ちよう弓きゆうを革かわ袋ぶくろに納めながら、シェバードは説明する。

　傲ごう慢まんとさえ言える自信家の彼にしては、珍めずらしい自己評価だった。確かに、魔族の偵てい察さつ部隊のうち一体を取とり逃にがす事にはなったが。

「ジェーナ、連中の性質はわかるか？」

　シェバードは振ふり向むき、傍かたわらに控ひかえる長い黒くろ髪かみの少女に尋たずねる。

「もちろんです、我わが主。あの三人は、いずれも海かい鴎おう族ぞく」

　ジェーナ・ステッペンファング。

　魔皇帝に滅ほろぼされた狩かりゆう人どの種族・威い狼ろう族ぞくの最後のひとり。

　素す肌はだを多く晒さらした独特の衣装は、空気の微び妙みような流れを全身で感じ取り、獲物を鋭するどく追いつめるため。そして無骨な首輪は自らをシェバードに仕える狗いぬとする誓ちかいの証あかし。

「翼を持ち、飛行能力を持つ魔族の中では特に戦せん闘とう力りよくが高いわけではなく、速度も並よりはやや上という程度でしょう。ただし、飛べるだけでなく泳ぎも達者です。魔大陸から人界まで一気に飛行するのは無理でも、途と中ちゆう洋上で休息出来るために偵察に起用されたのだと思われます」

　魔大陸で生まれ育った彼女は、魔族の情報や実態に詳くわしい。

「状じよう況きよう確かく認にん。撃墜した二体の海鴎族はどちらも複数の致ち命めい傷しようを受けています。生存確率は両個体とも事実上ゼロ。ただし逃とう走そうした一個体には有効なダメージはなし。問題なく魔大陸に帰き還かんするものと思われます」

　淡たん々たんとした声で告げたのは、銀色の熊人形を抱だいたドレス姿の少女だった。

　像ぞう塊かい族ぞくのロアロ。

　彼女もまた、魔皇帝によって同族を全すべて滅ぼされた唯ゆい一いつの生存者だ。

「構わん。その事も折り込み済みだ」

　不敵に笑い、シェバードはマントを翻ひるがえす。

「それにしてもさ」

　笑いながら、アリンは周囲に視線を巡めぐらせる。

「最初はあたしたち、たったの四人だけ――っていうか、あたしが一番最後に加わったんだけど。気がつくと、いつの間にか大きな話になっちゃったよね」

　急きゆう拵ごしらえの船せん渠きよ。作業員と警備する兵士の宿舎を兼かねる仮設住宅。今ここにいる人間だけで二〇〇人近い。更に常じよう駐ちゆうはしていないが、当然この場に食料や日用品、建築資材を運んでくる者もいるのだ。もちろん単に働いているというだけでなく、大規模な経済活動が営まれているという事でもある。

　ここの現場などはほんの一いつ端たんに過ぎない。いや、むしろ穏おだやかな方だ。

　人間が住まう大陸全土、それを統治する王国連合が大きく揺れ動うごいている。

　元より過か酷こくだった増税。支配体制に反旗を翻したシェバードたちの存在。魔大陸から送り込まれた兵力による横暴な行動。そして王国連合は魔皇帝と対等の同盟関係にあるのではなく、背後から完全に支配されているという実情の暴ばく露ろ。

　かりそめの平和に異を唱える者たちが決起し、大陸各国でいくつもの争乱が起きているのだ。

　この地方は元来ランデルワース王国の一部だったため、王家の罪が偽いつわりだったと判明した時点でほとんどの住民が連合に反発した。しかも治安維い持じのための正規軍がゼルイカ攻こう防ぼう戦せんで瓦が解かいしている事や、県令死亡後正式な後任が定められていない事もあって、反連合派としてまとまっているのである。

「確かに役に立ってはいるがな」

　船の建造現場を見つめながらシェバードは冷れい笑しようする。

「連中は俺の部下でも何でもない。単に利害が一いつ致ちするから、互たがいに利用し合っているだけだ」

「じゃあ、やっぱり仲間はあたしたち四人だけって事でいいのかな」

「ああ」

　アリンの問いかけを、シェバードは肯こう定ていする。冷たかった笑え顔がおが、微かすかな熱と柔やわらかさを帯びる。

　その表情にアリンはもちろん、ジェーナとロアロも満足げに頷うなずいた。







第一章　ふたつの大陸







　船の建造現場からほど近い小さな村。

　本来はありふれた農村なのだが、今は船渠向けの物資集積の拠きよ点てんとして賑にぎわい、多数の馬車や荷車が行き交っている。半ば放ほう棄きされていた空き家や納な屋やも、倉庫や宿として使われているのだ。

　その中の一軒。うち捨てられていた農家の壁かべを板材で補修しただけの空き家の中、建物のみすぼらしい外観には不似合いな人間が集まっていた。

　人数は二〇人以上。

　実用性だけでなく地位を示す華か麗れいな装そう飾しよくを施ほどこした制服の軍人。身分を示す徽き章しようを着けた役人。高価そうな装いの商人。

　着ているものの意い匠しようや拵こしらえは同じではない。軍服にしても、何種類ものデザインが入り交じっている。

　間に合わせの会議場で円えん卓たくを囲むのは、いくつもの国から集まった者たちだ。

　本来ならば制服に飾かざられている七つの星を輪でつないだ共通の紋もん章しよう――王国連合の徽章ははぎ取られていた。

　ここで開かれているのは反連合勢力、人類解放軍という別名でも呼ばれる集団の会合なのだ。

　もっとも明確な組織機構や役職分担が定められているのではなく、現状は志を同じくする有力者たちの集まりというだけでしかない。臨時の議場となった家の周りでは、やはり制服もばらばらの兵士と、平服に槍やりだけを構えた民兵も交じって警備の陣じんが布しかれている。

「船の建造は順調に進んでいますし、船員の確保も問題ありません。このまま行けば、二か月後には魔大陸に向けて出港可能でしょう」

　椅い子すから立ち上がり、しきりに眼鏡の位置を整えながら書類を確かめつつ報告したのは、フランジェリーネ・ハロール。自由交易都市ゼルイカを治める議員だ。

　目鼻立ちは温和で幼さも残るが態度は堂々としていて、各国の大臣や将軍級の面々に対しても僅かも臆おくする様子はない。

　唯一の女性でしかもまだ十代の若さという事から議会内で軽かろんじられていた彼女も、県令バルフォアが軍を押し立てての横暴な要求からゼルイカを守りきり、その後県全体の治安を保った立役者として発言力を強め、今も市の代表としてこの会議に出席している。

「では、わたしからは各国の現状を、軍事的な面から報告いたします」

　フランジェリーネが着席したのと入いれ替かわりに立ち上がったのは、ミューディ・リン・ヴォーガック。

　隣りん国ごくドルオール王国の貴族であり、三か月前に当地で起きた反連合蜂ほう起きの指導者。そして現在では、人類解放軍のリーダー的な存在でもある。

　彼女も若い。まだ二〇歳さいをいくつも超こえていないが、整った顔からは研とぎ澄すまされた剣にも似た威い風ふうが放たれている。軍人として幼少から鍛きたえられ、治安騎き士し隊長の重職を担にない、その上で国家と国民のために敢あえて現体制に反旗を翻した強きよう靱じんな意志が些さ細さいな態度にも表れているのだ。

「まず我がドルオールについて。ドノヴァンなど魔皇帝派に与くみする重臣を拘こう束そく、あるいは処分し、国王親政によって秩ちつ序じよを確立しました。国内の治安は主に市民による義勇兵で維持し、正規軍は他国の同志を支し援えんするために派は遣けんしています。グリオネン王国では皇太子殿でん下かが正規軍を率いて我々に合流してくれた事もあって、旧連合派の抵てい抗こうをほぼ駆く逐ちくしました。ノーヴァン王国は国境を封ふう鎖さしているため詳しよう細さいな情報は伝わっていませんが、国内で両派の抗こう争そうが拮きつ抗こうしているようです。反動勢力が外へ出てくる気配は、今のところありません」

　多少抑おさえた表現にはしているが「処分」とは「処刑」の事だ。

　さらに数か国の情報を付け加え、一部に例外はあるが概おおむね人類解放軍が優勢だとミューディは説明した。

　重税や人身貢納への反発はもちろん、これまで騙だまされていたという怒いかりが多くの市民や兵士を行動に駆かり立てていた。

　もちろん純じゆん粋すいな動機ばかりではない。連合支配下で非主流派として栄達の目が薄うすかった士官や官かん僚りようが、この機に乗じてより高い地位や権力を奪うばい取ろうと流れに乗ったという事例もある。もちろん、この場の出席者の中にもだ。

「ただ、いくつかの国ではかなりの規模の内戦に発展しています。わたしとしては、貴方あなたが直接現地に出向き、鎮ちん圧あつしてくれるのが望ましいと考えますが……」

　ミューディの視線が、腕うで組ぐみするシェバードに向かう。

　彼女だけではない。出席者の半数以上――主に軍人や役人が頷き、縋すがるような眼まな差ざしをシェバードに注いだ。

「俺が、鎮圧？」

　しかし、当のシェバードはせせら笑う表情で、僅かに顎あごを揺らしただけだった。

　彼の背後にはアリン、ジェーナ、ロアロの三人が立ったまま控えている。

「そうです、殿下。貴方の将才は言うまでもないですし、ランデルワース王の忘れ形見が先頭に立っていただけるなら、連合の欺ぎ瞞まん性を強くアピール出来ます。現状、日和ひより見みをしている勢力も一気に我々の側になびくでしょう。均きん衡こうを一気に崩くずす事も可能です」

「言ったはずだぞ。俺を王子だの殿下だのと呼ぶな。単に、シェバードと呼んで構わん。というか、呼べ」

「し、失礼しました。しかし貴方の名前に価値があるのも事実です。先頭に立ってくれるだけでも、効果があるはず」

　狼狽うろたえながらも、ミューディは折れない。

「現状でも反連合派が優勢なのだろう？　どうして俺が動く必要がある？」

「ドルオールで決起の首しゆ謀ぼう者しやとなったわたしがこう言うのは勝手かも知れませんが、内戦が長引くような事態は避さけたいのです。一日も早く収束させなければ……」

　同国人での争いは、下手な戦争以上に凄せい惨さんな結果をもたらす。昨日までの隣りん人じんと互いに殺し合い、生き残った者は恨うらみや憎にくしみを抱かかえたままでまた隣人に戻るのだから。

「俺に、それを言うか？」

　シェバードの嘲ちよう笑しようが、更に冷たいものとなった。

　当然だろう。人魔大戦を引き起こした侵しん略りやく者しやの汚お名めいを着せられ、祖国を奪われた当人なのだから。

　魔皇帝の誘さそいに乗った貴族たち――その中には近い親族も含ふくまれる――の手によって両親や近習を殺され、寄る辺を失い、故国が敵地であるかのように人目を避けて流る浪ろうしてきた彼にとっては、ミューディの指し摘てきなど今いま更さらの話だ。

「お前たちが勝手に同調し、連合が支配力を失ったから結果としてこうなったが、ほんの半年前まで俺は人界で恐きよう怖ふを振りまいたお尋ね者ものだぞ。今、人類解放軍などと名乗っている兵の中にも俺たちに敗れて逃げた元脱走兵もいる。俺が出向いたらそういう連中は怯おびえこそすれ、組織としてしっかりまとまるとは思えないがな」

　シェバードがちらりと視線を送ると、出席者のひとりであるデイビス男だん爵しやくが恥はじ入るように目を逸そらした。

　デイビスが身につけている軍服は、かつてシェバードと戦ったバルフォアと同じデザインだ。旧ランデルワース軍の出身で、その後は王国連合の統治領となった祖国の一部を担当していた上級軍人のひとりである。

　彼は、かつてバルフォアらと通じて、魔皇帝の手から王国連合を取り戻す密ひそかな勢力を形成していた。

　同志バルフォアの仇かたきであり、魔族を率いるシェバードにはもちろん含むところはあるが、今こそ魔皇帝を討うつ絶好の好機と考えてミューディの呼びかけに応じたのである。

「そ、それはそうかも知れませんが……。何より各国の混乱を早さつ急きゆうに収しゆう拾しゆうすれば、人界全体での兵力の損そん耗もうや民間の被ひ害がいを抑えられます。魔大陸侵しん攻こうに際しての戦力増強にも繋つながるのではありませんか？」

　ミューディはなおも鋭い口調でシェバードを問いつめる。

　現在急速に進められている大船建造は、魔大陸に兵を送り込むためだ。

　侵攻計画は、そもそもが魔皇帝の娘むすめで密使を務める少女・グリギラに対してシェバードが宣戦した事に端たんを発する。

『支配の頸くび木きから脱だつした人間の軍隊が、遠からず貴様のところへ攻せめていく』と。

「こちらが準備に手間取り、内部に混乱や分ぶん裂れつを抱えたままでは、状じよう況きようは不利です。何といっても敵は完全に統とう率そつされているのですから」

「もちろん、こちらから攻め込む準備をするのは間ま違ちがっていない。だから俺たちもこうして警備に協力している。だが、焦あせる必要もないな」

　シェバードの返答は、飽あくまで冷れい淡たんだ。

「何な故ぜだ？」

　デイビス男爵が着座のまま、じろりとシェバードを睨にらむ。

「今こそ好機。早急に派兵し、先手を打つべきだ。ぐずぐずしている間に向こうから攻めてきたらどうする？」

「魔族は大した船を作れないし、ろくな航海術もない」

「あ……」

　小さく声を漏もらして口元を押さえたのは、デイビスではなくミューディだった。商業で潤うるおう港湾都市の議員である彼女は、専門家ではないものの近年の急速な造船技術の発達と船乗りの技量の重要性を知っている。

　遙はるかな神話の時代、魔族は神によって魔大陸に押し込められ、そこから出られないよう〈灼竜の結界〉で封じられた。即ち彼らには海を渡わたるのは不可能だったし、その必要もないのだ。

「船そのものが全く存在しないという訳ではありません。結界の内側、大陸の沿岸部で漁業などは営まれていますし、交通には大河も利用されます。しかし、大陸間を渡と航こうするような船は存在しないし、岸辺を遠く離はなれるような操船術も有していないのは事実です」

　魔大陸の実状を知るジェーナが情報を補足する。

　各種族が生来の能力や性質に応じて、地理的にも生態的にも棲すみ分けて暮らしていた魔族の社会では文化の変化は緩ゆるやかであり、長い歴史を持ちながら技術などの面では人間に劣おとる事が多い。

　例えば魚を捕る事ひとつでも、船で海に出る者よりも生まれつき水中行動に適した種族が得意なのだから、船や漁具を工く夫ふうする必要がない。魔族の中には、陸と水中の両方で息が出来る者さえいるのだから。

　対する人間側も、実際に魔大陸との交流が始まったのは〈結界〉が消しよう滅めつし、人魔大戦のための偽ぎ装そうを開始してからだ。しかし、大陸遠方や離り島とうへの海路が頻ひん繁ぱんに利用されてきたので、造船術も航海術も充じゆう分ぶんに育っていた。

「もちろん魔皇帝によって人間の技術も多少は魔大陸に持ち込まれているだろう。しかし船大工の技ぎ巧こうも航海士の知ち恵えも、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくような代しろ物ものではない。大規模な軍隊を派遣するような大船を作り上げるのには、かなりの時間がかかるだろうな。向こうも、こちらの動きを警けい戒かいするからこその偵てい察さつ隊たいだ」

　魔皇帝の正体は人間――これも、シェバードが看破した事実だ。

　詳細は未いまだ不明だが、何者かが魔大陸に渡航してかの地を征せい服ふくし、更に人魔大戦を演出して王国連合を作り上げ、人界までも支配した。

　だが、魔族による大規模な航海の実績はない。ゼルイカ攻防戦以来、魔族の兵力が派遣される事も増えたが、基本は空を飛べる種族を伝令に送って人界から迎むかえの船を出させている。

「飛行型の種族が大挙して攻めてくる恐おそれはないのか？」

「それが可能なら、とっくにやっているだろうな」

　別の軍人から発せられた疑問を、シェバードは軽く一いつ蹴しゆうした。

　飛べる種族は決して多くはなく、魔大陸と人界の間を渡れるだけの航続距きよ離りを持つ者は更に少ない。そして、それらの種族は飛行能力の代だい償しようとして小こ柄がらで非力な者がほとんどで、実際に戦う力は弱い。もちろん重い武器や鎧を使用するのも難しい。

「俺は俺の思おも惑わくがあってグリギラを挑ちよう発はつしただけだ。利害が一致する限りにおいてお前たちと協力するのは拒こばまないが、同志になった訳ではないし、まして御み輿こしとして担がれるつもりもない」

「御輿どころか、貴方は先導者として立つべきではありませんか？」

　ミューディの真しん剣けんな眼差しが、シェバードに向けられる。

「各地の内戦、それに魔皇帝軍との戦い――その後に人界の秩序再建という大仕事が控えています。貴方の力は、その時に発揮されるべきなのです」

「俺の、力か」

　しかし、シェバードはまた鼻で笑った。

「人魔大戦の後、俺がひたすら考えてきたのは自分自身が生き延びる事と、敵を殺す事だけだ。そういう人間が平和な世の中で役に立つか？　人を治めたり出来るとでも思っているのか？」

「それは謙けん遜そんでしょう。ドルオールの戦いにおいても、貴方は市民が安全に避ひ難なんするのを優先していました」

「あれも確実で手っ取り早い勝利を得るべく、他の連中を俺の思惑通りに踊おどらせるための手段に過ぎない。戦略の一部だ」

「そのように人の気持ちを理解し、活いかそうというのは統治者に必要な資質ではありませんか？」

「……魔皇帝を討つまでは人類解放軍とは協力する。その後の事は知らん」

　不ふ機き嫌げんな表情で、シェバードは椅子から離れる。

「ま、待ってください！」

　思わず手を伸のばしたミューディを無視して、シェバードは三人の魔ま姫きを引き連れ、議場を後にした。




「あれでよかったの？」

　船渠からも少し離れた砂浜に座すわって、アリンはシェバードに訊たずねた。吹ふき寄よせる潮風が、真っ赤な髪かみを揺らす。

　座っているのは彼女ひとり。他の三人は立ったままだ。

　島育ちのアリンは海が好きだ。砂の上に腰こしを下ろすと、軟らかく受け止めて形を変える感かん触しよくがお尻しりに伝わってきて心ここ地ちよい。故郷のギース島からは離れているけれど、こうしていると海を通じて繋がっている実感がある。

「何がだ？」

「あの人たちが言ってる事にも一理あるんじゃないかって思ってさ。魔皇帝と全面戦争なんて事になるんだったら、こっちにもちゃんとした軍隊が味方についてる方がいいんじゃない？」

　海はギース島に続いているだけではない。魔大陸も、同じ海の向こうにある。

　生まれて間もないアリンも、傷ついたジェーナも、この海を渡ってきた。そしてこれまで戦ってきた多くの魔族だって普通に船で旅してきたのだ。

　王国連合という傀かい儡らいを通じて背後から人間世界を支配するという偽装が不要になった今、魔皇帝の配下が大挙して攻めてくる可能性は捨てきれない。

　そうなった時、アリンたちだけでは守り切れる範はん囲いに限りがある。どうしても数を揃そろえた軍隊の手を借りる局面だってあるだろう。少人数は攻めに強いが防ぼう御ぎよには向かないとは、シェバード本人から教えられた原則だ。

　それに――もうひとつ訊ねたい事を、アリンは口に出さずに飲み込んだ。

　さっきシェバードははっきりと言ったのだ。自分は殺す事だけを考えてきた人間で、平和な世には馴な染じまない存在だと。

　それなら追い続けていた宿敵を倒たおしたら、彼はどうするのだろうか。

　まだ戦いが終わっていない以上、この問いを口にしてはいけないような気がする。

「アリン、やっぱりお前は戦略というものを理解していないな」

　笑いながら、シェバードはアリンの頭に手を置き、くしゃっと髪を混ぜた。

「な、何よっ！　そりゃ確かにあたしは面めん倒どうな事考えるのは苦手だけどさ」

　乱れた髪を両手で整えながら、シェバードを睨みつける。

　さっきまでのもやもやした感情が、いきなり消し飛んでしまった。

　こちらを見下ろす顔に浮かんでいるのは、会議でミューディなどに向けたのとは異なる、優やさしく柔らかい笑えみだった。

「……」

　向こうっ気を逸らされて、アリンは何も言えずにただ頬ほおを膨ふくらませる。

「まず、大前提として魔皇帝は俺たちの敵だ」

　出来の悪い教え子を諭さとすような口調で、シェバードは説明を始める。

「そりゃ、あたしだってそれはわかってるわよ」

「敵に、本当の事を告げる必要があるか？」

「あ……」

　あっさりした内容に、アリンはあんぐりと口を開けた。

「……つまり、あの挑発そのものが一種の誤導という事ですか、我が主？」

　短い沈ちん黙もくの後でジェーナが確かめると、シェバードはにやりと頷いた。

　誤導という言葉で、アリンにもピンと来た。

　シェバードにとって戦いとは単に戦場で武力と武力が激げき突とつする事でも、戦力を巧たくみに指揮する事でもない。それ以前に、どのような戦場を用意するかというところから始まっている。

　バルフォアの大軍をゼルイカ市に誘ゆう導どうしたのが典型だし、ザルザスとの戦いに際しても「敵に有利を誤ご認にんさせ、こちらにとって有利な状況を敵自身の手によって構築させる」という事の重要性を説いていた。

「確かに、どちらに転んでも相手に不利を強しいる事になります」
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　ジェーナは、更に語り続ける。

「王国連合を利用出来ないという事は、人間に船を出させるのが難しいという事。つまり魔大陸側から即そく座ざに大軍を送り込むのは、我が主の指摘した通り不可能。ならば魔皇帝が採れる選せん択たくはふたつでしょう。魔大陸に籠こもって、人間側が充分に準備を整えた大軍で乗り込んでくるのを待つか。あるいはこちらの出鼻をくじくためにどうにか渡と海かい可能な戦力だけを集めて奇き襲しゆうをかけるか」

　ここまで説明されれば、アリンにも理解出来る。

　後者ならば数で劣るのはもちろん、敵地なので補給や増ぞう援えんもままならないから劣れつ勢せいは必至だ。前者の場合はこちら側が遠えん征せいの不利を受ける事になるものの、魔大陸側の動員力の限界はジェーナからの情報で推測可能だから、質量両面で充分に整えた兵力で攻め込む事が可能だ。

「なぁるほど。そのために、わざわざ攻めて来いなんて挑発した訳ね」

「どちらを採っても不利な選択肢を提示して、相手の思考を不自由にするのは有効な手だ。だが、それではまだ甘あまいな」

「え？」

　アリンとジェーナの疑ぎ問もん符ふが重なった。

「お前たちも同じ詐さ術じゆつに引っかかっている。選択肢を示したからと言って、その中から選ばなければならないというのは、既すでに仕し掛かけに填はまっているという事だ。さっきも言っただろう？　敵に本当の事を話す必要などないと」

「……あー……」

　微笑するシェバードに、アリンは己の浅はかさを痛感させられる。

「ロアロ、魔大陸の地図を提示しろ」

　それまで黙だまって聞いていたロアロに向けて、シェバードが指示を出す。

「命令受じゆ諾だく。ロアロは、初期設定として入力されている知識から、魔大陸の地形図を提示します」

　抱き抱えている銀色の熊がとろけて流体となり、そのまま立体的な地図――というよりは大地の模型へと変化する。

　像ぞう塊かい族ぞくは元来、神が創世の助手として生み出した種族だ。世界の成り立ちについての基本的な情報データは詳細なものが生まれつき記録されているのだ。

「へぇ……。魔大陸って、こういう形なんだ？」

　大まかな輪りん郭かくは歪ゆがんだ菱ひし形がた。左右――東西を貫く長い対角線として、複雑に高さを変える山脈が走っている。その他、小規模な山さん塊かいや河、湖など、多様な地形まで精密に再現されていた。

　感心してそう呟いたアリンだが、考えてみれば一いつ般ぱんに人界と呼ばれるこちら側の大陸の全体像も実のところはよく分からない。把は握あくしているのは一五の歳まで育った小さなギース島くらいだ。

「人界との比ひ較かくを表示出来るか？　以前にランデルワースの地図は教えたはず。あれは人間が製作した不完全な代物だが、これまで俺たちが通った道のりなどと照らし合わせればそれなりに使えるはずだ」

「命令受諾。ロアロは、既き知ちの資料と観測情報などを総合して人界の大きさを推定。比較のための魔大陸との同時表示を実行します」

　立体地図をかたちづくっていた流体の残りがするすると蠢うごめいて、隣となりにもうひとつの地図が現れる。こちらは左右に長い上に、あちこちに半島が突き出し湾わんが抉えぐれ、魔大陸よりも複雑な輪郭を形成している。大きさは三倍近い。

「言うまでもない事だが、これはあくまでふたつの大陸の大きさを比べているだけだ。距離については、実際にはもっと離れているぞ」

「いくらあたしでも、そのくらい知ってるってば。毎日見てたんだもん。それにしても、こんなに大きさ違ちがうの？」

「創造神の立場にしてみれば――悪あく趣しゆ味みな言い方になるが――魔大陸は失敗作の捨て場だ。人界の方は勝手に変化していく素材を放ほうり込んでおく器。こちらの方を大きく作るのは自然な発想だろうな。ひょっとしたら俺たちがまだ知らないだけで、地形や気温などの環かん境きようの条件パラメータを変えた別の大陸がどこかに存在していても不思議ではない」

　あっさりとシェバードは告げた。

　人間はまだこの大陸さえ完全に踏とう破はした訳ではない。征服されていない高こう峰ほうも人じん跡せき未み踏とうの砂さ漠ばくも氷原もある。もちろん水平線の彼方まで船を進めてもいない。

「情報補足。現在再現している地形図はあくまでロアロに初期情報として入力されているもので、現在は様々な変化が生じているものと推測されます。かなりの誤差が存在する事を考こう慮りよする必要があるとロアロは判断し、提案します」

「山とか、そういうものの形って変わっちゃうものなの？」

　アリンが驚おどろいたのは二点。

　まず質問として口にした、不動の存在だと思っていた地形が変化していく物だという事。そして、ロアロが自発的に意見を述べた事だ。

　思えば先だっての戦いでシェバードとはぐれた際にも、自分が捜そう索さくに出向くと提案していた。感情に乏とぼしいように見える彼女だって、確実に変化し、成長しているのだ。

「大規模な地じ震しんや洪こう水ずいでも起きなければ、普通は実感出来ないだろう。だが、数十年数百年の時をかければ河は自らの流れで岸を削けずって流域を変える。運ばれた土ど砂しやは河口に堆たい積せきして新たな洲すにもなる。きちんと測った資料はないが、山だって隆りゆう起きする事もあれば崩れて縮む事もあるだろう」

　答えるシェバードも、もちろん己の目で大地の変へん貌ぼうを目もく撃げきしている訳ではない。だが、ランデルワース王家は統治の必要上から、何代にも渡って国土を測量している。その記録の積み重ねによって、河の曲線が変化している事は事実として確かめられるのだ。

「自然の変化だけではない。例えば人が用水や氾はん濫らん防止のために水路を掘ほり抜ぬいたり河をせき止める事、港の拡張のために海岸を掘り下さげたりする事も、地図の内容を変える」

「ああ、犬の話みたいなモンね」

　シェバードの説明に、アリンは大きく頷いた。

　現在、人界に溢あふれる様々な生き物は創造神がばらまいた〈生命の精髄エツセンス〉が世界の有り様に馴染み、変わっていったものだ。

　しかし中には人じん為い的てきに変化の方向を誘導する事で、人間が作り出した動物もある。野生の狼おおかみとは別種として扱あつかわれる犬はその代表例だ。騎士を乗せる軍馬には軽快な速度と何より戦場を恐れない勇ゆう猛もうさが必要だし、荷役馬においては逆に従順さが有益となる。それぞれの特質に恵めぐまれた血筋を何代も交配を繰くり返かえし、より優すぐれた子孫を作り出す。

「魔ま皇こう帝ていは人間だから、当然そういう発想を持っているはず。暗あん愚ぐで凡ぼん庸ような者なら、一代で魔大陸を制せい覇はする事など出来ないだろうからな。だが、それでも可能な限界というものはあるだろう。魔族そのものの性質を考慮しても、支配した種族の生息環境を大おお幅はばに改造するのは難しいだろうし、大規模な土木作業などに適した像塊族は灼しやく竜りゆう族ぞくとの戦いで使いつぶしている」

　アリン、ジェーナ、ロアロ――三人の顔が僅わずかに曇くもる。

　魔皇帝に従った像塊族は結界を司つかさどる灼竜族と相打ちで全ぜん滅めつするように仕向けられ、威い狼ろう族ぞくは故郷の森を焼き滅ぼされたのだ。

「単純な土地の大きさだけではない。魔皇帝はお前たちの三種族を筆頭に、支配に不都合な種族をいくつか滅ぼしている。征せい服ふく戦争につきまとう必然だ。後に己おのれの手て駒ごまとなるものを削り、損耗させなければならない」

　シェバードの口唇くちびるが細い曲刀のようなカーブを描えがいた。

「え？　あれっ？　でも、それだとこっちも……」

　しかし、アリンの脳のう裏りに何かもやもやしたものが湧わき上あがる。微妙な違い和わ感かんを覚えるのだが、上う手まく言葉として整理できない。

「つまり、そういう事ですね。我が主」

　一方のジェーナは得心した様子で、シェバードのそれに似た笑みを浮うかべる。

　ロアロだけは何の感情も見せないまま、ただ目の前の地図をじっと眺ながめていた。




「……何を考えているのか、彼かれは」

　口唇を噛かみながら、ミューディは苛いら立だたしげに指先で机をこつこつと連打する。

　ほとんどの出席者は既に議場から去り、残っているのは彼かの女じよとゼルイカ代表のフランジェリーネだけだ。

「少し落ち着かれた方がよろしいですよ、ミューディさん」

　穏やかに微ほほ笑えみながら、フランジェリーネは水差しからミューディのグラスに水を注いだ。

　ミューディとフランジェリーネ――ふたりが知り合ったのも、そもそもシェバードがきっかけだ。

　人間の被害を顧かえりみないザルザスのやり口とそれに立ち向かうシェバードたちの行動を目まの当あたりにして、魔皇帝と癒ゆ着ちやくして国政を私するドノヴァン大臣の排はい除じよを決心したミューディが、ゼルイカ市の議員であるフランジェリーネと接せつ触しよくしたのが始まりだった。

　連合の現状に不満を抱く同志として人的・経済的な支援を求めるため。そして直接会見している彼女の口から、シェバードの人物について詳くわしく聞き出すためだ。

「貴方からは彼が信しん頼らいに足る人間だと聞いています。もちろんわたし自身も実際に接して、有能である事は疑うべくもないでしょう。しかし、その……いささか無責任だとも思うのです」

　グラスを受け取り、ミューディは冷たい水で口唇を湿しめらせる。

「無責任と言いますと？」

「魔皇帝との間に密約を結び、国民を蔑ないがしろにする王国連合上層部に不満を抱いていたのは、誰だれから吹き込まれた訳でもない。わたし自身が現実を目にして考えた意見です。貴方あなただってそうでしょう、フランジェリーネさん」

「そうですね……。増税で各地の経済状況が厳しいという話も聞こえてきていましたから。ですが、わたくしもあの時点で危機感を覚えていたのは王国連合全体というよりも、間近に迫せまったゼルイカ市の存亡だけでした」

　レンズの下で目を細め、フランジェリーネが答える。

「それでもなお、わたしは現状の体制を守るべきと考えていました。彼と遭そう遇ぐうしなければ、自ら決起の先頭に立つなど考えなかったでしょう」

「それはわたくしも似たようなものです。ゼルイカ攻防戦の時点では、議員七家の一席を占しめると言っても思し慮りよが浅く経験も乏しい小こ娘むすめに過ぎませんでした。わたくしを目覚めさせてくれたのはあの人ですし、戦いの後の事についても沢たく山さんの助言をいただきました」

「直接間接、形は違えどシェバードがわたしたちを焚たきつけ、魔皇帝との戦いに導いているのは確かです。ならばもっと積極的に我々を束ねて率いた方が効率的だし、火付け役としての責任も果たせるのではないでしょうか？　この戦いでも、戦いの後でも」

　ミューディの秀しゆう麗れいな眉まゆが、不満で歪む。

　だが、フランジェリーネの口からは小さな笑い声が零こぼれた。

「多分、貴方は軍人でわたくしは商人ですから、責任というものの捉とらえ方かたが違うのでしょうね。ゼルイカ市であの方はわたくしに言いました。『自分はこの街を利用する。だからそちらもこちらを好きなように利用し尽つくせ』と」

　なるほど。

　完全な同意は出来ないが、ミューディの疑問が少しだけ解けた。

　貴族であり軍人である彼女は、組織としての上下関係を重視する。たとえ命を賭とすような命令であっても必要とあれば従い、また従わせるのを前提とした上で、上官や上司の言動が全体の利益や福ふく祉しに反するものであれば、こちらも命を賭かけて諫いさめる。
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　まさしくドノヴァンを排除するべく挙兵したように。

　しかし商人は違う。取引相手とは互たがいに尊重し、敬意を払はらいながら立場としては対等だ。己がより大きな利益を得る事を目指しながら、一方が他方を搾さく取しゆするのではなく双そう方ほうがメリットを得るのが理想となるだろう。

　恐らく、シェバードが告げた『利用し尽くせ』とは、そういう事なのだろう。

　生まれは王族であっても、長い逃とう亡ぼう生活で傭よう兵へいの如き強靱な意志と商人の狡こう猾かつな知性の双方を身につけたのか。彼が言うとおり、生き残るための術として。

「あの方は、善人ではありません」

　フランジェリーネは穏おだやかに、しかしはっきりと言い放った。

「現にあの方が他人を武ぶ威いで脅おどすところも、言葉巧みにつけいるところも、わたくしは見ています。正直さや公正さ、秩序を守り、人の命を大切にするのが正義だというのなら、あの方は正反対の存在です」

「……」

　ミューディは言葉に詰つまった。

　貴族であり軍人、それも敵を攻めるのではなく国内の治安を守るのが仕事だった彼女にとっては、フランジェリーネが列挙したものはどれも極めて重要な概がい念ねんだ。

「ですがあの方の悪は……そうですね。有意義です」

　少し考えてから、フランジェリーネは慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「有意義？」

「そうです。彼は、悪を楽しんでいる訳でも弄もてあそんでいる訳でもない。恐らくは、生まれつきの悪人でもないのでしょう」

　人魔大戦以前のシェバード王子は書物を好み、流血沙ざ汰たを嫌きらうおとなしい少年だったという話は、ミューディも聞き知っている。

「ただ凶きよう悪あくさや狡猾さを使わなければ成なし遂とげられない事を実行しようとしているから、悪を道具として使いこなす。それだけなのではないでしょうか」

　正しき道と理ことわりをもって天地を治める事を王道と呼び、力で強ごう引いんに世を制するのを覇は道どうと呼ぶ。

　ならば、彼は覇は者しやなのだろう――ミューディも納なつ得とくする。

　分厚い肉の下に隠かくれる腫しゆ瘍ようが命に関かかわるほど膨れあがったなら、ゆっくり投薬するのではなく、急いで刃はを突つき立てて抉り取とるべきだ。たとえそれが痛みと流血を伴ともなうものであっても。

　ミューディ自身、そう考えたからこそドノヴァン大臣を討ったのだ。

「わたくしたちもあの方に頼たよるのではなく、自らの大切なものを守り、活かすためにあの方を利用すると考えるべきなのでしょうね。わたくしはゼルイカの自治と経済的な利益。貴方はドルオールの国益と国民」

　柔にゆう和わで善良そうに見えるフランジェリーネだが、反連合勢力を支援しているのは単なる善意や正義感ゆえではない。彼女もまた、覇は業ぎようの価値を知る者だ。

　早急に混乱が収拾して各地の生産や消費が正常化し、街かい道どうの安全が確保された方が安定した商売に繋がる。もちろん積極的にコネクションを深める事で今後の取引相手として印象を良くする意図があるのも隠していない。

「確かに……そうかも知れませんね。確かに彼らはある意味で英えい雄ゆうですが、異い端たんの存在でもあります。上に立って全軍を指揮するのには適さないかも……あっ！」

　不意にひらめいて、ミューディは思わず口元を押おさえた。

「何か？」

「わたしは愚おろかです。重要な事を見落としていました。彼が、この事まで考慮していたのなら――いえ、確実に計算に入れているでしょう。ならば、わたしたち反連合の軍隊が果たさねばならない役目を見直さねばならないのかも……」

　驚きと多少の焦りはある。しかし、ミューディの表情に翳かげりはない。むしろ、期待と意思に満ちたものだった。
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　魔大陸という名前は神が創造し、封ふう印いんした時点で定められたものだという。実態を知らぬ人間などは、この名めい称しようだけで不気味な印象を抱だくらしい。全く理解出来ない奇き怪かいな怪かい物ぶつたちがはびこる文字通りの魔ま境きようではないかと。

　しかし、ここで生まれ育ったグリギラにしてみれば特に珍めずらしい事もない自然な環境だし、実際に人界と比べてみても地形や植生が大きく異なる訳ではない。厳密に調べれば動植物の種類は違うらしいが、その程度の差は魔大陸内でも地域によって存在する。

　むしろ明確な差異が目立つのは、人工物によって生み出される風景――謁えつ見けん室の高い天てん井じようを見上げ、グリギラはそう思う。

　単に〈帝てい都と〉と称しようする街。

　ただ〈皇城〉と呼ばれる建物。

　これもグリギラにとっては当たり前のものだが、いずれも魔皇帝以前の魔大陸には存在しなかったものだという。特別な命名がなされないのは魔大陸で唯ゆい一いつの都市であり、唯一の城だから他のものと区別する必要がないからだ。

　人界を何でも見た後の、今ならはっきりわかる。

　魔皇帝の権けん威いの象しよう徴ちようでもある巨きよ大だいな石造りの〈皇城〉は、人界の様式に基もとづいて建造されたものだ。高い尖せん塔とうも、分厚い城じよう壁へきも、向こうの大陸では同様のものをいくつも見かけた。支配者がひとりの魔大陸ではこの城ひとつで充分だが、何人もがそれぞれ領地を分かち合い、己の権威を誇こ示じし合う人界では、大小様々な城や館やかたがあった。

　昔の魔大陸には〈帝都〉のように多種族が交じり住む大規模な都市はなかった。人界の基準で言えば、せいぜいが地方の「町」程度だったとも聞いている。

　種族ごとの体格や体質、生活様式が違いすぎるからだ。

　従じゆう働どう族ぞくに合わせて作られた扉とびらを蟻ぎ侠きよう族ぞくや戦せん揮き族ぞくがくぐるのは不可能。同等の標準的な体格の種族であっても翼つばさを出して空を飛べる飛ひ竜りゆう族ぞくは屋根に出入り口が必要だし、威狼族に至っては建物の中で寝ね起おきする習慣がない。

　灰色の石材でくみ上げられた広間には様々な姿の魔族たちが跪ひざまずき、左右両側に並んだ椅い子すには合計一二人が腰こし掛かけている。

　額に長い一角を生やした者、虎とらめいた顔の者、肌はだの半ばが岩のような装そう甲こうで覆おおわれている者、そして背に翼を持つ者――着座の一二人の外観も多様だが、跪く者たちよりは振ふれ幅はばが小さい。いずれも身体の基本部分は人間に近い。

　全員が魔皇帝の子であり、グリギラはその末席を占める。席次は、年ねん齢れい順だ。

「……偵てい察さつの成果は、どうなっている？」

　重々しくも張りのある、年齢のわかりにくい声が尋たずねる。

　歳としが判明しないのは、声質だけのせいではない。魔皇帝の玉座は御み簾すの向こうに隠されているからだ。血を分けた子であるグリギラたちでさえ、直接対面したのは五年以上も前になる。

「は。やはり人間どもは侵攻のための大船を建造している模様」

　偵察の任を任されている海かい鴎おう族ぞくの長が、甲かん高だかい声を震ふるわせて答えた。

　人界に飛んで王国連合と魔皇帝の間の情報を取り持つのは、かつてはグリギラの役目だった。しかし三か月前にザルザスが戦死して以来、連合上層部に人界を統治する力なし、現在の人界は敵対勢力が優勢だと考えた魔皇帝は通常の連れん絡らくを停止。潜せん在ざい的てきな敵地と見なした偵察へと切きり替かえたのである。

「今回の偵察任務では、我わが種族はかなりの被害を被こうむっております」

「しかし、毎回情報の入手には成功しているのだろう？　ならば問題はない」

　船の建造現場や大きな都市など偵察の対象地点には精せい鋭えいの弓兵が配置され、空から近づく魔族に容よう赦しやなく矢を射かけている。その結果、多数が撃げき墜ついされているのだ。

　帰き還かんできるのはひとりだけという結果がほとんど。当初は三人一組だった偵察隊が人員の消しよう耗もうによりふたりに、そして単独になっているのが現状だ。さすがに現在生き残っているのは経験豊富なせいか、負傷はしても何とか帰ってくるのだが。

　数が減ったのと警戒が厳しいせいで内陸までは入っていけず、せいぜい人界南側の沿岸地帯しか偵察出来なくなっている。

　グリギラの母の血族である飛竜族も速度は優れているのだが、海鴎族よりも平均的な航続距離では劣る。人間の血が混じったのがよく作用したのか、グリギラの能力は一族の中でも頭ひとつ抜きん出でているのだ。

　何より、飛竜族は数が少ない。多種多様な魔族の中でも、身体が大きなものや特異な能力がある種族は一般に個体数が少ない傾けい向こうがあるが、飛べる中でも最高速を持つ飛竜族も少数種族だ。だから消耗が避さけられない偵察任務で使いつぶすより、決戦に備えて温存するべきだと恐らく魔皇帝は考えている――のだろう、きっと。

「……こちらの造船の方はどうなっている？」

　御簾の向こうから、再び声が訊ねる。

　人界の動向を探さぐるばかりではない。状況によっては、こちらから攻め込む事も考えねばならない。そのための船の建造だ。

「はっ。進んではおります。しかし……」

　従働族の老人が床ゆかに額を押しつける。

　魔族の中でも個体数は最大、器用な手先と従順な気質を持つ。外見的にも能力的にも最も人間に近い種族だ。元々他の種族と協調して街や村にまとまって居住し、農業や手工業などの生産に従事していたが、統一後は〈帝都〉やその周辺で労働力を集約されている。

「しかし――何だ？」

「恐れながら、我らには大型造船の技術がありません。皇こう帝てい陛下より賜たまわりました設計図を元に、大工仕事に長たけた者などを動員して突とつ貫かんで進めてはおりますが、どうしても逐ちく一いち完成度と安全性を確かめての作業となるため、予定よりは……その……」

　遅おくれている、とははっきり口に出せず、従働族の長老は口ごもった。

　何しろ大軍を運ぶための船だ。不具合があれば途と中ちゆうで沈ちん没ぼつし、多くの兵が無む駄だ死じにする事になってしまう。

　もちろん船という器を作るだけでなく、航海や操船のための人材も大急ぎで訓練されている。風や潮目を読む力に優れた海鴎族は、偵察ばかりでなくこちらにも動員されているはずだ。ただし、こちらも魔族にとっては未知の仕事なので、なかなか練度は向上しない。

「造船に注力するより、武備を充分に整えて人間どもを迎え撃うつ方がよいのではないか？　その方が数の上でも地の利の上でも有利になる」

　進言したのは、巨きよ体たいを持つ戦揮族の長だった。

　魔皇帝は絶対にして至高の支配者である。統治に関わる重要な案件は、全すべて独断で決定される。だが、細部までをいちいち命じている訳でも、臣下の具ぐ申しんを一いつ切さい容いれない訳でもない。

　この場に集められている有力種族の代表は上意を同どう胞ほうに伝えるだけでなく、ある程度の提案をするのも許されている。

「いや。しかし、それでは後手に回り、戦いの機を相手に任せる事になってしまう。こちらから積極的に攻せめて人間どもの出鼻を挫くじき、そのまま押し切るべきではないか？」

　反論したのは、肘ひじから先と頭だけが獣けものに似た獰どう牙が族ぞくだ。長は、獅し子しの顔を持つ。

「こちらに攻めてくるなどというのは、人間の虚きよ勢せいに過ぎんだろうさ。放置しておいてかまわん」

「いや。魔皇帝陛下に叛はん意いを示したのだから、然しかるべき罰ばつを与あたえねばならん。ならばこそ待つのではなく、我々の方が出向く必要がある」

「理り屈くつだけなら好きに言えるが、実際に必要な船はどうするのだ？」

　戦揮族の発言がきっかけとなり、様々な意見が飛び出す。

「人間側の動きを待ち、それに備えるとするとずっと偵察を続ける事になります。そうなれば我が種族の損そん耗もうが不ふ可か避ひ。もしも人間側がそこまで見み越こして遅ち滞たい戦術を取り、こちらが充分な情報収集が出来なくなった頃ころを見計らって攻めてくるという最悪の事態も考慮しなければ」

　泣き言めいた声を上げたのは、現状で最も直接の被ひ害がいを被っている海鴎族だった。

　様々な意見が並べられるが、なかなか収束はしない。魔皇帝の支配と統一からおよそ二〇年が過ぎたが、魔族の多くは未だ他の種族との議論に慣れていないのだ。単一の種族として生活している分には、ほとんどの物事は前例の通りで片が付く。

「もうよい。余の心は決まっている」

　御簾の向こうで、魔皇帝の影かげが手を振る。

　臣下たちが一いつ斉せいに頭を垂れて沈黙した。

「これまでの、表向きは人界の王どもの権威を立ててやろうという余のやり方が甘すぎたのだ。叛はん徒とどもを誅伐し、真の支配者が誰であるのかをはっきりと思い知らせてやらねばならぬ。そのためにも、人界遠征の準備はこれまで通り――否いや、これまで以上の注力で進行せよ」

「はっ！」

　重々しい口調の命令に対して周囲よりも更さらに深く頭を下げたのは、造船に当たっている従働族の長だった。

「必要ならば他の仕事からも人員を動員しろ。農耕などの人手が足りなくなったら、そちらには他の種族から徴ちよう発はつしても構わん。造船は昼夜を問わずに交代で進めよ。まずは一隻せき、満足のいく船を仕上げるのが肝かん心じんだ。従働族の能力があれば、先例があれば模も倣ほうは容易なはず」

　魔皇帝からは、更に詳しよう細さいな指示が下される。

　人界を攻める際には戦術的な観点からも、威いを示すためにも、一気に大軍勢を送り込む。戦力を小出しにするような愚ぐは犯おかしてはならない。それだけ準備にも時間がかかるため、初期に完成した船で練習のための航海を行い、船から発進する事で海鴎族以外の航続距離の短い有翼種族も偵察要員として活用する。

　もちろん人界からの攻こう撃げきに対する警けい戒かいも怠おこたらず、魔大陸の防備を固めると同時に、銀ぎん鱗りん族など水すい棲せいの種族を活用して近づく船を洋上で沈没させる戦術を研究・訓練せよ。

「了りよう解かいいたしました」

　各種族の長が、声を揃える。

　何度も人界に赴おもむき、人に接したグリギラは知っている。

　足りないのは船やそれを動かす人員だけではない。生まれつき身体に備わった能力や性質に従って生きる魔族には「前例のない件に対処する想像力」「これまでとは異なる事に対処する応用力」「技術を磨みがき、蓄ちく積せきさせ、発展させていく力」は乏しい。

　従働族を造船に回し、畑仕事のために他の種族から人手をかり集めるという程度さえ、魔皇帝の勅ちよく命めいでなければ実行されないだろう。

　グリギラにとって、最も端たん的てきに実感できる例は料理だ。

　人界で味わった様々な工く夫ふう――何種もの材料を複雑に調合して熟成させたソース、風味豊かな香こう辛しん料りよう、脂あぶらや肉にく汁じゆうを湧きたたせつつ逃にがさない焼き方。

　思い出して湧き上がってきた唾つばを飲み込み、グリギラは口唇を舐なめた。

　あれらに比べて、魔大陸で日常口にする食事の、何と味気ない事か。

　父の命令で連れてこられるのは若い女性ばかりだが、腕うでのいい料理人を何人か用立てられないか、今度頼たのんでみよう。そうすれば、魔大陸でも美お味いしいものが食べられるのに。

「他に報告はないな？　ならば皆みな、それぞれの任務に戻もどり、励はげむよう」

　御簾の向こうで、影かげ絵えがすっと右手を挙げる。

　臣下たちが退出すべく立ち上がったちょうどその時、兵士が入室してきた。鳥に似た翼と頭を持つ隼しゆん睨げい族ぞくだ。飛ひ翔しよう速度と視力に優れる反面、小こ柄がらで持久力が乏しいため、監かん視しや近中ちゆう距きよ離りの伝令として重用されている。各地に配された者が伝言をリレーする事によって魔大陸全域の情じよう報ほう網もうを確保しているのだ。

「皇帝陛下に申し上げます。北岸方面の警備部隊より緊きん急きゆう報告。人間のものと思おぼしき船が、帆ほ柱ばしらに白旗を掲かかげて接近しております」

　他の者のように完全にはひれ伏ふさず、片かた膝ひざをついた姿勢で報告する。魔皇帝が定めた、急ぎの際の作法である。

　ざわっ！

　臣下たちがどよめいた。

　特別な模様が不要で、あり合わせの布でも代用できる白旗が降こう伏ふくのサインだというのは、魔族と人間に共通する。

「船の様子はどのようなものか？」

「大船ではありますが、各部に破損がみられ、航こう跡せきも不安定に蛇だ行こうし、大きく傾かたむいているとの事です」

「……ふむ……」

　隼睨族の報告に、御簾の奥おくで魔皇帝は腕うで組ぐみで考え込んだ。彼らの視力なら、到とう着ちやくまで一日以上要する距離でも、船の様子を確かめる事が出来る。

「恐おそらくは余に従っていた者が地位を失い、逃のがれてきたのであろう。もちろん敵という恐れも消えた訳ではない。警戒を厳とした上で、乗員たちを確保せよ。急ぎ、現場へ折り返しの伝令を放て」

「御ぎよ意い！」

　立ち上がり、隼睨族はそのまま早足で立ち去る。

　順当な対処に、臣下たちからは安あん堵どの息が漏もれる。特にほっとしているのは、海鴎族の代表だ。人界からの渡と航こう者しやから何らかの情報が得られれば、偵察部隊の負担は減る。
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「ど、どうだ！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　壊こわれかけの船の甲板上でグリオネン王国の王弟、ハーゲンメッツ公こう爵しやくは船員に問いかけた。

　魔大陸は見えた。船が作られているらしい事も、おぼろげに確かく認にん出来る。だが、まだ泳ぎ着けるような距離ではない。風や波を受けるたびに甲かん板ぱんは大きく傾き、船旅に不慣れな公爵はそのたびに転びそうになる。

「な、何とかここまで持ってきましたが、かなり危険です。だいたい俺おれたちゃこのあたりの底の地形も潮もわからねえんですよ！　いつ暗あん礁しようにぶち当たって不思議じゃねえ！」

　懸けん命めいに帆ほ綱づなを操あやつりながら、船員が怒ど鳴なる。

　ハーゲンメッツ公爵を始めとする数人の貴族たちは反連合軍に追おい詰められ、僅かな手勢を率いて南岸の港まで逃れた。たまたま帆ほを外していなかった船を一隻見つけて強引に徴ちよう用ようし――というよりは、船員を武器で脅して魔大陸に向かわせたのである。

　もはや人界に逃げ場ばはない。ならば魔皇帝の元に身を寄せ、庇ひ護ごを求めるしか手はない。そう考えての行動だった。

　しかし準備の調ととのっていない船を奪うばっての逃とう走そうが無事に進むはずはない。

　出港直後に投石器や火矢などで攻撃を受けて、船体は著いちじるしく損傷した。どうにか逃げ切ったものの乗組員は定員に足りていないし、水や食料も僅かしか積み込んでいない。そもそも元々修理中だったのか、船倉の一部が釘くぎで打ち付けられていたほどだ。

　それをどうにか欺だましだまし、二〇日近い航海でここまでたどり着いたのである。

　ガガッ！

　船底のどこかが限界を超こえたのか、耳みみ障ざわりな異音に続いて傾きが深くなる。

「こりゃ駄だ目めだ。穴が空いたみてえです！」

　叫さけびに続いて、数人の船員が甲板上に固定していた短たん艇ていのロープを解く。もちろんこれも不ふ充じゆう分ぶんな数しか積まれていない。定数に満たない乗員であっても、全てが乗るのは不可能だ。

「の、乗せてくれ！　私は泳ぎは苦手なのだ！」

　クキューイっ！

　ハーゲンメッツ公爵が他の者を押しのけて短艇にすがりつこうとした時、上空から鳥のような声が響ひびいた。

　見上げると、鴎のような白い翼を背に備えた者が傾いたマストの上で輪を描いている。

「ひっ！　ま、魔族っ？」

「お、落ち着け！　味方のはずだ！　私を助けに来てくれたはずだ！　聞こえるか、魔族！　私はグリオネン王国のハーゲンメッツ公爵！　魔皇帝の同盟者たる王国連合の中ちゆう枢すうにいた者だ！」

　転ばないよう船員にしがみつきながら、公爵は大きく手を振る。

「承知している。魔皇帝陛下の命により、貴公らを救出に来た。我らだけではない。水の中で動ける者や船なども向かっている」

　人の耳にはどこか不自然な発音で告げながら、空飛ぶ魔族は降下し、手を差さし伸のべた。

　己の命を救う命いのち綱づなであるのは理解している。

　しかし公爵はその手を握にぎるのを一いつ瞬しゆんためらった。
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　深夜。

　既に月さえも西に傾いている。本来なら、昼行性の従働族は眠ねむりに就つく時間だ。しかし、魔大陸北岸に設けられた急造の船せん渠きよでは、夜を徹てつしての作業が続けられていた。

　材木を削り、板の反りを整え、竜りゆう骨こつに沿って組み合わせる。

　勤勉で器用な従働族たちではあるが、本来は船ではなく家を建てる大工や、椅子などを作る木工職人だ。不慣れな仕事で、しかも夜の暗さの中では作業が進まない。月光だけでなく周囲には篝かがり火びも焚かれているが、それでも昼には遠く及およばない。

「おーい。皆、一度休め。食事が出来たぞ」

　監かん督とく役やくから声がかかり、作業員たちは持ち場を離はなれて集まってくる。焚き火びの上では、大おお鍋なべがぐつぐつと湯気を立てていた。野菜と干ひ魚ざかなを塩味で煮ただけの、簡単な料理だ。

「急げという陛下の命令には従わざるを得ないが、やはり徹てつ夜やは疲つかれる」

「まったくだ。いちいち申し送りしながらの交こう替たいでは加減がわからん。出来ればひとつの行程は最初から最後まで自分で面めん倒どうみたいところだが」

　取り分けられた器を手に、従働族の男たちがぼやきあう。

　昼にこの海岸で救出された人間は、休息もそこそこに〈帝都〉へと移送された。人界の情報について重臣たちが詳細な尋じん問もんをするらしい。

「出来る事なら、船乗りの何人かはここに残しておいてほしかったな。構造も知っているだろうし」

「現物の方は沖おきで沈没してしまったから、参考にもならん」

「いいじゃないすか。資料なくても。せっかくの新しい仕事なんだから、試し行こう錯さく誤ごを楽しまなくちゃ」

　陽気に笑うのは、この現場では最年少の若者だった。いっそまだ少年と呼んだ方がよさそうな年とし頃ごろで、他の者よりも体力があり余っている。

「若い奴やつは気楽でいいな。俺たちは不慣れな大船作りなんぞしんどいばかりだ」

　答えた班長は最年長で、こめかみには白いものが目立つ。

　その時――。

　ドォォオンっ！

　夜には希まれな轟ごう音おんが響いた。船渠の方向から。

「な、何だ？」

　夜食も中断し、男たちは狼狽うろたえる。

　自分たちが作りかけの船が、破は壊かいされていた。

　真っ赤な髪かみの少女が振るう輝かがやく大剣が、船体を打うち壊す。剣からの熱で発火した木材を銀色の触しよく手しゆがつかみ上げ、こちらへめがけて放り投なげる。

「ひっ！」

「に、逃げろ！」

　燃えさかる松明たいまつと化して降り注ぐ船の破は片へんから、従働族たちは逃げまどう。

　能力の面でも気質の面でも、戦いには向かない種族だ。宿舎で休んでいる昼番の仲間たちもたたき起こし、とにかくこの場から離れる事を最優先する。

　破壊と炎えん上じようは船だけに留とどまらない。船渠や、さっきまで多くの従働族が寝ねていた宿舎までもが、見る間に打ち砕くだかれ、真っ赤な炎ほのおの柱を夜の闇やみに突き立たてる。

「な……何だ？　何なんだ、ありゃあ？」

　燃える現場から走り去る若者が叫ぶ。

「そうか。お前は見た事がないのか。……俺は、知っている」

　班長は、譫言うわごとのように答える。

「灼竜族だ。魔皇帝に滅ほろぼされたはずの灼竜族が、生きていたんだ！」




「よし。その程度でいい。敵が集まる前に、この場を離れるぞ」

「わかった！」

　シェバードの命令に短く答えると、アリンは〈流転パンタレイ〉に意識を集中して喉のど元もとの宝ほう珠しゆの中に収納した。鎧よろいは解除しないが、逃げるだけなら大きな武器は邪じや魔まになる。

「命令受じゆ諾だく。ロアロは破壊活動を終しゆう了りようし、移動を開始します」

　ロアロも展開していた触手をしゅるしゅると縮めて、いつもの熊くまに戻した。

「ジェーナ、先導を頼む。念のため言うが、お前以外にとってここは見知らぬ土地。お前にとっては常識であっても我々には慣れぬ危険になる恐れもある。それを踏ふまえてくれ」

「承知しております、我が主。では、こちらへ」

　力強く頷うなずくと、ジェーナは小走り程度の速さで海岸を離れ、林の方へと向かった。燃え上がる小屋や船がちょうどよい照明になって、アリンたちの道を照らしてくれる。破壊した船は胴どう体たいが細く、帆柱も三本が均等に並んでいる。人界で作っているものに比べると少し古くさい型だ。

「それにしても、思い切った手に出たもんだね」

「不安か？」

　アリンの呟つぶやきに、シェバードが応じた。

「そんな事ないよ。あたしだって、攻めていって暴れ回る方が性に合ってるしね」

　微笑みながら、ぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

　挑発に乗った魔皇帝が乗り込んでくるのを待つのでもなく、準備を整えて人間の大軍で攻めていくのでもない。

　シェバードの選せん択たくは、四人だけで魔大陸に上陸するというものだった。

　そのためにミューディらと共きよう謀ぼうし、魔皇帝と癒着していた手て頃ごろな貴族を追いつめ、包ほう囲い網もうにわざと隙すきを作って海から魔大陸へと亡命するように誘ゆう導どうした。もちろん即そく座ざに使える船も一隻だけに限定し、シェバードたちは事前に閉へい鎖さしておいた船倉に潜ひそんでいたのだ。

　魔大陸に近づいた頃ころ合あいを見計らって内側からの破壊で船を沈しずめ、ロアロの流体で四人を包つつみ、細い管を水面に伸ばして呼吸を確保。スクリュー推進で水中を進んで密ひそかに上陸したのである。

　もちろん、船を沈めれば魔皇帝軍が亡命者の救出に気を取られるから、こちらが上陸しやすくなるという読みもあっての事だ。

「正直、ミューディたちを魔族相手に充じゆう分ぶん戦えるまでに鍛きたえるには、どれだけ時間がかかるか不確定要素が大きすぎる。最初と同様、少人数を活いかして神しん出しゆつ鬼き没ぼつの奇襲戦を仕し掛かけた方が効果は大きい」

　出発前、渡と航こう作戦について説明した時と同じ話をシェバードは繰くり返かえした。

　短時間で王国連合の軍を壊かい走そうさせるため、シェバードはアリンたち魔族の圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力りよくを強調し、降伏した兵士を逃がす事でその情報を広めた。

　そして、現在反連合の兵としてミューディらの下に集っている中には、以前はその際に逃げた兵士だった者も少なくないのだ。

　彼らの大半が認にん識しきしているのは「魔族」という漠ばく然ぜんとした塊かたまりであって、それぞれ異なる種族や個々人ではない。即すなわち、ザルザスのような非道に対する怒いかりで一時的に振り払う事はあっても、心の奥おく底そこには魔族全体に対する苦手意識が拭ぬぐいがたく焼き付いているのだ。

「一度はこちらの都合で植え付けた恐きよう怖ふだ。そう簡単には取り除のぞけない」

　自じ嘲ちよう気味に、シェバードが呟く。

　本人が否定しても、シェバードが魔ま皇こう帝ていに立ち向かう者にとって象徴であり、精神的支柱であるのは事実だ。それが僅わずかな手勢だけで敵の内うち懐ぶところに飛び込むという危険な策にミューディが協力したのは、現状での自軍の練度や統とう率そつに不安があるのを認めたからでもある。
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「船は、これを用意しました。当日の港内は、これ以外の帆は完全に外しておきます」

　大陸南岸。ドルオールと旧ランデルワースの国境に近い町の港で、桟さん橋ばしに係留されている大型だが古い帆はん船せんを前にミューディは説明する。

　人類解放軍の優勢により、グリオネン王国での連合派の中心人物・ハーゲンメッツが逃走しているという情報はつかんでいる。より正確に言うなら、適度に追い立ててこちらに向かうように仕向けろと指示しているのだ。

「ひぇ～。ボロっちいけど、本当に大丈夫なの？」

　帆柱を見上げるアリンは、思わず質問してしまった。

　船体のあちこちには修しゆう繕ぜんのために後付けの板で塞ふさいだ跡あとがあり、メインマストにさえ危なっかしく補強してある。

　もっとも島育ちと言っても、見慣れているのは小さな漁船だけだ。長ちよう距きよ離り航海用の大型船の善よし悪あしなど判断がつかないのだが。

　船そのものに馴な染じみが薄うすいジェーナも、いつになく不安な表情で船体を見つめている。ロアロはいつもの無表情で、シェバードだけが納得のいった笑えみを浮うかべていた。

「魔大陸まで渡航出来そうで、なおかつ到着直前に沈んでも不思議じゃないように見えなければならないんだ。難しい注文に、よく応こたえてくれた」

「外観はわざと破損しているように見せかけてますけど、実際には問題ありません。一流の船大工が保証してくれました。船倉で皆さんが隠れるスペースも、壊れた部分を間に合わせで塞いだように見えるはずです」

　にっこりと答えたのは、船そのものの調達を担当したフランジェリーネだ。

「後はハーゲンメッツを上う手まく追い込み、誘導する事だが、そちらの方は頼んだぞ」

　ミューディに向かって、シェバードが軽く頭を下げた。

　アリンたち四人は予あらかじめ船内に潜んでいなければならないのだ。罠わなと気づかせないように追い詰める作業は、他人に任せるしかない。

「ご安心を。そういう穿うがった作戦は自分には向きませんが、ヴァンテクスが上手くやってくれるはずです」

「ヴァンテクス？」

　知らない名前をさも当然のように出されて、アリンは首を傾かしげた。

「ああ。お名前はご存じありませんか。ドルオール市の一件の際、ザルザスの前に名乗り出た……その……偽にせのシェバードです」

　ぷっ！

　説明を聞いて吹ふき出したのはアリンだけではない。シェバードも一いつ緒しよだ。

　いつの間にかあの男も人類解放軍の主要なメンバーとなり、重要な作戦の指揮を任されるようになっていたのか。

「なるほど、適任だ。あいつならばハッタリや欺しには慣れているだろうからな。俺たちが出た後は、他の部分も適材適所で頼むぞ。特に、敵の偵察部隊を迎げい撃げきする弓隊には例の命令を徹てつ底ていさせろよ」

　腹を押さえてひとしきり笑った後で、シェバードはミューディに確認する。

「わかっています。偵てい察さつ隊たいは見み逃のがさず、全ぜん滅めつさせず――ですね」

「えっ？　あれって、作戦だったの？」

　この件については何も聞いていないアリンは、目を丸くした。

「当たり前だ。本当の弓の名手が、俺でも当たる的を逃がすと思ったか？」

　目もく撃げきした光景を思い出す。

　あの時、シェバードの放った矢は命中していたのだ。しかし、素す早ばやく飛ぶ大量の矢の動きを全て正確に見み極きわめる事は、アリンには出来ていなかった。

「あいにくと俺の弓の腕では本当に命中させるくらいしか出来ないが、一流の弓兵ならば狙ねらったがぎりぎりで外れたように見せかけ、掠かすめただけで致ち命めいにならない程度の傷を与えるのも可能だろうからな。それから、毎回帰還がひとりだけだと怪あやしまれる恐れがある。適当に乱数を織り込め」

　呆ぼう然ぜんとするアリンを無視して、ミューディとの話を続ける。

「全滅させてしまうと、魔皇帝が偵察隊の派は遣けんを断念してしまうかも知れません。それよりは成果がある、続ける価値があると思わせた方が、じわじわと消耗を強しいる結果になりますね」

「それもあるが、不充分な情報を持ち帰らせる事で、敵の思考を誘導出来る。魔皇帝軍は、もうひとつの船渠の存在を知らない。人間が用意している船団の規模も、進行状じよう況きようも見誤る事になる」

　これも、アリンたちには数日前に初めて知らされた事実だった。

　船を造っているのは、大陸南岸だけではない。やや離れたゼルイカ近きん郊こうでも五隻の大型軍船の建造が進められている。危険を冒おかしての小規模な偵察が精せい一いつ杯ぱいの魔皇帝軍の現状では、そちらまでは手が回らないはず。魔大陸側から近い海岸でこれ見よがしに造っているのは、囮おとりも兼かねているのだ。

　そこまで指示しておきながら、反乱鎮ちん圧あつの方には協力してくれない。これなら無責任と批判されるのも仕方ないか――声には出さないが、アリンはちょっとだけミューディに同情した。

「我々も出来るだけ早く船の建造と兵士の訓練と教育を終え、魔大陸に駆かけつけます」

「焦あせる必要はない。お前たちが来る前に、片付けるからな」

　ミューディの言葉に、シェバードは自信満々で答える。

「もちろん負けると考えている訳ではありません。しかし、必勝の保証がないのも事実。それでも貴方あなたたちなら何の戦果も挙げず、無む為いに敗れ去るという事はないでしょう。それなら敵が痛手から回復する前に追い打ちを仕掛けるのが上策」

　軍人らしい、正統派で堅けん実じつな思考だ。

「もちろん貴方たちが勝ったのなら、我々は自前の兵力を損耗する事なく、大軍の武ぶ威いをもって魔大陸に進しん駐ちゆう出来るという訳です。急がない理由がありません。貴方たちのやり口を利用させてもらいます」

　それまで生き真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうだったミューディの顔に、ふと柔やわらかい笑みが浮かんだ。

「なるほど。その方がいいな。正義だとか善意だとかではなく、お前が自分の都合で動いてくれるというのなら、それは――信しん頼らい出来る」

　シェバードが右手を差し出す。

　ミューディはそれを握り返す。

「敵の動きを少しでも鈍にぶらせ、混乱させてくれるだけでも充じゆう分ぶんです。援えん軍ぐんが来るのを忘れないで、無理は避けてください。お願いです」

「悪いけど、その頼みは聞けないね」

　真しん剣けんな表情で訴うつたえるミューディに、アリンは答えた。

　無理をするのが必要な時は、躊躇ためらわず無理を通す――それが、アリンの、アリンたちのやり方だ。
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「さて、と。とりあえず船はぶっ壊したけど、これからどうすんの？」

　短い回想から現実に立ち戻り、アリンは訊たずねる。

「夜通しで造船していたという事は、魔皇帝も渡と海かい進軍の準備を進めていたのでしょう」

　周囲の状況を確認して、ジェーナが指し摘てきする。

「攻めの兵力と守りの布ふ陣じんは往々にして相反するもの。二に兎とを追えばどちらも手て薄うすになる。特に、どこに現れるのかわからない敵に対する場合には。船の破壊により攻撃の予定が破は綻たんしただけでなく、人間の大軍ではなくわたしたちに備えての守りを整えなければならなくなり、混乱は必至です」

　木立の中、先を進むジェーナの表情はアリンからは見えないが、声に喜びが含ふくまれているのをはっきりと感じる。

　懐なつかしい故郷の大地を踏みしめ、仇かたきである魔皇帝に近づいているのだ。嬉うれしくないはずがない。

　無論、魔皇帝の計画を挫くのが目的であれば、船を建造していた従働族たちを皆みな殺ごろしにするという選せん択たく肢しもある。造船術に不慣れな魔族においては、現在作業に当たっている者が恐らくは最高の人材。失われてしまえば、おいそれと代わりは調達できない。

　その上で、シェバードが彼かれらを生かし、逃がした理由はさすがにアリンにもわかる。

　第一の目的は彼らの口から「敵」の到とう来らいを、そして灼竜族の存命を噂うわさとして広める事。ゼルイカ攻こう防ぼう戦せんの下した拵ごしらえと同じだ。灼竜族がまだ生きているというその事実だけでも魔皇帝の権威は傷つき、不安は広がり、支配は弱まる。

　第二に、彼らを生き残らせれば魔皇帝は「船を造って人界へ攻め込む」という選択肢を捨てにくくなる。数では魔皇帝軍が圧倒的に優位。しかも地の利も己おのれの側にあるとなれば、アリンたちは囮と攪かく乱らんのための選せん抜ばつ隊でしかなく、後に控ひかえる人類解放軍が真の主力であるという可能性も否定できない。両天秤をかければ、それだけ魔大陸内での破壊活動への対策も甘あまくなる。

　そして何より、船を再建するよりも早く、魔皇帝を倒たおすという決意の表れだ。

「この林は、成長の速い種ばかりが整然とした間かん隔かくで植えられています」

　樹きの幹を撫なでながら、不意にジェーナが説明した。

「わたしたちの故郷ばかりではありません。征せい服ふく戦争の際に多くの森林が灰になりました。恐らくは、ここもそのひとつでしょう。後から木材やその他の資源を得るために植林したものと思われます」

　それはつまり、この林の中で暮らしている魔族はいないだろうという事だ。魔族に限らず獣などでも、危険なものが近づいているのであれば絶対にジェーナが気づく。魔大陸の生き物に関しては全て熟知しているのだから。

　見た目は似ていても人界と魔大陸では植物や動物の種が異なると、事前に聞いてはいた。しかし元々それほど詳くわしくないせいもあって、アリンの目には違ちがいがわからない。向こうと変わらない、ありふれた木立のように思えた。

「考えてみれば、あたしにとっても故郷……って事になるんだよね」

　暗がりの中で辺りを眺ながめながら、アリンは呟いた。

　言葉にはしたが、実感はない。

　出生は魔大陸であっても赤あかん坊ぼうの頃に養父のジョジフに連れられて脱出し、ずっとギース島で人間として育てられたのだ。シェバードと出会い、自分が灼竜族だと知ってからまだ半年とちょっとしか経たっていないのだから。

「故郷とは、単に生まれた場所の事ではない――と俺は思う」

　シェバードの物言いは、珍めずらしくどこか曖あい昧まいだ。

「種族や血筋、あるいは祖国。生まれた時に定まっていて、ずっとついて回る要素も確かにある。だが、己が何者であるかという事がそんな材料だけで決まるはずがない――決まっていいはずがない。自らが決意し、選び取ったものこそが重要だ」

　目の上を縦断する傷を、指先でなぞる。

「確かに俺はランデルワース王の遺児だ。だが、それ以上に強固にこの俺の芯しんを貫つらぬいているのは、ウォルバー兄さんの犠ぎ牲せいの上で生き残っているという事実。この肉体が生まれた場所はランデルワースの王城かも知れん。しかし、シェバードという人間が誕生したのは、あの日の山中、燃える小屋の傍かたわらだ」

「……そうだね。うん、あたしも、やっぱりこの身体は灼竜族だけど、何者かって訊ねられたら、ギース島のジョジフの娘むすめって答えるかな」

〈竜の武具〉が覆おおっているのは胸むな元もとと腰こし周りだけだから、アリンが視線を落とすと自分の白いお腹なかと臍へそのくぼみが見える。

　この身体を駆け巡めぐる熱と、振ふるう力は捨てられない。捨てる気もない。

　父のジョジフ、幼おさな馴な染じみのメグ、彼かの女じよの父である村長とその奥さん、愛犬のシドー――故郷で待つ大切な人たちを守り、皆の未来に影を落とすものを打ち払はらえる武器なのだから。

「わたしにとって、威狼族である事は何よりも大切な、自分自身の根幹です」

　皆を先導しながら、振り向むきもせず静かな声でジェーナが呟いた。

「かつては一族の掟おきてに従い、昔からの風習のままに生き、子を産み、育て、死に、狼ろう精せいを残す――それが当たり前だと考えていました。しかし世が変わり、仲間が滅ぼされ、当たり前が通じる世の中ではなくなりました。唯ゆい一いつの生き残りであるわたしだけが旧来の通りで存在する事は出来ません。変化した状況に己を対応させ、新たな威狼族としての生き方を見つけ、作り上げる。それこそが自分の使命だと、今は心得ています。そのためには、まず我わが主の狗いぬとして魔皇帝を討うつ！」

　後姿だからはっきりしないが、恐らくジェーナの手は首輪に触ふれているのだろう。

「感想提示。ロアロは像塊族唯一の現存個体ですが、起動し、意識活動が開始したのは人界においてなので、魔大陸についての知識は初期設定されている情報のみであり、同族他個体との接せつ触しよく履り歴れきもありません。ロアロにとってロアロが像塊族であるというのは単なる事実の記述以上の意味はなく、むしろシェバードのために行動する例外的で特とく殊しゆな存在であると、自己を認識します」

　淡たん々たんとしたロアロの口調にほんの少しだけ混じっていた感情を「誇ほこらしさ」だと、聞いたアリンは思った。

　創造神の助手として生み出された最初の魔族・像塊族は、誰だれかに仕える事を価値観の至上に置いているという。その上でロアロは、シェバードを主として信じ、彼の目的を達成したいと願っている。

「単に生き物として生を受けたのが起点ではない。何を為なすのか、為したいのか。それを定めた瞬しゆん間かんこそが真の誕生。意思と知性を持つ生き物として、それは魔族と人の共通点だ」

「でも……」

「何だ、アリン？」

「ううん。何でもない」

　やはり言いかけた言葉を止める。

　何も知らず普ふ通つうの娘として育ってきたアリンは、戦いが終われば元の生活に戻るだけだ。だが、シェバードはどうするのか。

　元々王子だったのだから、本来の居場所に戻るという事はないだろう。そうするくらいなら、ミューディの依い頼らいを素す直なおに受けているはず。

　何年もただひとつの目的のためだけに生きてきた者は、それを果たした後で戦士でも復ふく讐しゆう者でもない、別の何かとして新たな誕生を迎むかえられるのだろうか。

　頭に浮かんだ不安を、アリンは強ごう引いんに追い出す。

　こねくり回しても結論が出ない話に煩わずらわされるのは、性しよう分ぶんではない。具体的で、何か楽しい事を考えよう。

「このあたりなら安全と思われます」

　小さな泉のほとり、手頃な枝ぶりの樹き々ぎが広がる場所でジェーナが足を止める。

「よし。では今夜はここで野営する。ロアロ、頼んだぞ」

「命令受諾」

　ロアロの手元で流体が広がり、周囲に落ちていた枯かれ枝えだや木の葉をかき集める。そのまま枝と枝の間に幕を形成してアリンやシェバードを取り囲み、テントになった。光を反射して目立つ銀色は木の葉で偽ぎ装そうされている。

　気づかれないように船に隠かくれ、密かに敵地に乗り込むのだ。これまでの旅以上に身軽でなければならない。人界で使っていたような野営用の装備さえ邪魔になる。

「では、夜の見張りはわたしにお任せを、我が主」

　ジェーナはふわりと跳ちよう躍やくすると、枝の上に飛び乗った。

「明日の朝が楽しみだね」

　ロアロが作った天幕の中、横になってアリンは笑った。武装のままだが、この方が身体の熱を調整出来るので夜具いらずだし、そもそも着き替がえを持ってきていない。

「楽しみ？　何がだ？」

　膝ひざを抱かかえて座すわったシェバードが訊ねる。

「だってさ。魔大陸の材料でシェバードが作った料理を食べられるんだもん」

「……多分大丈夫だとは思うが、さすがの俺も初めての材料だと完かん璧ぺきな品を作れる自信はないぞ」

「対処提案。ロアロの初期知識の中には、魔大陸の植物相も入力されています。人界の自生種と同一のもの、あるいは味覚に影えい響きようを及ぼす成分および栄養構成が極きわめて近いものを選せん択たく的てきに採取する事は可能と推測されます」

　少し困ったようなシェバードに、珍しくロアロの方からアイディアが出された。

「そうです、我が主。肉になる獲え物ものだって、わたしに任せてもらえれば美味しいのをちゃんと狩かってきますよ。天然の森でなくても、辺りに知っている鳥や小動物の声や臭においを感じます。わたしが人界の食べ物で変わったように、今度は我が主が魔大陸を受け入れる番ですよ」

　テントの上から、ジェーナも優やさしい声をかける。

「そうだな。ここに乗り込んだばかりだ。一日二日で終わる戦いでもない。せいぜいこっちでの暮らしと、戦いを楽しむ事にしよう。そのためにも、しっかり休め」

「命令受諾。ロアロは可変流体を現状維い持じしたまま、休息に移行します。再覚醒は三時間後の予定」

「じゃ、あたしも。おやすみ」

「よい夢を。我が主」

　挨あい拶さつを交かわしあった後は、四人とも沈ちん黙もくする。

　後に残ったのは微かすかな息づかいと、遠く奏かなでられる虫や小動物の声だけだった。







第二章　魔皇帝、出陣







「情報提示。敵魔族集団の内訳は、地上部隊として戦せん揮き族ぞく一四体、獰どう牙が族ぞく三五体、刺し蚊ぶん族ぞく八体。空中に飛ひ竜りゆう族ぞく七体、奇き蝶ちよう族ぞく三体」

　ロアロが告げる。

　深い森を抜ぬけた先に広がるなだらかな丘きゆう陵りよう地ち。丸太組みの簡素な兵舎からは、既すでに敵が出しゆつ撃げきし、陣じん形けいを敷しいていた。

　当然だ。森の外れ、樹上にいた見張りの敵兵を攻こう撃げきし、敢あえて合図の笛を吹かせてから仕留めたのだから。

「臭いでもわかる！　幻げん哭こく族ぞくがいないのならば問題なし。行くぞ、〈全族クラン・ス濤駆タンピード〉！」

　襲おそい来る敵に向かいながらジェーナが甲かん高だかい口笛を鳴らす。左右に出現した青白く輝く狼ろう精せい――彼女の同どう胞ほうたちの魂たましいが次々に増え、瞬しゆん時じに数十頭の地を埋うめ尽つくす波となった。

「ば、バカな！　何だ、あの数は？」

　敵軍の先せん陣じんに立つ獰牙族が狼狽える。虎とらに似た顔であっても、驚きよう愕がくする表情だけは人間のものに近かった。

　威い狼ろう族ぞくが父祖の精せい霊れいを召しよう喚かんするのは常識であっても、唯一の生き残りならば全すべての血族を束ねられるというのは想像の埒らち外がいなのだ。

「かつては同じ狩しゆ猟りよう者しや同士として敬意も払ったが、魔皇帝の手下と成り果てた以上、敵として容よう赦しやはしないぞ！」

　ジェーナ自身も、狼精の怒ど濤とうと一緒に突つき進すすむ。

　獰牙族は熊、虎、猪いのししなど多様な獣けものの頭と筋骨たくましい人間の肉体、そして鋭えい利りな爪つめを持つ種族だ。生まれつき長い爪が備わった手は強力だが、代わりに武器などを使いこなすのには不都合だ。間合いは、人間などよりも短い。

　地を這はうように素早く駆けめぐる狼精には、獰牙族の攻撃は届きにくい。無言の連れん携けいで狼精たちは獰牙族の足首の腱けんを噛かみちぎり、倒れた喉のど笛ぶえに牙を突き立てる。反はん撃げきを受けるよりも早く実体化を解いて消失し、入いれ替かわりに襲いかかった後続がとどめを刺さす。

「はぁっ！」

　更さらに、ジェーナが鋼線に結ゆわえられた二本の短たん剣けんを放つ。

　真まっ直すぐに空を貫いた刃やいばが、正確に敵の目を突く。毛皮に覆われた獰牙族の首筋には、強く噛みしめる牙はまだしも、投げた短剣は通じにくいからだ。巧たくみなワイヤーの操作によって即座に戻もどった短剣は、続けざまに三人の獰牙族を無力化する。

「アリン、後は任せたわ！」

　前衛として押おし寄よせていた獰牙族は、あっという間にたったひとりによって全滅していた。自らの役目を終えたジェーナは、突とつ入にゆうする時と同じ素早さで後方へと飛とび退のく。狼精たちも大半は姿を消し、僅かに残った者は左右に散開した。

　そこへ、哮たけり声を上げながら戦揮族たちが押し寄せる。

　頭から爪つま先さきまでくまなく黒光りする鎧で固め、手には巨きよ大だいな戦せん槌ついや両りよう刃ば斧おのを構えた巨きよ人じんたち。ドルオールに派遣された部隊よりも重武装で、狼精の牙や短剣は通じそうにない。

「うぉおおおおおおおっ！」

　だから、叫びとともにアリンが突とつ撃げきする。

　戦揮族の方も狼精など無視して真っ直ぐにアリンへと向かう。

　基本の長ちよう剣けん型にした〈流転パンタレイ〉を両手で構え、先頭のひとりは敢えてかわして次の戦揮族に向けて駆け抜けざまに、アリンは渾こん身しんの斬撃を放つ。

　白熱した刃が巨人の臑すねを打ち砕く。飛び散った鎧の破片は溶よう融ゆうし、不定型の金きん属ぞく塊かいと化した。

「ガファぁっ！」







[image: ]







　脚あしを切られて呻うめきながら戦揮族が倒れる。

　その弾はずみで、アリンを追って振り返った最初の一体ともつれ合って転ぶ。転倒すれば、単に動きが止まるだけではない。首筋や頭という急所が、アリンの手が届く位置に降りてくるという事だ。

　戦揮族用の頑がん丈じような鎧といっても、体格や身体構造が人間に近い以上は関節部は可動のため装そう甲こうは薄いし、兜かぶとは脚きやつ甲こうや胸甲よりも厚みは薄い。

〈流転パンタレイ〉を鋏はさみ型の〈竜顎ジヨーズ〉に変形させると、倒れた戦揮族の首を断たち切きる。金属と肉が焼ける臭いが混じり合う。傷口が瞬時に焼かれ炭化するため、流血はない。

　だが、一四のうちのふたりを無力化しただけだ。次々に押し寄せる戦揮族がアリンを取り囲もうとする。

「ウォウっ！」

　獣の声が短く呼ぶ。アリンは振り返りもせず、声に導かれるままに左へと走り、振り下おろされたハンマーを避さけた。

「ガゥっ！」

「ゴホァっ！」

　戦揮族たちは吠ほえ声ごえに似た符ふ丁ちようで互たがいに合図を送り合い、次々に武器を振り下ろす。人間程度ならば容易たやすく潰つぶして肉につ塊かいに変える必殺の攻撃はしかし、全て空むなしく地を穿った。

　アリンは敵に顔を向ける事もなく、ぎりぎりまで引きつけてから巧みなステップで攻撃を避け、体格差を活かして包囲を抜けると一体の戦揮族を背後から斬きりつけて倒す。

　ジェーナが放った狼精は、戦揮族に対しては充分な攻撃手段とはなり難がたい。だが「目」としては有効だ。

　数が多く、万ばん全ぜんに連携し、互いの意志は通じている。しかもいざとなれば非実体化すれば相手の攻撃で傷つく事もない。

　狼精たちが声をかけて誘導する事で、アリンは四方から襲い来る多数の敵と戦いながら追いつめられず、攻撃に専念する事が出来るのだ。

「はぁっ！」

　こちらを追おうとして陣形を乱した戦揮族の背後から、アリンは〈流転パンタレイ〉を叩たたきつける。

　狙うのは、足首や膝ひざ裏うらの腱。

　体格の違いがあっても攻せめやすく、即そく死しさせられなくても立って動けなければ戦力としては役立たずになる――事前にシェバードから受けていた指示を忠実に守り、確実にひとりずつしとめていく。

　一いつ旦たん退いたジェーナもアリンが開いた突とつ破ぱ口こうに飛び込み、敵を攪乱する。

　どれだけ頑丈な防具で身を固めても、戦揮族も他の多くの魔族や人間と同様に視覚に頼たよって行動する生き物だ。兜に覗のぞきを設けない訳にはいかない。

　そしてジェーナの技量であれば、兜の細いスリットに短剣を通すのも可能だ。

「ギヒィっ！」

　目を潰され、戦揮族が仰のけ反ぞる。

　ジェーナは素早く短剣を引ひき戻し、充分な間合いを開く。

　戦揮族の破は壊かい力りよくは、彼女にとって擦られただけでも致ち命めい的てきだ。あくまで任務は牽けん制せい。その上で隙を見て、可能なら目を狙う。無理はせず、自分自身の安全を最優先せよというのがシェバードの命令だった。

　戦揮族は生来の優すぐれた戦士。特に、魔大陸本土に残っていた者は精せい鋭えい。失明しても恐きよう慌こうに陥おちいって暴れる事なく、仲間の指示を待ってその場で動きを止める。

　それが故に、ジェーナは安全に距きよ離りを取る事が出来るのだ。混乱して不合理な行動を取れば、かえって対処が難しい。

　兜の上から顔を押さえている敵をも障害物として利用して、狼精はアリンを誘導し、戦揮族の連携を分断する。

「甘いんだよ、あんたたちっ！」

　頬ほおには笑みが浮かぶが、アリンは決して油断はしない。

　高こう揚ようした感情も刃に乗せて破壊力とし、着実に敵を駆く逐ちくしていく。

　本来なら獰牙族が数と速度でこちらの動きを制限し、戦揮族の力を活かすつもりなのだろうが、敵の連携は稚ち拙せつだ。何の対策もせずに足の速い獰牙族が単純に突とつ出しゆつ先行してきたから、あっさり狼精で排はい除じよ出来る。

　戦揮族にしても強敵だが、一度戦った相手だ。長所も短所もわかっているから、いくらでも戦いようはある。

　アリンが戦揮族を相手にしている間に、ジェーナは狼精数頭を率いては戦場を迂う回かいし、後方の刺蚊族たちへと向かっていた。

「主力部隊との戦いでこちらが疲ひ弊へいしたところを狙うつもりだろうが、おとなしく待っていると思うなっ！」

　ジェーナの手から短剣が飛ぶ。

「Ｖｖｖっ！」

　複眼に覆われた刺蚊族の頭が貫かれた。

　他の者も、飛びかかってくる狼精のスピードに対応出来ない。元より力や技に長たけた種族ではなく、武器は口こう吻ふんの毒だけ。普通の肉体を持たない狼精は、彼らにとって相あい性しよう最悪の敵だ。

　まず数で押す獰牙族を狼精で排除、側面支し援えんや牽制役を失って丸まる裸はだかになった戦揮族をアリンが正面から撃げき破は。後ご詰づめの刺蚊族は動き出だす前に潰す。

　そして――。

「航空戦力は、最初からこちら狙いか」

　上空で手て槍やりを構える飛竜族と奇蝶族を、シェバードは見上げる。

　飛竜族はグリギラ同様、角と翼つばさを除くとほぼ人間と同じの姿だ。ただし彼女とは違い、左右の翼は色も形も揃そろっている。

　一方の奇蝶族はその名の通り蝶ちようを思わせる巨大な翅はねと複眼の頭部。胴体は小こ柄がらで手足も華きや奢しや、持っている武器もひと回り小さい。

　二種の交じった群れが、一いつ斉せいに槍やりを投げ下ろす。

「命令実行。ロアロは、シェバードとロアロ自身を防ぼう御ぎよします」

　シェバードの傍らに立つロアロの手から銀の流体が延び広がり、傘かさのように頭上に展開した。全ての槍が難なく受け止められ、絡からめ取とられる。

「に、逃にげろ！　上じよう昇しようするんだ！」

　小隊長と思おぼしき飛竜族の男の号令で、全員が一斉に高度を上げる。

　だが流体は槍を反転させるとそれを軸じくに螺ら旋せん状じようの構造を形成、一度縮めたバネを解放して槍を打ち出す。

　投とう擲てきよりも高速で射出された槍が、次々に本来の持ち主を貫いた。

　何人かは反撃を逃のがれたが、そこへ追い打ちの矢が届く。

　空を飛ぶため、飛竜族が身につけているのは最低限の鎧よろいだけ。奇蝶族に至ってはほとんど半はん裸らだ。予備の武器も持っていない。

　シェバードが放った矢は、正確に隊長の胴どうに命中した。

「アリンとジェーナを引きつけておいて、空から俺おれを狙う――戦術としては適切だ。それ故に予想も防御もしやすい」

　シェバードは弓を下ろす。

　周囲に、ぼたぼたと亡なき骸がらが降り注いだ。

「情報提示。飛竜族及および奇蝶族、全個体の死亡を確かく認にん」

　墜つい落らくした敵の状態を触しよく手しゆで確認し、ロアロが報告する。

「生きていれば情報を聞き出せたが、仕方ないか。飛び道具は手加減が難しいし、今は勝つのが優先だ」

　苦く笑しようしながら、シェバードは弓を革かわ袋ぶくろに納めた。

「こちらも片づきました、我が主」

「ちょっと疲つかれたね。戦揮族があれだけ出張ってくると、さすがに手て強ごわいって感じ？」

　ジェーナとアリンも敵を片づけて戻ってくる。

「安全そうなところへ移動してから休息を取ろう。案内を頼たのむ、ジェーナ」

「承知いたしました、我が主」

　少人数である事を逆に活用し、ひとつところに留とどまらずに次々に奇き襲しゆうを仕掛ける。攻撃によって敵を反応させ、迎撃部隊や警けい戒かい部隊をひとつずつ叩き潰していく――基本的な戦略は人界で王国連合を相手にしていた時と同じだが、大きな違いがある。

　地図を把は握あくしていない事だ。

　ジェーナが暮らしていたのは二年前で、魔ま皇こう帝ていが本格的に体制固めをしたのはその後。河か川せんや山は変わらなくても、街などは新たに作られているはず。

　そもそも地理的にも社会的にも己の領域から外に出ないのがかつての魔族の常識だったから、ジェーナにしても森以外については詳しい訳ではない。それでも魔皇帝に特に忠実な種族の能力やおおよその数などは知っているから、ロアロの情報にある地形図と照らし合わせれば、戦略的に重要なポイントは推測可能だ。

「何者かはわからないが、大した手勢も持たずに一代で魔大陸を征せい服ふくした事を考えれば、魔皇帝が優れた軍略家であるのは間ま違ちがいないだろう。それも、単に前例や定石に則のつとるのではない。魔族というほとんど未知の相手と戦って破り、支配したからには、戦いの根本原理を理解し、応用する才覚があるという事でもある。

　それはシェバード自身とも共通する思考法だ。だから、ある程度は読める。

　魔大陸に上陸してから一〇日余り。最初の造船現場は別にしても、シェバードたち四人はふたつの街とみっつの駐ちゆう屯とん地ちを破は壊かいしてきた。

　距きよ離り的てきに近いところから順に攻撃すればこちらの動きを予想され、敵に戦力を整えさせてしまう。敵地で、圧あつ倒とう的てきな大軍に囲まれるのはさすがに避けたい。

　しかし「予期させぬ奇襲」ばかりに拘こだわっていては、それはそれで魔皇帝軍が守りを固めてしまう。「追える」「即そく座ざに対処しなければ」と思わせた方が、敵に戦力の分散を強いて、誘ゆう引いんする事が出来るのだ。

　不完全な地図だけを頼りに、微び妙みような匙さじ加か減げんの攻撃をシェバードは指揮していた。

　程ほどなく、森の中を走る渓けい流りゆうのほとりに四人は落ち着いた。

　すぐにジェーナとロアロが食材集めに向かい、アリンが適当な石を積み上げて竈かまを作る。その上に、シェバードは水を汲くんだ鍋なべを乗せた。

　荷物は必要最小限に留めたから、この鍋は人界から持参したものではない。襲しゆう撃げきした街で調達――というか、住民が逃げた留守宅から拝借したものだ。最初の造船現場でも鍋は残されていたのだが、大きすぎて持ち歩くには邪じや魔まだと判断して諦あきらめた。

「そのあたりに穴を掘ほってくれ。あまり深くなくてもいいが、ちょっと広めに」

「ん。わかった」

　シェバードが指さしたあたりの地面に〈竜角ホーン〉を突き立たてる。

　種族の特別な武具をこんな事に使っていいのかな――そんな逡しゆん巡じゆんはほんの一いつ瞬しゆんだけだ。他に手て頃ごろな棒などもないし、使えるものなら何でも使ってしまう方がいい。すぐに、擂すり鉢ばち状の穴が出来上がる。

「このくらいでいい？」

「充分だ。後は、石を熱してその内側に並べてくれ」

「わかった」

　辺りに落ちている石を拾い、そのまま指先に軽く力を込める。熱した石が、穴の内面に敷き詰つめられた。

「考えてみると当たり前なんだけど、ちょっと変な感じだよね」

　湯気を立て始める鍋を見ながら、アリンが呟つぶやいた。もちろん着替えも持ってこられなかったし世間の目を気にする必要もないから、魔大陸に着いて以来彼女はずっと〈武具〉を発動させたままだ。

「何がだ？」

　厳選した数少ない荷物のひとつ――調味料の小こ袋ぶくろを並べながら、シェバードが訊ねる。

「魔大陸でも、鍋とか食器とか変わんないんだなーってさ。もちろん身体の大きさや形が似ているからなんだろうけどさ」

「そうだな。街に定住するのは、従じゆう働どう族ぞくやそれに近い種族がほとんどだそうだからな。戦揮族は肉などをほとんど生のままで食べるが、野や蛮ばんという訳ではなく、それが彼らにとって普通の風習で身体にもいいかららしい。刺蚊族は固形物は食べずに動物の血や果実の汁しるを吸うから、当然調理はしないし食器も使わない」

「ああ。あの口だもんね」

　細長く突き出した口吻を思い出す。敵に毒を注入する武器を兼ねたあの口では、確かに肉や野菜を噛んで食べるのは無理だ。

「お待たせしました、我が主」

「達成報告。食用植物の採取に成功」

　程なく、ジェーナとロアロが食材を手に戻ってきた。山鳥とその卵、木の実、根菜、葉菜など様々な材料がシェバードの前に並べられる。

「ご苦労だった。見てろ。今日こそ、魔大陸の食材をねじ伏ふせてみせる！」

　力強く宣言するとシェバードは捌いた鶏とり肉にくを薄うすく削そぎ切って、みじん切りにして調味料を混ぜ込んだ山菜を包つつんだ。その上に溶とき卵たまごを塗ぬりつけ、大きな葉を巻き付ける。その全体を更にひと回り大きな木の葉に包くるんで焼き石を並べた穴に置くと、鍋とは別の器に汲んでおいた水をかけた。

　ずしゅわぁっ！

　爆はぜる音と同時に、大量の湯気が白く吹ふき上あがる。

「ほわっ！」

　激しい反応に、アリンは思わず仰け反った。この程度の熱さなど、まるっきり怖こわくはないのだけれど。

　すぐさまシェバードは鍋に戻り、鳥の骨を砕くだいてスープのダシを取ると、すり潰した木の実を丸めてそれに入れる。

「よし……。これで、どうだ？　アリン、穴の中のものを出してくれ」

「う、うん」

　熱した石を利用して作った蒸むし焼きは、常人が触れれば火傷やけどしてしまう。直接つかんで皿に盛りつけられるのはアリンか、さもなくばロアロの触手くらいだ。

「いただきまあす」

　アリンの鼻が、ぴくんと震ふるえた。

　ひとつずつ取り分けられた蒸し焼きと、スープからはいい香かおりが立ち上ってくる。

「んっ！　美お味いしいっ！」

　ひと口噛んだ途と端たんに、幾いく重えにも積み重ねられたジューシーな風味が広がった。葉菜の瑞みず々みずしさ、卵のまろやかさ、鶏肉の脂あぶらと根菜の香こうばしさが時に調和し、特に互いにコントラストとなりながら、力強く舌を刺し激げきする。

「……これは……素す晴ばらしい！　素晴らしい味です、我が主！」

「評価提示。この料理は栄養および含まれる成分がもたらす味覚構成の複雑さにおいて、人界で作られたものに匹ひつ敵てきすると、ロアロは分ぶん析せきしました」

　ジェーナとロアロも、それぞれの言葉で感想を述べながら、夢中になって食べ続ける。

「ふふふふ。そうだろう。この俺の腕うでにかかれば、魔大陸の食材であっても恐おそれるものではない！」

　シェバードが高笑いする。

　実はこちらに上陸してからも、野営の料理はずっとシェバードが手がけていたのだが、どういう訳か似たような材料を同じ手順で調理しても、味わいが一段か二段落ちるものしか出来なかった。

『我が主の腕が素晴らしいのは事実ですが、魔大陸と人界では生き物の味そのものが異なっていたのですね。調理の見事さのせいで、今までそれに気づきませんでした』とジェーナが指摘したくらいだ。

「でも、工く夫ふうするとここまで美味しくなるんだね。ひょっとして、今まで食べた中でも一等賞かも」

　頬ほお張ばった蒸し焼きを飲み込んだ後、スープを口にする。こちらは淡たん泊ぱくだがダシが利いていて、メインの蒸し焼きの濃のう厚こうさとほどよく調和している。

「ここ数日、いろいろ試ためしてわかったのは、魔大陸では植物も鳥も魚も獣も、人界のものよりも味が単純で、風味が乏とぼしい。だから味を濃のう縮しゆくして閉じ込めるために、層を重ねた上で蒸し焼きにした訳だ」

　自じ慢まんげに、シェバードは解説した。

「ある学者の説によると、果実は獣に食べられるよう甘くなっているのだという。種をより遠くに運んでもらえるようにな」

　そこからさらに関係なさそうな話に飛ぶ。

　人界の生物は全て〈生命の精髄エツセンス〉が時の流れの中で環かん境きように応じ、変化していってかたちづくられた。その「環境」には、己以外の生き物も当然含まれる。競争相手に負けぬよう、食べ尽くされぬよう、あるいは他の生き物を利用し、協調し合うように変わってきたからこそある植物は毒を持ち、別の植物は美味になっているのではないかという説だ。もちろん食べる側にしても、より栄養がある物を美味しく感じるようになっていくだろう。

　現在人間が行う家か畜ちくや農作物の品種改良は、人じん為い的てきに集約する事で変化の方向性を定め、速度を高めているだけに過ぎないとも説かれている。

「つまり、太古に神に作られたまま封ふうじられ、変化を遂とげていない魔大陸の生物は、美味になる成分が乏しいという事ですか、我が主？」

「あくまでひとつの推測だがな。そうでもなければ、これほど風味に欠ける食材ばかりのはずがない。この俺を、ここまで手こずらせるほどの味わいの乏しさだとはな。だが、攻こう略りやくの糸口はつかんだ。既に恐れるものではない。ふふふ……」

　自ら手がけた鍋のスープを見つめて、シェバードは含み笑わらいを浮うかべる。

「その態度、ちょっと怖いよ。ごちそうさま」

　それこそ強敵をようやくねじ伏せたような態度に、アリンの方が笑ってしまった。ほとんど同時に、他の仲間も食事を終える。

「次はこっちの攻略だ。ロアロ、地図を頼む」

「命令受じゆ諾だく。ロアロは、魔大陸の地形図を提示します」

　いつもの通り流体が変形し、魔大陸の模型となる。ただし以前と異なるのは、シェバードたちが上陸してから移動してきたルートや、攻撃したポイントが記してある。

「ジェーナ。魔皇帝の本ほん拠きよ――〈帝てい都と〉の場所は、わかるか？」

「二年前と変わっていなければ、ここです。ほぼ支配が確立してから建築に着手し、この丘おか全体が壁かべで囲まれて城じよう塞さい都市になっているという話ですが、わたしが直に見た訳ではありません」

　シェバードに問われてジェーナが指さしたのは魔大陸の中央からやや南寄り、峻しゆん険けんな山々の間に広がる盆ぼん地ちの中で、一段盛り上がった丘きゆう陵りようだった。

「一応、外敵から攻撃を受ける危険性を考こう慮りよした立地だな。魔族と人間の社会の違いもあるから一いち概がいには言えないが、統治のための都ならこちらに置くだろう」

　シェバードが指さしたのは、山中から離はなれた西側の広い平野部、大河のほとりだった。

　現在の〈帝都〉の位置では周囲の険しい山は大軍が乗のり越こえるには厳しく、城塞自体は周囲より小高いので攻めるにも守るにも有利。しかし、当然こういう街は水利や交通、流通の面では不便だ。魔皇帝が己おのれの支配を確信せず、敵を恐れるが故ゆえに政治よりも軍事を優先した都市作りをしたのだろうと、シェバードは説明を加える。

「ここからだと七日か八日ほどかかります。わたしが単独で偵てい察さつするだけなら四日もあれば往復できますが」

「いや。四人でまとまって行動する。ジェーナ不在時に、こっちが奇襲を受けても危険だしな。〈帝都〉を目指しつつ、今まで通り適てき宜ぎ近くの街や敵基地を攻撃する。いくぞ」

「うん」

　シェバードに続いて、アリンも勢いよく立ち上がった。

　目指すは〈帝都〉。

　目的地がはっきりして、気持ちがますます高揚していくのが抑おさえられなかった。
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〈帝都〉に移送されたハーゲンメッツらが語った話は、さほど役には立たなかった。

「人魔大戦」の裏事情が知しれ渡わたり、王国連合は統治機構としての力を失った。人類解放軍を名乗る反乱勢力が優勢で、既に魔大陸側に進行する準備を進めている。その中心にいるのは、魔族の姫ひめ三人を率いるランデルワース王家の遺児・シェバード。

　全ては、既にグリギラや後発の偵察部隊からもたらされた情報の確認でしかない。

　彼かれらの身み柄がらは魔皇帝の命令によって城の奥おく深ふかくに保護――あるいは軟なん禁きんされ、極めて厳重に管理されている。各種族の長でさえ、面会は適かなわない。

　もっとも、逃げ落ちてきた人間などに関心を払う者はさほど多くはない。

　当のシェバードたちが魔大陸に乗り込み、暴れ回っているのだから。

「敵は徐じよ々じよに〈帝都〉に接近しているようだ」

「哨しよう戒かい部隊や連れん絡らく隊などは何をしているのだ？」

　謁えつ見けんの間に集まった族長たちは、口々に不安や不満を述べる。

　特に討とう伐ばつ隊の中心となっている戦揮族や獰牙族、偵察や伝令を担になう隼しゆん睨げい族ぞくなどへの風当たりが強い。

　魔族の大半は、大規模な戦争には慣れていない。

　魔大陸統一戦争の際もまず像ぞう塊かい族ぞくが魔皇帝に従い、最強の灼しやく竜りゆう族ぞくがそれとつぶし合う形で真っ先に滅ほろぼされたのを契けい機きに、有力な種族の大半が実戦を経へずして膝を屈くつした。最後まで抵てい抗こうした威狼族などの討伐に参加した者の数は、さほど多くないのだ。

　まして、少数だが強力な敵が積極的に攻撃を仕し掛かけ、すぐに移動を繰くり返かえすような戦い方は誰も経験していないから、対処に手間取るのも当然なのだ。

「父上、自分にお任せください。兄であるザルザスの失態、私に償つぐなわせてください！」

　横に並んだ皇子のひとりが、高らかに声を上げる。幻哭族の血を引くザルザスとは全く風ふう貌ぼうが異なる。どこか魚に似た顔を持つ男だ。

「いや。その役目は最年長の俺こそが相応ふさわしい！」

「何を言う！　父上、自分に命じてください。人界よりの者たちを討うてと」

　角を生やした者、肌はだが極ごく彩さい色しきの模様で覆おおわれている者――さまざまな姿の「皇子」たちが先を争あらそって名乗りを上げる。

　人間の血を引く子たちは、母方の種族に帰属意識は持たない。種族から離れて魔皇帝のみに属する特別な存在だ――そう自覚するように育てられてきた。

　しかし同時に、兄弟で助け合うようにも教わっていない。絶対の支配者の座を競きそうライバル。母の種族によって能力の違ちがい、得手不得手の差はあるにせよ、より的確に状じよう況きように適応して実績を上げた者のみが至尊の座を継けい承しようできる。

　唯ゆい一いつの女――皇女であり、同時にただひとり飛行能力を持つ者として重用されていたグリギラは任を解かれ、種族固有の能力故に威狼族討伐で活かつ躍やくしたザルザスは死んだ。ここで成果を挙げた者こそが、勝利に大きく近づく。

　ひとりグリギラだけが、野心をむき出しにする兄たちを冷ややかな目で眺ながめていた。

「ふわぁ……」

　欠伸あくびを隠そうともせず、大きく口を開ける。

　この中でシェバード一味の戦いを直接目にし、言葉まで交わしたのは彼かの女じよひとりだ。

　間違いなく連中は、強い――グリギラはそう確信している。

　圧倒的に数で勝まさるバルフォアの軍を一方的に蹴け散ちらし、狼精を無効化する能力を持つザルザスが仕掛けた巧こう緻ちな罠わなさえ打ち破った。「人間式」の競争主義で教育され、それなりの訓練は積んでいるとはいえ、ほとんど実戦経験のない他の兄たちで果たして太た刀ち打うち出来るのか。

　もっとも、だからと言って自分なら何とかなると自うぬ惚ぼれるつもりもない。グリギラの専門はあくまで偵察や伝令であって、軍略については見よう見まねのレベルでしかないのだから。

「私に！」

「いや。是ぜ非ひとも自分を！」

　兄たちの先陣争いは、それぞれと血けつ縁えんのある種族や支持する種族の長たちまで加わり、収しゆう拾しゆうがつかなくなっていた。

「静まれ」

　御み簾すの向こう、玉座から重々しい声が響ひびく。

「余が、自ら出陣する」

　ざわっ！

　一瞬、場を満たしたどよめきの潮はすぐに退いて、静せい寂じやくが戻る。

　魔皇帝の宣言に対して、反論も助言もあり得ない。各種族の代表はもちろん、血を分けた息子むすこであってもだ。

「地図を持て」

　命令を受け、従じゆう僕ぼくが数人がかりで巨大な地図を正面に運ぶ。紙などではない。鉄板に線刻したもの。製紙技術も、魔大陸では未発達の分野だ。巻物ではなく何枚もの紙を綴とじた「書物」という品を、グリギラは人界で初めて目にした。

「順を追って襲撃地点を並べれば、連中は着実に〈帝都〉に近づいている。行ゆきつ戻りつしているように見えるのは、我わが軍を混乱させるための欺ぎ瞞まんであろう。考えるまでもなく目的は余を誘さそい出す事。ならば、その思おも惑わくに乗ってやろう。次回の攻撃は見過ごし、その次――恐らくは七日後か八日後、〈四の街〉で迎むかえ撃うつ！」

　町や村に固有の名はなく、全て番号で呼ばれる。統一に際し、魔皇帝がそう定めた。

〈四の街〉は〈帝都〉の北方二日ほどの距離で、中央山さん塊かいを抜けた谷間に存在する、魔大陸の中では比ひ較かく的てき大きな街だ。

　統一以前から従働族が多く住まい、衣類や武器、防具の生産拠きよ点てんとなっているので、威狼族の生き残りが存在を知っている可能性は大きい。

「実際に戦う兵はもちろん、後方支援要員も含ふくめ部隊は全て余が編制し、指揮を執とる」

　再度の宣言に、皇子たちの間に漂ただよう空気が変質する。

　機会を与あたえられなかった失望ではなく、危険を逃れた安あん堵ど――それをグリギラは見み逃のがさなかった。
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　多様な魔族の中には、専もつぱら夜に行動する者も珍めずらしくはない。だが、そういう種族のほとんどは森林などで生活し、街には定住しない。だから、夜には街並みが静まるのは人界でも魔ま界かいでも同じだ。

　歩き回っているのは、武装した警備兵たち。

　獰牙族など夜目の利きく種族が当たっており、それ以外にも敵てき襲しゆうに備えて多くの魔族が仮設の宿舎に待機している。

　その宿舎の屋根に、いきなり燃える流星が落ちた。

　火矢だ。

　数本が立て続けに板屋根に突き刺さり、燃え広がる。

「な、何だ！」

「敵襲！　敵襲だぞ！」

「見張りは何をやっている？」

　数多くの魔族が混乱しながら、それでも武装を整えて飛び出してくる。

「よし。行くぞ」

　弓を手にしたままシェバードが号令する。

　アリン、ジェーナ、ロアロが一斉に走り出す。

　昨日のうちにジェーナの偵察で敵の布ふ陣じんや街の様子は確認済みだ。夜の見張りを担当する獰牙族は夜目も利くが、闇やみの中では嗅きゆう覚かくに頼りがちな傾けい向こうがある。だから射程ぎりぎりの風下から、火矢で宿舎を狙ねらう。

　ごく単純な手段だが、相手の住すみ処かを損そこなうのを嫌きらう魔族の社会ではほとんど使われた事がない。ザルザスが威狼族討伐の際、森を焼いたのが異例になるくらいだ。街そのものにも壁などの構造的な防御などは施ほどこされておらず、獣を防ぐ柵さくだけ。

　わらわらと溢あふれ出して街の外周で陣じん形けいを整えようとする数百人の魔族に、四人は一気に肉にく薄はくする。

「ジェーナ、狼精は使えるか？」

「大だい丈じよう夫ぶです、我が主。幻哭族の臭においは感じません。一気に行けます！」

　シェバードの命令に答え、ジェーナが口笛を吹き鳴ならす。

　瞬しゆん時じに出現した狼精が増ぞう殖しよくして地を埋うめ尽つくし、青く輝かがやく波は濤とうとなって敵軍へと襲おそいかかる。

〈全族クラン・ス濤駆タンピード〉の発動だ。

「ぎぅっ！」

「ひぎゃぁっ！」

　光の牙きばに襲いかかられた敵兵たちが悲鳴を上げ、倒たおれる。

「数を減らし、陣形を崩くずすのが優先だ。無理にとどめを刺す必要はない」

「承しよう知ちしております、我が主！」

「その後は、あたしの役目ってね！」

　狼精が切り崩した戦線に〈流転パンタレイ〉を振ふりかざしたアリンが飛び込んだ。牙では倒しきれない大型の魔族や分厚い鎧を着込んだ者たちへと襲いかかる。

「てぇえいやぁぁっ！」

　渾身の力で横薙なぎにした〈竜角ホーン〉が、巨人の胴どう体たいを両断する。

　アリンの隙すきを突ついて近づこうとする者は、無数の狼精に阻はばまれ、倒される。

　上空から接近を試みる有翼の魔族にはロアロの触手が敵兵から奪うばった剣けんや槍を投げつけ、シェバードの弓が狙う。

「陸空の連れん携けいは悪くない。しかし、同じ戦法を小出しにしたのは拙せつ劣れつだったな。対処法は既すでに理解している。いきなりこれだけの大軍ならば、もうちょっとは手こずったかも知れんがな」

　呟きながら、シェバードは引き絞しぼった弦げんを解放した。

　真まっ直すぐに飛んだ矢が、蜻蛉かげろうに似た魔族の頭を射い貫ぬく。周囲の炎ほのおのおかげで、視界に不自由はない。

　敵が人間ではなく魔族。こちらが城じよう壁へきを守るのではなく敵地へと攻め寄せる側――二点の違いはあるが、四人で大軍を相手にするという意味ではゼルイカ攻こう防ぼう戦せんの再現だった。

「このまま押す！　非戦闘員を始末する必要はない。生かしたまま追おい払はらえ。ただし、鍛か冶じの仕事場などはきちんと破壊しろ。アリン、ロアロ、任せたぞ！」

　そのまま市内へ突入し、街そのものを打うち壊こわし、焼き払う。

　兵でない者を殺さないのは、単なる善意や優やさしさではない。避ひ難なん民みんを増やす事で敵社会に食料などの負担を強制し、不安や不満を蔓まん延えんさせる――バルフォアとの戦いで実行したのと基本は同じだ。

　守備隊を撃破した勢いのまま、激しく吠え立てる狼精が魔族の市民たちを追い立てる。

　無人になった家にアリンが触ふれると木造の壁が発火し、全体に燃え広がる。石造りの建物には銀の触手が巻き付き、締しめ上げて破は砕さいする。

　狼精から逃れて隠かくれていた住民も、街中に広がっていく火災に恐きよう怖ふし、我先にと飛び出して走り出す。

「この街……今は〈四の街〉と呼ばれているはずですが、魔皇帝軍にとっては武器や鎧の生産拠点です。ここを潰せば、敵の戦力は大きく削げるはず」

　逃げていく住民を見送りながら、ジェーナが言った。

　彼女自身鋼線と短たん剣けんを使うように、魔族も肉体に備わった能力だけで戦うわけではない。戦揮族だって鉞まさかりや大おお槌つち、鎧は使用するし、それを作るのは彼らではなく従働族やその他の冶や金きんなど加工技術に優れた種族なのだ。

「だからこそ突けば大きな反応があるかと思ったが……思ったより兵力も少なかったな」

　不満げな表情で、シェバードは燃える街並みと逃げていく魔族を見つめる。

　だが――。

「ひぃっ！」

　不意に、悲鳴が上がる。

　逃げた魔族たちが折り返してくる。

「な、何？　何が起きてんの？」

　アリンの疑問はすぐに氷解した。

　大軍勢が助けを求める避難民たちを無視し、蹂じゆう躙りんしながら前進してきたのだ。

「観測情報。前方に新たな敵性集団の接近を確認。種族別内訳、未み詳しよう。個体数三四一」

　建物を破壊していたロアロも流体を基本形に戻もどして胸に抱だき、臨戦態勢で告げる。

　体格も武装も様々な魔族の軍勢は〈四の街〉の外がい縁えんで進軍を止め、左右に展開して陣形を整える。地上だけではない。飛行型の種族も数体、翼を広げて空に輪を描えがいている。

「込み入った街の中に突とつ入にゆうすれば、数の優位が活いかせない――敵の指揮官は、基本は理解しているようだな」

「でもさ。逃げてた連中は魔皇帝に従ってる住民なんでしょ？　それを助けないってのは腹立つよね」

　自分たちとすれ違い、逆方向へと逃げていく生き残りを横目で見ながら、アリンは長ちよう剣けん型の〈流転パンタレイ〉を両手で握にぎりしめる。

「我が主。わたしが攻こう撃げきを仕掛けます。相手に動きがあれば、意図や編制の内訳も明らかになります！」

「よし！」

　シェバードが頷うなずくと、ジェーナは即座に狼精の群れを放った。

　青白い光が地を埋め尽くす波濤となって突き進すすむ。

　だが、不意に視界が白く濁にごった。周囲の火事から漂った煙けむりではない、それとは異なる何かが敵軍の中央から一気に溢れ出でたのだ。

　それに触れた瞬しゆん間かん、狼精たちが弾はじけるように消しよう滅めつする。

「も、戻れ！　戻って！」

　ジェーナが大きく右みぎ腕うでを振る。

　狼精たちが立ち止まり、反転し、自ら実体化を解除して白い靄もやを避さける。だが、完全に逃げきるのは無理だ。数が多すぎる。間に合わず数十の狼精が身もだえして破壊された。

「申し訳ない、皆みな……っ！」

　歯がみするジェーナの顔に、困こん惑わくの色が浮かんだ。

「あれって……幻哭族の靄だよね？」

「……そう。だけど、変よ。幻哭族の匂においも、気配も感じなかった。わたしが見落とすはずがないのに……」

　狼精の天敵とも言える幻哭族がいるのなら、ジェーナが迂う闊かつに狼精を放ったりはしない。鉱山町ガドンでの戦いではザルザスの罠に嵌はめられたが、あれはまだ不慣れな人間の街が現場で、しかも入念な偽ぎ装そう工作を施していたからだ。充じゆう分ぶんに警戒しているのに、火事の煙程度でジェーナが誤ご認にんするなどあり得ない事だった。

「用心しろ。どうやら、単純な増ぞう援えんという訳ではなさそうだ」

　シェバードもレイピアを抜ぬき放った。

　敵軍の陣形が左右に分かれ、奥おくから四人の巨きよ人じんに担かつがれた輿レクテイカが登場した。破幻の靄は輿の上、絹のカーテンの奥から流れ出ているのだ。

「魔皇帝陛下、御ご出しゆつ陣じん！」

　輿の左右に並ぶ、長なが槍やりを手にした衛兵が声を揃えて叫さけぶ。

　カーテンが――上げられた。

「あれが……魔皇帝っ！」

〈流転パンタレイ〉を握るアリンの手に力が籠こもる。

　初めて直に見まみえる、一族を滅ぼした仇きゆう敵てき。

「ジェーナ、逸はやるなよ。標的が現れた今が好機だ。俺の指示に従え。ロアロは、後方を確かめろ」

「理解してます、我が主。今度は、ザルザスの時のような過あやまちは犯おかしません」

　シェバードの言葉にジェーナは頷いたが、その脚あしは今にも駆かけ出しそうに震えている。

「命令受諾。ロアロは後方および左右に敵の伏ふく兵へい・別動隊が存在しないか、警戒を続けます」

　ロアロが抱きしめた銀の熊くまから触手が伸のびる。ただし攻撃や防御のためではなく、周囲を監かん視しするためだ。像塊族の肉体の一部である流体は感覚器としての機能も有している。

「……貴様が、シェバード・ロゥ・ブルーデンス・ランデルワースであるか？」

　輿の上から、重々しい声が訊たずねた。

　ほとんど黒に近い鈍にぶい銀色の全身鎧とねじくれた角を備えて顔面まで覆う兜、さらに破幻の靄が濃こく漂っているせいでまだ顔立ちなどはわからない。

「今さら、訊ねる意味があるのか？」

「ふ、ふはははは！　それもそうか。面おも白しろいぞ、若造」

「口調が様になっていないな、自じ称しよう・魔皇帝。大根役者が理解もしていない古典劇の王様役を演じてるのかと思ったぞ」

「ならば貴様は、王子でなくなったからそのような粗そ野やな口くち利ききをしているのか？」

　挑ちよう発はつするシェバードの言葉を笑いながら、魔皇帝は手で合図し、輿レクテイカを下ろさせた。豪ごう華かに飾かざられた椅い子すから立ち上がり、地上に一歩を踏ふみ出だす。

　立ち上がった姿は、威い容ようであり異様。

　シェバードに比べても頭ふたつ以上も長身、広い肩かた幅はば、分厚い胸むな板いた。さすがに巨人型に分類される魔族よりは小さいが、人間としては最大級だろう。奇き怪かいな鎧の意い匠しようのせいだろうか、どこか歪ゆがんだ印象を与えるシルエットだった。

「まずは貴様らの力、褒ほめてやろう。この〈四の街〉襲撃にしても、余の予想よりも半日早かった。見事な迅じん速そく、見事な武技である」

「そりゃどうも！」

　アリンは硬かたい言葉を叩たたきつける。

　シェバードの初対面も尊大だったが、これほど不ふ愉ゆ快かいには感じなかった。さっき彼が指し摘てきした通り、不自然な口調が耳みみ障ざわりだ。

「無能な部下どもに任せていては死体が増えるばかり。よって、貴様らの首は余が直々に切り落とす事となった。光栄に思うがよい」

　黒と赤のマントを翻ひるがえし、魔皇帝が前進する。

「アリン！」

「わかってる！　先手必勝っ！」

　シェバードの合図に応じて、アリンは〈流転パンタレイ〉を振りかぶり、振り下ろす。剣が無数の節に分かれ、一直線に伸びる。二条の鞭むちとして絡からめ、打ち据すえる〈竜舌タング〉ではなく、一本を遠くまで伸ばして切っ先で貫く新たな技――〈竜尾テール〉だ。

　白熱する刃はが魔皇帝の眉み間けんに命中する。

「やった……えっ！」

　歓かん喜きに輝いたアリンの顔が、一瞬で曇くもる。

〈竜尾テール〉は確かに魔皇帝の眉間に命中した。

　だが、兜を割っただけだ。

　顕あらわになった魔皇帝の顔からは血のひと筋も流れていない。

　その結果以上に、魔皇帝の風貌そのものがアリンたちを驚きよう愕がくさせた。

　白、青、赤、緑、黒――何色もの皮ひ膚ふが奇き妙みような模様を描いている。化け粧しようにも見えるがそうではない。額や頬ほおには岩にも似た硬こう質しつ化かした部分もある。

　割れて落ちた兜には、角飾りはなかった。

　防具の装そう飾しよくだと思っていたものは、魔皇帝自身のこめかみから伸びていたのだ。

　年ねん齢れいも判別不能。十代で魔大陸に渡ったとして、最低でも四〇前後にはなっているはずなのだが、それよりは若く見える――というより、皺しわなど老化に伴ともなう特とく徴ちようが見えない。

「く……っ！」

　伸びた〈流転パンタレイ〉を引ひき戻そうとするが、刃は魔ま皇こう帝ていが握りしめている。鉄をも溶かす温度なのに、指先まで覆う籠こ手ては耐たえている。たとえ鎧よろい自体が高熱に強いとしても、伝わる熱に中の肉体が耐えられるはずはないのに。

　事実、他の魔族たちは〈流転パンタレイ〉から放射される熱から逃のがれ、魔皇帝の周囲から離れているのだ。

　破幻の靄は幻哭族だけが持つ能力だが、あの種族の腕わん力りよくや耐たい久きゆう力りよくは人間程度で、特に優すぐれてはいないはず。魔族の中では脆ぜい弱じやくな方だ。

「あれは……人間なのか？」

「観測情報。魔皇帝と自称する個体の種族不明。既き知ち情報に登録されているいかなる魔族とも合がつ致ちしません。当とう該がい個体の存在は、異常事態であると認にん識しきされます」

　ジェーナのこめかみに汗あせが伝い、ロアロの声にさえ戸と惑まどいが表れている。

「……」

　シェバードは、沈ちん黙もくしたまま敵を凝ぎよう視しする。

　魔皇帝は人間――種の異なる複数の魔族との間に子を儲けた事実からシェバードはそう推測し、娘むすめであるグリギラ自身が肯こう定ていした。

　だが、目の前に立つ敵自身がそれを否定する。

「……このぉっ！」

　アリンは両りよう腕うでに力を込め、思い切り〈流転パンタレイ〉を引き戻そうとするが、魔皇帝の握あく力りよくがそれを阻む。

　奇怪な顔に笑えみを浮かべると、魔皇帝は手を離した。

「おわっ！」

「大丈夫か？」

　力の均きん衡こうが失われ、バランスを崩したアリンは数歩後方へとよろける。シェバードが背中を支えてくれなかったら、転んでいたところだ。

「灼竜族の娘――完全に滅ぼしたつもりだったが、生き残りがいたとはな」

　異貌を笑みで歪めながら、魔皇帝が一歩ずつ近づいてくる。輿の横に控ひかえていた魔族が、ふたりがかりで巨きよ大だいな武器を差し出す。魔皇帝自身の身長よりもさらに長い柄えの先に打突部分を備えた戦せん棍こんだ。ただし普ふ通つうの戦棍のように棘とげを並べたり、ごつごつした塊ではない。

　苦く悶もんに身をよじる女性の上半身を象かたどった実物大の裸ら像ぞうだった。材質は、鎧と同様の黒ずんだ銀の金属。
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　それを、魔皇帝は片手で易やす々やすと振り上げる。

　悪あく趣しゆ味みさに、アリンの眉間に皺が寄った。

「灼竜族の娘よ。貴様が余との決けつ闘とうに応じるというのであれば、他の者には手出しをさせぬが、どうだ？」

　問われて、アリンはシェバードを振り返る。

　彼は、動かない。眼まな差ざしから迷いが伝わってくる。

　危険な賭かけだ。魔皇帝の正体や実力など、わからない事が多すぎる。しかもアリンの熱に耐え、互ご角かく以上の力を持っているのは確かなのだから。

「お願い、シェバード。やらせて。ううん、やる！」

　しかし、この状態で四人だけで全軍と戦うのもリスクが大きい。

　単純に数だけなら、これ以上の大軍を打ち破った事はある。だが、今回は敵地であり、状況そのものも敵が用意したものだ。シェバードが得意にしている「事前の仕込みによって戦う前に優位を構築する」という手が使えない。魔皇帝の身体からは破幻の靄が漂い続けているから、ジェーナの狼精は封じられている。

　自分が一いつ騎き打うちに応じれば、少なくともそれだけシェバードが観察し、考える時間を作れるはず。

　ジェーナも、ロアロも、不安と期待が入り混じった視線でアリンとシェバードを交こう互ごに見つめていた。

「わかった。頼たのんだぞ」

「任せて！」

　頷いたシェバードに笑え顔がおを返し〈竜角ホーン〉を構え、胸を張って前に進む。

　敵兵も陣形を維い持じしたままやや後方へ下がり、戦いのための空間を確保する。

　アリンと魔皇帝――ふたりが、燃え続ける街の揺ゆらめく炎に照らされて対たい峙じする。

「……来るがよい、灼竜族の娘よ。貴様がいかほどの技を繰り出そうと、余は受け止めてみせよう」

　仰ぎよう々ぎようしく、もったいぶった言い回しで両腕を広げる。

「そっちが迎える側ってのが前提な訳？　まあ、いいわ。あたしだって、待ってるよりガンガン攻せめてく方が性に合ってるからね！」

　挑発に応じ、〈竜角ホーン〉を振りかぶって一気に間合いを詰つめる。大上段から、思い切り振り下ろす。

　ガシッ！

　掲かかげた戦棍の枝が、渾こん身しんの一いち撃げきを受け止めた。

　鋼鉄をも両断する高熱の刃が、魔皇帝の装備には通じない。

　即そく座ざに後方へ飛とび退のき、距きよ離りを開く。

　そこへ、鈍銀の裸ら身しんが振り下ろされた。

「くっ！」

　武器の長さは向こうが上だ。

　躱かわしきれず、辛かろうじて〈流転パンタレイ〉で弾き、受け流す。逸それて足あし下もとに叩きつけられた戦棍が大地を揺るがす。

　引き上げられた跡あとには、大きな窪くぼみが生じていた。

　女性像は単なる装飾ではない。突き出した肘ひじや振り乱みだした髪かみの形は、鈍どん器きの威い力りよくを高める突とつ起き部ぶなのだ。

「こンのぉぉぉっ！」

　雄お叫たけびを上げながら今度は横薙ぎに剣を振るう。しかし、巨大な戦棍が軽々と動いて斬撃を受け止める。左に回り込んで突き、距離を開いての〈竜舌タング〉や〈竜尾テール〉での攻撃、肉薄して〈竜顎ジヨーズ〉で挟はさみ込もうともした。

　しかし、どれも容易たやすく捌さばかれてしまう。

　もちろん〈流転パンタレイ〉には可能な限りの熱を伝えているのに。

　ぶんっ！

　攻略の糸口が掴つかめないアリンの脳天目がけ、裸ら体たい像ぞうが振り下ろされた。

「くっ！」

　武器で受けるのは間に合わない。咄とつ嗟さに、左ひだり腕うでで頭を庇かばう。

　重い衝しよう撃げきが防具越ごしに骨まで伝わる。激痛に、眉間が強こわ張ばる。

　これまでに感じた事のない強きよう烈れつな威力。しかも、腕うでから高熱を発したのに戦棍には何のダメージもない。鎧と同じ未知の金属だ。

　やばい。やっぱりこいつ、強い――歯がみしながら、距離を取る。

　振り返ってシェバードの指示を求めようとする首の筋肉を、意思の力で押おさえ込む。

　魔皇帝はこれまで相対した事のないほどの強敵だ。一いつ瞬しゆんでも目を逸らせば命取りになりかねない。それに何か対たい抗こう手段を見いだしたのなら、シェバードは確実かつ最も有効な方法で自分に伝えてくれるはず。

「くく……。灼竜族、それが全力か？」

　そんなアリンの苦く悩のうを、魔皇帝は嘲あざわらう。

「ならば、今度はこちらから行くぞ」

　くわっ！

　魔皇帝の口が開いた。

　喉のどの奥から何かが飛び出す。

　予期せぬ奇き襲しゆうに、アリンの対応が遅おくれた。

　はき出されたのは、痰たんにも似た青黒いどろりとした塊。

　直ちよく撃げきだけは避けて咄嗟に〈竜角ホーン〉で受けたものの、粘ねん液えきの塊はきれいに跳はね返ってはくれない。飛び散った飛沫しぶきが、アリンの肌に触れる。

「……くっ！」

　上じよう腕わんの皮膚を焼く痛みに、顔を歪める。熱ではない。恐おそらくは、酸。白い肌がじわじわとただれ続け、饐すえた悪あく臭しゆうが鼻び孔こうに押し入いってくる。

　あり得ない。

　奇怪な外観、破幻の靄、口からは酸を吐はき、高熱に耐え、灼竜族に匹ひつ敵てきする腕力まで有している。

　こんな「人間」があり得るはずはない。

　こんな化物と、どう戦ったらいい？

「どうした、灼竜族？　それが全力か？　余を討ちたいのならば、もっと積極的に攻めてこい。だらだらと時間を浪ろう費ひして何になる？」

　思考し、機を窺うかがうアリンを挑ちよう発はつして、魔皇帝は大きく両腕を広げた。

　頭の底が、じりじりと焦こげ付つく。

　正体がわからない。勝ち目も見いだせない。だけど自ら望んで戦った以上、こうしていても埒らちが明かないのも事実だ。

「いいよ。そっちがそう言うなら、本当の本気――お見み舞まいしてあげる！」

　脇わきを絞り、〈竜角ホーン〉を突きの形に構える。

　体内の活力を、武具の切っ先に集中する。

「はぁあああっ！」

　雄叫びを上げて突とつ撃げきする。〈竜角ホーン〉が高速で回転する。轟ごう音おんと超ちよう高こう温おんの渦うずが巻き起こる。

　従来の〈竜息ブレス〉は〈流転パンタレイ〉を広げ、巨大な熱風の竜たつ巻まきを起こす技だ。巨大な敵や大軍相手には最強の威力を発揮するが、言いい換かえれば有り余る力を広こう範はん囲いにばら撒まく攻撃。

　これは違う。

　大剣の切っ先に全すべての力を集中して一点で突き破やぶる〈螺旋竜息スパイラル・ブレス〉！

「喰くらえぇ――――っ！」

　ガギッ！

　直撃の手て応ごたえが、掌てのひらに伝わった。

　ガガガガガガガガガっ！

　硬かたい物を強ごう引いんに擦すり合あわせる不快な音。

　渾身の一撃は魔皇帝の胸板を貫いた――のではなかった。

　左胸に命中はしたが、刃の回転は魔皇帝の両手に押さえられて減速し、鎧の表面を鳴らしているだけだ。

　削けずるにすら至っていない。

「なるほど、全力か。多少は、手応えがある」

「……くっ！」

　強引に〈流転パンタレイ〉を敵の手から引きはがし、後方に跳とんで再び間合いを開く。

　アリンの肩かたが、ゆっくりと上下する。

　息が、荒あらい。

　技や策でなく、単純に力と力のぶつかり合いで止められた。最強の攻撃である〈螺旋竜息スパイラル・ブレス〉さえ通じないなら、正面からの正せい攻こう法ほうではもう打つ手がない。

　魔皇帝が左手を軽く挙げると巨人の従僕が駆け寄よって跪ひざまずき、防ぼう御ぎよのために咄嗟に投げ捨てた戦棍を拾って捧ささげ上げる。

〈螺旋竜息スパイラル・ブレス〉を押さえた手を何度か揉もみほぐしてから、魔皇帝は長い柄を握る。自分の武器を拾うためであっても、彼は膝ひざを曲げないのだ。

　こちらは全力の攻撃を防がれ、次に打つ手はない。敵に与えた損害は、ほんの少し指先を痺しびれさせた程度。再び武器を手に構えている。

　どうする？　どうすればいい？　どう戦う？

　せめてシェバードが何かの示唆ヒントを授さずけてくれたら――。

「アリンっ！」

　背後から、シェバードの声が飛んだ。

　だが、それは彼女が望んでいたものではなかった。

「ここは退く。全力で――逃にげるぞ！」

　飾らぬ、屈くつ辱じよく的てきとさえ思える言葉で宣言する。

「うんっ！　わかった」

　武器を構え、魔皇帝を見み据すえたままじりじりと後ずさる。

　彼が逃げると決めたのなら、きっと今はそれが最善の策なのだろう。最後の勝利を確実に掴むための。

「くくっ！　一対一の決闘という約定を違えるか、ランデルワースの王子。ならば既に貴様は敗北を認めたという事だな」

「お前の認識や評価を受け入れる義務などないな。そちらだって手下に武器を拾わせただろうが」

　魔皇帝の嘲ちよう弄ろうに、シェバードは言葉の刃で応じる。不可視の、観念の火花が散る。

「何とでもほざくがいい。既に貴様が敗残者であるのは揺るがぬ事実。往おう生じよう際ぎわの悪さをさらけ出して恥はじぬのならば、余の側でも貴様らを価値ある敵手として遇ぐうする必要はないという事だ」

　魔皇帝が戦棍を掲げる。

　武器ではなく王おう笏しやくとして、あるいは指し揮き杖じようとして。

　それまでおとなしく控えていた魔族の混成部隊が、秩ちつ序じよ正しく包ほう囲い網もうを狭せばめてくる。決闘の間に、後方まで分厚い陣じんが敷しかれていた。空中の部隊は積極的に攻めるというより、こちらを監視するのが主目的のようで、かえって高度を上げた。

「どうすんの、シェバード？」

　仲間たちと同じ位置まで下がったアリンは、やはり振り向むかずに小声だけで訊ねる。

　多数の敵に追い込まれた状況から逃とう走そうするというだけならガドンと同じだが、敵の数が数十倍だ。しかもあの時はこちらに土と地ち勘かんがあったが、今度は敵地で周囲の地図さえ完全には把は握あくしていない。

「はぐれてしまったら合流するのは難しい。……どうにかして、まとまったまま突とつ破ぱする」

　シェバードの口から具体的な策が出てこない。それだけの、危機的な状じよう況きようなのだ。

「我が主。敵軍は敏びん捷しような種族と攻こう撃げき力りよくの高い種族を、巧たくみに織り交ぜて配置しています。陣形の急所と呼べそうなところは、残念ながら見いだせません」

「観測情報。敵軍包囲網は〈四の街〉全街路を封ふう鎖さ。同時に〈四の街〉外周も取り囲んでいる模様」

　ジェーナとロアロからも、絶望的な現実が告げられる。

「右側。燃えている建物に突っ込む」

「え？」

　シェバードが提示した脱だつ出しゆつ路ろは、アリンの想像を超こえたものだった。

「普通の火ならアリンは平気だし、ロアロの流体で保護すれば俺おれやジェーナもしばらくは耐えられる。火事から火事へと渡わたり歩あるけば、追ってこられる敵は少ない。息が続くかどうかの方が問題だがな」

　火ひ攻ぜめにした理由はひとつではない。夜中の炎で敵を混乱させる。騒さわぎを大きくして住民の避ひ難なんを促うながす。照明として利用する。そして最悪の場合の退路確保も兼かねていたのだ。

「確かに炎に耐えられる魔族はさほど多くありません。しかし、この包囲網を突破出来るかどうかは……」

　周囲に目を配るジェーナの声に、不安がにじむ。

「策で足りない時は、力押しも使って突き破るまでだ。無理をしなければならないのなら、無理をするだけ――そうだろう？　みんな、準備は出来ているか？」

　それでもシェバードは「覚かく悟ご」とは口にせず、不敵に笑う。

　その時――。

　パンッ！　パチンッ！　パパババババババッ！

　何かが爆はぜる音が、街の各所で鳴り響ひびいた。

　更さらに、燃え続けている家屋から色とりどりの煙が立ち上り、一帯に広がっていく。普通の煙ではない。独特の異い臭しゆうがあり、目を刺し激げきする。

「け、けほっ！　何、これ？」

　涙なみだが溢れ出てくるけれど、アリンは懸けん命めいに片目だけは開け続けた。

「ロアロ、流体で四人をつなげ。この状況では難しいだろうが、ジェーナは新しく現れた匂いか気配を探さぐれ！」

　マントの裾すそで口元を押おさえながら、シェバードが叫ぶ。

「あちらに何者かが。威狼族には聞こえる笛で合図を鳴らしています」

　ジェーナがそちらの方向に向かう。視界はほとんど通らないが、触しよく手しゆに引っ張られてロアロ自身、アリン、そしてシェバードが後に続く。

「で、でもいいの？　罠わなじゃないの？」

　ここは魔大陸だ。味方がいるはずがない。

「魔ま皇こう帝てい側に、こういう事をする意味がない。どのみち現状以上の危機ではない」

　アリンの疑問に、シェバードは即そく答とうする。

　煙えん幕まくと轟音、再び勢いを増した火災に戸惑っているのは魔族軍も同じだ。むしろ数が多い分だけ混乱の度合いは大きい。

　ある者は哮たけり、別の者は顔を押さえてうずくまり、部隊としての統とう率そつはほとんど失われている。魔皇帝本人がどこへ行ったのかは、煙に阻まれて見えない。

　確かに脱出するなら、今が唯ゆい一いつの好機だ。

　ほとんど視界が通らない煙幕の中、ジェーナの先導でアリンたちは進んでいく。

「緊きん急きゆう情報！　敵個体接近。右後方至近！」

「よっしゃあっ！」

　短く刺さすようなロアロの声に反応し、アリンは一瞬だけ振り返かえる。

　恐らくは、混乱の中でも見つけたシェバードたちを倒す使命を果たそうと考えたのか。全身が剛ごう毛もうで覆おおわれた大おお柄がらな人型魔族が斧おのを振り回まわしていた。

　それを〈竜顎ジヨーズ〉で受け止め、拳こぶしで殴なぐり倒す。

　音の方へ誘ゆう導どうするのがジェーナの役目で、皆がはぐれないようつなぎ止めるのがロアロの役目なら、敵からの無む駄だな被ひ害がいを食い止めるのはアリンの担当だ。魔皇帝相手に苦戦し、消しよう耗もうしたが、普通の魔族相手ならまだまだ戦える。

　ほとんど同時に、シェバードの弓も煙の隙すき間まから空の魔族を一体射落としていた。

「シェバードさんたちですね？　こっちです」

　既に焼け落ちた一軒の残ざん骸がいの陰かげから、知らない少女の声が呼んだ。

「えっと？　あ、あなた、誰だれ？」

「説明は後でいい！　まず安あん全ぜん圏けんまでの移動を優先。ロアロ、その娘を見失わないようにつなげろ。ちょっとつるっとしたものが接せつ触しよくするが気にするなよ、いいな！」

　アリンの疑問に、少女よりも先にシェバードが応じた。最後の言葉は仲間ではなく謎なぞの少女に向けたものだった。

「こっちです！　ここから降りるので、ついてきてください」

「え？　下？」

　驚おどろいた事に少女がアリンたちを導いた先にあったのは、町外れの古ふる井い戸どだった。釣つる瓶べは壊れたまま放置されていて、ずっと枯かれたまま放置されているのがひと目でわかる。

「待て」

　垂らされた縄なわに少女が取り付こうとするのを、シェバードが制止する。

「安全に素す早ばやく降りるならこちらの方が簡単だ。ロアロ、頼む」

「命令受じゆ諾だく。ロアロは、同行者全員を安全に井い戸どの底まで移送します」

　ロアロが真っ先に井戸に飛び込んだ。続いて他の四人の身体に結びついていた触手がそれぞれを持ち上げ、井戸の中へと引っ張り込む。

「おわっ？」

「きゃあっ！」

　驚いて声を上げたのはアリンと少女だけ。シェバードとジェーナは無言で落おち着つき払ったままだ。

　真っ逆さまに落ちていくかと思ったが、そんな事は起こらない。

　銀の流体が広がって井戸の内側に張り付いていたのだ。ロアロの手元には熊の頭部分が原型を留とどめていて、目から放たれた光が暗い円えん筒とうの内側を照らしている。

「降下開始」

　するするする――一定の速度を保った滑なめらかな動きで、ロアロはあっという間に全員を底まで運んだ。

「ほわぁ……」

　アリンは思わず周囲を見回す。

　そこは、ただの井戸の中ではなかった。土の色が瑞みず々みずしく、明らかに最近になって掘ほり広げられた横穴が続いていたのだ。やや天てん井じようが低くて窮きゆう屈くつだが、這はわずに歩ける程度の大きさはある。

「ここまで来ればひと安心とは思いますが、あたしについてきてください」

　先頭に立った少女が振ふり返る。

　ようやくアリンも、落ち着いて彼かの女じよを観察する余よ裕ゆうが出てきた。

　ふわりとした感じの茶色の髪、顔にはそばかすが残る小こ柄がらな娘。年齢はアリンよりひとつかふたつ下というところだろうか。身に着けた衣服は一見メイド風で動きやすそうだが、人界では見ない独特の構造になっている。

　見た目には角やら奇妙な肌はだの色という特徴はなく、当たり前の人間のようだとアリンは思った。

「えっと……まず、お礼言わなくちゃ。助けてくれてありがとう。それで結局のところ、あなた何者なの？」

「ごめんなさい。自己紹しよう介かいがまだでしたね。あたし、フィリエナって言います。種族は従働族。回かい帰き党とう――魔皇帝に抵てい抗こうする秘密組織の一員です」

「えええっ！」

　抵抗、秘密組織。

　予期せぬ単語にアリンは思わず大声を上げてしまったが、シェバードは既すでに予測済みだったとでも言いたげに、微び笑しようのまま頷いただけだった。




「狼狽うろたえるな！　冷静になり、敵を追うよりも混乱の収しゆう拾しゆうを優先せよ！　何よりも避けるべきは同どう士し討うちだ！」

　鳥に似たもの。獣けものじみたもの。様々な種族の声が入り混じって、魔皇帝の怒ど号ごうさえかき消される。

　統一以前のように単一の種族だけがまとまって行動するのなら不測の事態への対処も速すみやかに行えるのだが、現状の混成部隊は本来の生態とは異なる「不自然」な集団だ。一度混乱が起きるとなかなか収まらない。

　やがて火が鎮しずまって煙も風に流されて薄うすれたが、魔皇帝の指示にも拘わらず同士討ちで少なくない被害が発生していた。負傷兵がそちらこちらに倒たおれ伏ふし、死者さえ出ている。

　もちろん標的であるシェバードたちの姿はとっくに消きえ失うせていた。

「……」

　戦棍の先せん端たんを地に付け、魔皇帝は仁に王おう立ちの姿勢でその状況を眺ながめていた。

　異貌に、不快の表情がはっきり浮うかんでいる。

「……ご無事ですか、陛下？」

　副官の地位にある獰牙族が訊ねてきた。彼かれも、肩かた口ぐちの浅い傷を押さえている。

「負傷兵を回収し、部隊の現状を掌しよう握あくの上で報告せよ」

「煙幕を起こしたのは何者なのでしょう？　まさか、あの四人以外にも人界から渡と来らいした別働隊が……」

「今はその事を考える必要はない。我わが命を粛しゆく々しゆくと実行せよ」

「は、はいっ。失礼いたしました」

　獰牙族の長は深々と頭を下げると、命令を実行すべく魔皇帝の傍かたわらを離はなれた。

　もちろん魔皇帝は理解していた。

　人界からの増援や別働隊など存在しない。シェバードたちが巧こう妙みように密航したハーゲンメッツの一件以来沿岸の監視は強化している。不ふ審しん船せんなどが見つかったという報告は一件もない。

　ならば、結論はひとつしかない。

　シェバードの危機を救った何者かは最初から魔大陸に存在していたのだ。

　煙幕もこちらの大陸の植物や鉱物などを配合したもの。色が多様だったのは、単に見た目を派手にするだけではない。目への刺激が強かったり、匂いが特別だったり、様々な種族に対して有効なものを混ぜたからの結果だろうと、魔皇帝は推測した。

　即すなわち、使用者は魔大陸の自然環かん境きように通じているだけでなく、軍の構成も知っているという事になる。

　だが、それをこの場で口にする訳にはいかない。

　ただでさえ混乱している最中に、自分に従わない魔族がいると告げるのは不安を煽あおる事になってしまうからだ。

「……まあ、よい。あの時に逃げてくれたのは、ある意味では余にとっても好都合」

　誰にも聞こえぬ小さな声で、魔皇帝は独りごちた。

　反逆者がいたとしても、それは少数。今までじっと身を潜ひそめていた連中がシェバードたちの来航に乗じて行動を開始したのだろうが、ならば全ての敵対者をまとめて粉ふん砕さいし、己おのれの支配を永遠盤ばん石じやくのものにする好機でもあるのだ。

　未いまだ事態の収拾が終わらない部下たちを眺める魔皇帝の顔に、歪んだ笑みが浮かんだ。




　細いトンネルを慎しん重ちように進みながら、フィリエナは説明を続けた。

「あたしたち回帰党は、魔皇帝の支配を快く思わず、昔ながらの本来の魔大陸を取とり戻もどしたいと考えている者の集まりなんです。征せい服ふく直後から活動を続けていて、大陸全土にそれなりの連れん絡らく網もうを持っています。こういうトンネル掘って、密ひそかに行き来したりして」

〈四の街〉で煙幕や爆ばく音おんを発生させたのは、もちろんフィリエナひとりではない。他にも何人もの同志が行動し、バラバラに逃走している。

　ただし、回帰党はこれまで今回のような直接行動は起こしていなかった。種族という単位で見れば、現在生きている全ての魔族が魔皇帝に臣従している。特に武勇に長たけた種族は忠誠心や結束が強い傾けい向こうがあるため、メンバーの多くは実戦向きでない一族の出身で、その中でもはぐれ者がほとんどだからである。

「……そうだろうな」

　話を聞いて、ジェーナが呟つぶやく。

　強い種族の多くが魔皇帝側に付いたから威狼族は劣れつ勢せいになり、滅ほろぼされたのだから。

「でも、非力だからこそ状況を変える機会をずっと窺い、さまざまな対抗手段も研究してきました。さっきの煙幕や破は裂れつ弾だんも、その成果です。あたしたち従働族はいろんな種族とつき合いがあって、性質や特徴については詳くわしいですから」

　フィリエナの家系は代々威狼族と取引をしていた。鍛か冶じを専門とし、短たん剣けんや鋼線など森での狩しゆ猟りよう生活では自弁困難な品物と、狩かりの獲え物ものを交こう換かんしてきたのだ。呼び子の笛を持っていたのもそのためだという。

「威狼族の滅めつ亡ぼうは威狼族だけの問題じゃありません。あたしたちみたいな者にとっても一大事だったんです。おじいちゃんは、いつも威狼族の人たちを懐なつかしんでいました。魔皇帝の治世になっても冶や金きんの仕事はずっと続けてましたけど、作り慣れた品をつき合いの長い相手に渡す方が気持ちがいいって。あ、もうすぐです」

　話を聞きながらトンネルを潜もぐったのは一時間ほどか。アリンたちがたどり着いたのは、広い洞どう窟くつだった。こちらは人工的に掘ったのではなく、天然のものに燭しよく台だいなど必要最低限のものを取り付けて利用しているようだ。

　ゼルイカの会議室ほどの広さがあり、地下だが圧あつ迫ぱく感はない。大小の木箱を椅子やテーブル代わりに、数人の魔族が待っていた。会食中だったのか、火にかけられた鍋なべの横には野菜や干し肉、卵など様々な食材が並んでいる。

「腹を割って話し合うには一いつ緒しよに食事というのは、魔族も人間も一緒か。こういう席でちゃんと実行するあたり、人類解放軍よりは気が利きいているな」

　シェバードは苦く笑しようし、周囲を見回した。

　ほとんどが従働族のように人間と区別出来ない外観だったが、鳥の翼つばさを持つ者や青白い肌と紺こんの髪を持つ壮そう年ねんの男性も交じっている。

　ジェーナの眉まゆが、一いつ瞬しゆん強こわばった。

「支部長、シェバード王子一行をお連れしました」

　フィリエナが呼びかけると、座の中から中年の女性が立ち上がった。黒くろ髪かみに白いものが交じった風ふう貌ぼうは似ていないが、衣服の意匠はフィリエナに近い。

「おお……。来てくださいましたか……。わたしは、従働族のカナンナ。回帰党の、この地域の支部長を務めております」

　そう言う女性が感かん極きわまった表情で手を取ったのは、シェバードではなくアリンだった。

「え？　えっと……こっちのリーダーはあたしじゃなくて、彼なんだけど……」

　戸惑うアリンだが、両手を握にぎられているのでシェバードを指差す事が出来ない。仕方なく視線だけでシェバードを指し示す。

「覚えていらっしゃらないでしょうが、わたしと姫ひめは初対面ではありません。我が家やは代々灼竜族にお仕えし、身の回りのお世話をしておりました。生まれて間もない姫ひめ様さまのお命をお守りするため、人界にお連れしたジョジフはわたしの従兄弟いとこです」

「と、父さんの……？」

　言われて見れば、多少面おも影かげが共通しているようにも見える。

「父さんとは、何ともったいないお言葉。ジョジフは息災でしょうか？」

「うん。元気だよ。今も、あたしを待ってるはず」

「それは重ちよう畳じよう。魔皇帝を打うち倒した暁あかつきには、彼も故郷への帰き還かんが叶かなうでしょう」

「そ、そうかな？」

　感激するカナンナに僅わずかな違い和わ感かんを覚えたまま、アリンは手を離した。

「確かに魔皇帝は大陸全土を支配しています。しかし、その過程での出来事を全て納なつ得とくし、受け入れている訳でもないのです」

　幻哭族の男が立ち上がり、ジェーナの前に歩み出た。

「我が種族の破幻の靄もやは己の身を守るために創造神より授けられた異能、本来は平和を愛する種族なのです。それを威狼族殲せん滅めつのため最前線に駆かり出だされ、結果少なくない死者も出ました。同族を悉ことごとく滅ぼされた威狼族にしてみれば幻哭族全体を恨うらみもするでしょうが、こちらにとってもあの戦は不本意で理り不ふ尽じんなものだったのです」

「そ、そう……ですか」

　曖あい昧まいに揺れる言こと葉ば遣づかいに、ジェーナの戸惑いが表れていた。

「私もあの時代は従軍し、貴方あなたの血族と戦いました。あれが幻哭族の利益や生存のためであれば……せめて族長自身が率いたのであればまだ納得も出来たでしょう。しかし実際には純血の同族ですらない、一族の掟おきても伝統も知らぬザルザスなどという者に駒こまのように扱われるなど……っ！」

　温おん厚こうそうな男の、握りしめた拳が小刻みに震ふるえている。

「握あく手しゆしてくれますか？」

　彼に向けて、ジェーナが右手を差し出す。

「正直なところ、浅せん慮りよな事にわたしもあなたの話を聞くまで、幻哭族全てが一族の仇かたきだと思っていました。しかし直接の仇ザルザスはわたしと我が主、そして仲間の力で討うち取り、今は張本人である魔皇帝に牙を届かせようとしています。共通の敵と戦うのであれば手を取り合う事も出来るでしょう」

「ええ」

　男の青い手が、ジェーナの右手を握り返す。

「貴方がシェバード殿でん下か……人界のランデルワース族の長の子ですね？　改めてご挨あい拶さついたします。わたしは、回帰党支部長のカナンナ」

　カナンナが微び妙みようにずれた言い方で、シェバードに挨拶をする。

「面めん倒どうな肩かた書がきや素す性じようはどうでもいい。ただシェバードと呼べばいい」

　答えるシェバードは、不ふ機き嫌げんな表情だった。

「もちろんお前たちの存在を知っていた訳ではない。だが、可能性としては魔ま皇こう帝ていに従わない魔族がいる事も考えていた。もう少し早く接触してくれたら、いろいろと取れる手もあったのだがな」

　口調は傲ごう慢まんで不満げだったが、それでも握手を差し出す。

〈帝てい都と〉攻こう撃げきに先さき駆がけてあちこちを派手に荒あらしていたのは、単に陽動や敵の戦力削り、あるいは自分たちが魔大陸の環境に慣れるためだけではない。どこかに隠かくれている回帰党のような者への、メッセージ発信でもあったのだ。

「今まで目立った動きを避さけてきたお前たちが敢あえて危険を冒おかして俺たちを助けたのは、こちらの戦力を頼たよりにしたいからだろう？　戦せん闘とう的てきな種族の者は少ないという話だしな。俺たちは俺たちで、魔大陸の現状についての知識は乏とぼしい。ならば、お互たがいに協力し合えるという訳だ」

「貴方たちの戦力というのも確かですが、わたしが最も期待したのは灼竜族の忘れ形見たるアリン様のご帰還です」

　人間のシェバードは本来は「部外者」だ。それが大きな態度を取るのが面おも白しろくないのか、カナンナはアリンに視線を向けた。

「あたし？　確かに、あたしは強いけど……魔皇帝と一騎打ちして勝てなかった。少なくともひとりだけの力じゃ勝てない。これまで戦ってこれたのだってジェーナやロアロ、それに指揮してくれるシェバードがいたからだよ」

　謙けん遜そんではなく、正直な気持ちだった。

　期待されるのは嬉うれしい。信しん頼らいされるのは誇ほこらしい。

　それでも自分ひとりが持ち上げられ、シェバードが軽かろんじられるのはアリンにとっても気持ちのよい事ではなかった。

　まあ彼の態度だって、初対面の相手に好かれるようなものでないのも確かだけど。

「単純な武力の事ではありません！」

　カナンナは再びアリンの手を取り、じっと目を見つめる。

「かつてこの魔大陸を封ふうじ、創造神が定めた秩序の完成を担になったのが灼竜族。貴方が結界を甦よみがえらせて人界との交流を絶てば、今は魔皇帝に従っている種族も過あやまちを悟さとり、かつての安定を取り戻すために力を合わせてくれるでしょう」

「ごめん……」

　縋すがるようなカナンナの眼まな差ざしに、アリンはそう返すしかない。

「え？」

「昔はあたしの一族が〈灼竜の結界〉ってのを維持してたのは聞いたよ。ひょっとしたらあたしにもその力はあるのかも知れない。だけど、どうやっていいのかは、全然わかんないんだ」

　成長につれて腕わん力りよくや強きよう靱じんな皮ひ膚ふ、高熱など、肉体そのものに備わっている能力は自然に発現した。〈武具〉の用法も自然に理解出来たし、練習によってより上う手まく使いこなせるようにもなった。

　しかし〈灼竜の結界〉については一いつ切さい不明なのだ。

　種族固有の能力なのでジェーナに訊たずねても心当たりがないのはもちろん、ロアロが生来備える魔族と魔大陸に関する基き礎そ知識の中にも有用な情報は含ふくまれていなかった。

「じょ、冗じよう談だんですよね？　灼竜族なのですから、我らの平へい穏おんを守る結界によって再び巡めぐらせてくれるのですよね？」

　縋るカナンナに、アリンは首を振る。

「推測ならいくらでも出来る」

　冷たい声で告げたのは、シェバードだ。

「能力そのものは潜せん在ざい的てきに有していても、使用法は学ぶ必要があるのかも知れない。複数の灼竜族が協力しなければならないのかも知れない。あるいは結界そのものは神自身が構築し、灼竜族は維い持じを担っていただけかも知れない」

「そんな……」

　カナンナの顔に、露ろ骨こつな落らく胆たんが浮かぶ。

「確かに俺たちとお前らは目的を共有している。だが、協力するためにはひとつ気に入らない点があってな。回帰党という組織の名前だ」

「何がいけないのですか？　かつての正しき魔大陸の秩序を取り戻すという崇すう高こうな理想に基もとづき……」

「フィリエナ」

「はい？」

　懸命に訴うつたえるカナンナを無視して、シェバードはフィリエナに向き直る。

「お前はいくつだ？」

「もうすぐ一四になりますけど、それが何か？」

「回帰党に、お前のような若い世代はどのくらいいる？」

「組織の全部を知ってる訳じゃありませんけど、各支部に三人や四人はいますよ。今日の事だって、実動部隊はみんな若いんですから。間もなくここに来るはずです」

　質問の意図が理解出来ないのか、フィリエナは首を傾かしげた。

「お前は、魔皇帝が支配する以前の魔大陸を知らない。なら、若い連中はみんな、上の世代から教えられた『素す晴ばらしかったかつての魔大陸』を懐かしがっているだけか？」

「違ちがいます！」

　おとなしく受け答えしていたフィリエナが、強い口調でシェバードへ向かって踏ふみ出す。

「確かにおじいちゃんたちから昔の話も聞きました。だけど、それだけじゃありません。いろんな種族の住むところや仕事を勝手に割わり振ったり、若い女性を徴発したり、人界からも女の人を連れてきたりとか、そういうのっておかしいと思ったから、あたしは回帰党に参加してるんです！」

　今日煙幕をばらまくために参加した中には、姉を魔皇帝の「お召めし」として連れ去られ、以後消息不明になった者もいるという。

「魔族も……なの？」

「そうです。数年前から急に」

　アリンが訊ねると、フィリエナは辛つらそうな表情で頷うなずいた。

　人間だけでなく魔族の女性も連れ去られているというのは、初めて知った。

「数年前だと？　王国連合に人身貢納をやらせたのが先で、直接支配している魔大陸の方が後という事か？」

　シェバードも顎あごに手を当て、考え込んだ。

「おじいちゃんや支部長の話を全部鵜う呑のみにしてる訳じゃありません。あたしたちはあたしたちなりに昔の事を調べたりもしました」

「よし。それならいい」

　頬ほおを緩ゆるめたシェバードの手が、フィリエナの肩を叩たたいた。

　そのまま、皆みなが囲んでいた鍋に近寄っていく。

「な、何を？」

　困こん惑わくする魔族たちには構わずに鍋の中身をひと匙さじすくって味見をし、ふんと鼻を鳴らす。

「例えば、この卵だ」

　積まれている食材の中から鳥の卵を一個手に取り、空いた器にそれを割り入れる。

「こうやって割ってしまったら、決して元通りにはならない。これを再び殻からの中に戻して温めれば雛ひなが孵かえるなどと考えるのは、底そこ抜ぬけの愚おろか者ものだけだ」

　あっけにとられる一同を前に、シェバードは手近なフォークをつかんで卵をかき混ぜ、持っている調味料や香こう辛しん料りようを加える。鍋で煮込まれていた薄うす切ぎり肉を拾い上げ、溶とき卵たまごを塗ぬりつける。

　さらに鍋を熱していた火でナイフを熱すると、刀身を当ててその肉を焼やき上げた。香こうばしい芳ほう香こうが、洞窟の中を満たす。

　知らない者は唖あ然ぜんとするしかない、何の迷いもない素早い手て際ぎわだ。

「わ、わたしたちの料理を……」

　カナンナが抗こう議ぎとも言えない小さな声を絞しぼり出したのが、唯一の反応だった。

「食べてみろ」

　出来上がったものを皿に乗せ、フィリエナに向かって突つき出す。

「は、はいっ！」

　自信満々の態度に圧倒され、理不尽に供された唐とう突とつな料理をフィリエナは受け取り、恐るおそる頬ほお張ばって噛かみしめる。

「……美お味いしいっ！　表面はきちんと焼けているのに、ほんの少し生卵の滑らかさが残ってて、煮に詰つまったスープが優やさしくなって……。何、これ？　こんな美味しい食べ物ってあるんですか？　人間はみんなこういうの作れるんですか？」

「みんなではない。俺が、特別だ。それに、その程度が俺の実力だと思うな。道具も材料も足りないんだからな」

　ぷっ！

　口元を押おさえて笑いをこらえたのはジェーナだ。

　何しろ彼女がシェバードと出会い、初めて食事を口にした時とそっくりのリアクションだったのだから。

「たとえ望んで殻を破ったのでなくても、卵が割れてしまった以上やるべき事はひとつ。元の形を懐かしんで嘆なげくのではなく、料理に使う事だ。傷いたむよりも早く、その場にあるものでの間に合わせで、先に駄だ目めな下味がついてしまっていてもな」

　ここまで露骨にやられたら、アリンにもシェバードが何を言いたいのか理解できる。

　結界が失われただけではない。社会が変わり、各種族に昔を知らない世代が生まれている以上、以前の魔大陸を再現しようとするのは愚ぐ行こうだ。現在を否定するのなら過去への回帰を目指すのではなく、今を材料に異なるものを作り上げるしかないのだ。必要なら、その中に過去の美点を取り入れて。

「お前たちが、この考えを理解するのなら協力しよう」

「……するもしないも、貴方の言を借りるのならば、わたしたちを隔へだてる卵の殻はもう割れてしまったのではありませんか？」

　傲慢な表情で見下すシェバードに、カナンナが言い返す。

「この大陸に渡ってきて魔皇帝と戦った貴方たちを我々が助けた。敵の目から見れば既に共犯、一いち蓮れん托たく生しよう。ならば共通の敵を倒すために手を携たずさえるべきでは？　ここで名前のような些さ細さいな事に拘こだわっていれば、それこそ卵が腐くさってしまいます」
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　話を聞いて、シェバードが微笑する。

「それをわかってるのなら、充じゆう分ぶんだ」

「あ。でもさ。結界についてひょっとして魔皇帝が知ってるかも」

　不意にひらめいて、アリンは人差し指をピンと立てた。

「確証がないのに必死で灼竜族の生き残りを探して始末しようとしたのは、あたしひとりでも結界を張る方法があるって事なんじゃないかな？」

「その可能性は俺も考えた。だが、十中八九違う」

　しかし、シェバードは首を横に振る。

「どうしてそんな事言えるのよ？」

「今日の戦いだ。あれだけの大軍勢を率いてきたのに、魔皇帝がお前と一いつ騎き打うちをした理由は何だと思う？　普ふ通つうに全軍で力押しされたら俺たちの勝ち目は薄かった」

　あの状況で「勝ち目が薄い」という表現で留めるあたり、いかにもシェバードだった。

「えーっと……。あたしに勝って、自分の強さを手下どもに見せつけるため？　今までのやり口からすると、正々堂々と戦いたいって柄がらとも思えないし」

「そうだ。灼竜族を完全に滅ぼしたというのが、魔皇帝の権けん威いの裏付けになっていたんだろう。ひとりでも生き残りがいる事がバレれば、その土台が揺ゆらぐ。現にカナンナが縋ったようにな。放置すれば、征服以前を懐かしがって回帰党に参じる者が増える恐おそれもあるだろうな」

「だけど、もうあたしが生きてるのがバレバレになっちゃったから、戦って勝つ事で自分の強さや偉えらさを証明しようとしたって訳ね」

「疑問なのは、魔皇帝がどうやって灼竜族と互ご角かく以上に戦う力を身につけたかという事だ。奴やつについてはわからない事が多すぎる。そちらが握っている情報、知っている事を全部教えてもらえないか？」

　カナンナの方に向き直り、シェバードが軽く頭を下げた。

「ええ。協力する以上、こちらから差し出せる最大のものはそれだもの」

「それともうひとつ頼たのみがある」

「何？」

「この料理、食べかけなのだろう？　皆で食べるのなら俺に手を入れさせてくれ。魔大陸の食材にも慣れてきたところだ」

「はあ？」

　カナンナたちがぽかんと口を開けた。

　さっきの唐突な行こう為いといい、シェバードの拘りを知らない者にはまるっきり意味不明の申し出だろう。

「支部長、お願いしましょうよ。さっきの、卵塗って焼いたお肉、信じられないくらい美お味いしかったんです！」

「そうだね。まあ、実際に食べたフィリエナがそう言うなら……」

　完全に納得という顔ではないが、カナンナも了りよう承しようする。

　一緒に食事を囲むというのは、信頼を深めるための友好な手段だ。それは人界でも魔大陸でも変わらない。

　水の量を調整して強すぎる塩味を弱め、その分味の芯しんが弱くなったのを香辛料や香こう草そうで風味を加えて補う。火の通り過ぎた具は一度引き上げて選より分わけ、野菜はあえて全部煮に崩くずし煮に溶とかしてしまってとろりと濃のう厚こうなスープにして、表面を炙あぶった肉を入れ直す。

「これは……！　これが人界の料理か」

　シェバードの改良で旨うまみを増した鍋に、カナンナを始めとする回帰党のメンバーが舌した鼓つづみを打った。

「食べるのもいいが、喋しやべる方の舌も動かしてくれ」

「始まりは三〇年……いや、二九年前になります」

　シェバードに求められ、まず幻哭族が話を始めた。

　どの種族の出身かもわからない謎の男がまず像塊族を、次いで戦揮族などいくつかの有力種族を支配下に収め、その戦力を用いて次々に多くの種族を併へい合ごうし、魔皇帝を名乗った。その過程でも本人はほとんど前線に立つ事なく、姿を見せぬまま勢力を拡大。

　やがて結界と秩ちつ序じよの守護者である最強の灼竜族が滅ぼされたのを契けい機きに、僅かに残っていた不服従の種族も方針を転てん換かんし、威狼族など最後まで抵抗した少数の討とう伐ばつで、二〇年以上を費やして支配は完成した。

「結界が消える前後、一度だけ魔皇帝を直接目めにした事があります」

　鳥の翼を持つ男が、空になった器を手にしたまま告げる。

「どんな姿だったの？」

　アリンは身を乗り出して訊ねる。

「まだ若い、二〇代半ばくらいの男でした。体格は十人並ですが、そこそこ鍛きたえているという程度ですかね。体たい臭しゆうを嗅かぎ分けられる者ならまだしも、視覚に頼る我々のような者では見ただけで種族を特定するのは無理です。この場の出席者を見てもわかる通り、従働族も威狼族も外観だけでは区別出来ないのですから」

「それに人間もだな」

　シェバードが付け加える。

「だけどさ。あたしたちがさっきの戦いで見たのは全然違ってたよ。身体もずっと大きかったし」

「あたしも見ました、ちらっとだけど。どんな種族にも似ていない変な姿でしたし、幻哭族と同じ破幻の靄も出してました」

　アリンとフィリエナが顔を見合わせて頷き合う。

「例えばステッペンファングのように『魔皇帝』というのが一種の称しよう号ごうでしかなく、統一戦争時代とは別人に代だい替がわりしているとか……いや、それはないか。ザルザスが魔皇帝の息子むすこと名乗っていた」

　ジェーナは自分の思いつきを検討して、即そく座ざに却きやつ下かする。

「その件もある。ザルザス以外にも魔皇帝が異なる種族との間に多数の子を儲けている点については？」

「魔族の間でも特にはばかる話にはなっていません」

　シェバードの質問に、幻哭族が答えた。

　正式な后きさきは娶めとっていないが幾人もの側室を抱かかえ、子を生ませている。いかなる魔族にもあり得ないその特異性もまた、全すべての種族を束ねる魔大陸の支配者という権威につながっているのだという。

「俺おれは奴を人間だと推測し、魔皇帝の娘むすめであるグリギラ本人も肯こう定ていした。だが、今日実際に戦った相手は肉体も能力も、人間のそれではなかった」

　変化しやすく個体差が大きい種族だがそれにも限度があると、人間には疎うとい魔族たちのためにシェバードは説明を付け加えた。

「魔皇帝の妻や子については、もっとひどい噂うわさもあるんです。〈帝都〉で働いている同族から伝わってきた話で。さっきもちょっと話題になりましたよね。人界から若い女性が連れてこられている件で」

　フィリエナの声が、不安と嫌けん悪おで曇くもった。

「ああ。人界の法では、奴ど隷れいや人身売買は禁止されているから、王国連合は無理な仕組みを作って強ごう引いんに女の身み柄がらを拘こう束そくしていた」

「その人たちは残らず〈帝都〉に移送されていたんですけど、その……いろんな種族から選ばれた男の人が、魔皇帝の命令で無む理り矢や理りその人たちと……」

「わかった。大体のところはわかった。それ以上の説明はいい」

　真っ赤になって俯うつむいたフィリエナを、シェバードも苦笑しながら遮さえぎった。

「え？　それって、その……つまり、そういう事？」

「察したならわざわざ念を押す事はないでしょ！」

　思わず反応してしまったアリンをジェーナがたしなめるが、ふたりとも表情が微妙にぎこちない。

　普通の魔族の生活実感からすれば、姿形が似ていても種族の違いは絶対的なものとして意識される。まして見た目が似ていても本質が異なる人間と交わるというのは、魔族の常識と倫りん理り観かんに依よって生きる男の側にとっても違和感や嫌悪感を伴ともなうものだろう。

　平然としているのは、通常の性交で殖える訳ではない像塊族のロアロただひとりだ。

「ただし、ここ一、二年は魔族の男性へのそういう行為の強制はほとんどないっていう話もあります」

「でも、人界から人身貢納でつれてかれるのは減ってないよ。確か、むしろ増えてるんだよね？」

　フィリエナの話を聞いたアリンは、シェバードに確かめる。故郷のギース島を出る直前にも、親友のメグがその事で絡からまれていたのだ。

「……つまり、以前と今では目的が変わった？　ひょっとしたら、何かの実験か？」

　問いには直接答えずに瞼まぶたを閉じ、短い思考の後にシェバードは目を見開いた。

「実験、ですか？　我が主」

「具体的に何を意図しているのかまでは、さすがに俺でも見当がつかん。材料が足りなすぎるからな。しかし、実験なら途と中ちゆうで条件を変えて試ためしてみるというのは……あり得る話だ」

　いつもより早口で告げ、シェバードは腕うでを組む。

「……魔皇帝は人間。それが何のために危険を冒し、魔大陸に渡わたった？　俺はそれを考えもしていなかった。考察の材料が足りなかった。だが、危険を冒して渡と航こうした以上は初めから何らかの目的、そして勝算があったはずだ。それが権力や支配ではなく、何か研究し、確かめるためだとしたらどうだ？　魔大陸を支配し、さらに王国連合という形で人界まで支配したのは己の研究を妨ぼう害がいされないよう、そして実験に必要な試料としての魔族や人間を恣ほしいままに入手するためだとしたら……」

「その実験とはつまり、狼おおかみを犬にするような事ですか、我が主？」

　ジェーナの顔が青ざめ、声が震えている。

「そうだ。人間と魔族をつがわせ、子を作り、その子同士をまた交配させる事によって『品種改良』を試みている――それが、現時点での俺の推測だ」

　おぞましさに、アリンの背筋に悪お寒かんが走った。

　確かに人間が犬や鶏にわとり、牛でやっている事と同じなのかも知れない。しかし自分自身と同じ種の生き物をそんな風に完全に道具や材料として扱うなんて事が可能なのか。

　例えばシェバードだって戦いに際しては非情だ。勝利のために敵を駒のように誘ゆう導どうし、翻ほん弄ろうする。しかし、言いい換かえれば相手を己と同等の心と命を持つ尊厳ある存在と見なし、彼なりの敬意を払はらっているからの行為だ。

　魔皇帝の行いは、それとは決定的に異なる。

「まあ、これはあくまでひとつの推測だ。俺でさえまだ見落としている事があるのかも知れん。この仮説では、魔皇帝本人の変へん貌ぼうや強さの理由は説明がつかないしな」

「そ、そうだね。原因の分ぶん析せきも必要だけど、魔皇帝本人をどうぶっ飛ばすか考えないと。あたしと同じくらいの力があって、しかも灼竜族の熱まで通じないんだもん。こっちには、あんな鎧よろいが普通に存在してるわけ？」

　激しい嫌悪を催もよおす仮説を頭から追おい払いたくて、アリンは不自然なくらい陽気な口調で訊ねる。

「いいえ」

　否定したのは、カナンナだった。

「灼竜族は全ての魔族を封じるべく神が最後に作り出した最強の存在。よってその攻撃に耐たえる手段など、少なくとも一いつ般ぱん的てきではありません。それはお仕えしていたわたしが保証します」

「おじいちゃんやお父さんの仕事見てたからわかります。武器や鎧、道具の材料は普通に鉄で、品物によっては銅や錫すず。それって人界でもそんなに変わりませんよね？」

　フィリエナも補足する。

　魔大陸と人界、かつては結界で隔てられていたといっても、どちらも等しく神が作った世界の一部だ。構成材料には大差がない。

「発言要求」

　不意に、ロアロが手を挙げた。

「魔皇帝の武器ならびに防具について、ロアロにはひとつの推測があります。しかし当とう該がい推測は極きわめて乏しい情報から導き出された信しん頼らい性せいの保証が困難なものです。よって当該推測が事実と異なった場合、誤った情報によりわたしたちをより大きな危機に陥おとしいれる原因となる恐れがあります。よってロアロによる推測情報の開示の可否を、シェバードが判断する事を希望します」

　例によって持って回った言い方だが、要するに「思いついた事があるけど確証がないから言っていいのかどうかわからない」という意味らしい。

　ロアロが客観的事実や分析でなくこんな発言をするのは珍めずらしいと、アリンは思った。そういえば、これまで「ロアロ」と自じ称しようして他の固有名詞を並べるのが普通で「わたしたち」と言うのも異例ではないか。

「構わない。言ってみろ。少しでも考察の材料になるのならありがたいくらいだ」

「許可認にん識しき。シェバードの了りよう解かいが得られたので、ロアロは推測を発言します。魔皇帝の武器および防具の材料は、像塊族の死体を加工したものである可能性があります」

「！」

　アリンは息を呑み、己の胸むな元もと――武具の装甲に触ふれた。

　魔大陸統一に際し、最後の魔族・灼竜族は最初の魔族である像塊族と相打ちになるような形で滅ぼされた。つまり像塊族ならば互角に戦う能力を持っているという事なのだ。

　生者にも死者にも一切の敬意を向けず、ただ物体として利用する。それが事実なら、異様な肉体でも並外れた力でもなく、魔皇帝の魂たましいこそが怪かい物ぶつだ。

「でもさ。像塊族と灼竜族の戦いってあたしが生まれた頃ころ――一五年前の出来事でしょ？　でも、その頃と今じゃ魔皇帝の体格が全然違う。だったらあいつが今着てる鎧ってのは最近作った品って事にならない？　像塊族の亡なき骸がらがまだ残ってるっていうの？」

「残ってます……」

「え？」

　フィリエナの言葉にアリンが声を上げた。シェバードやジェーナも目を見開く。

「像塊族の亡骸は、残っているんです。それも〈帝都〉からそう遠くないこの近くに……」

「要求提示！」

　ロアロが、不意に立ち上がった。

「ロアロは、現存しているという像塊族の遺体への接近を希望します。フィリエナが当該地点を知っているのであれば、現地への案内を要求します。強く、極めて強く要求します！」

　さっきの推測さえ霞かすんでしまうような、ロアロとは思えない熱の籠こもった声だった。
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第三章　銀の墓場







　多人数で動くと目につきやすいし、他の構成員には魔皇帝軍の動きを探さぐったり、他の支部と連れん絡らくを取り合うなど、やらねばならない事が山積みになっている。

　だから目的地にシェバードたちを案内するのは、またフィリエナひとりが担当する事になった。

『行動提案。一刻も早く現地に向かうべきだとロアロは主張します』という申し出があったが、シェバードは二日ほど間を置いた。一応落ち着ける場所で魔大陸に到とう着ちやく以来の連戦の疲つかれを抜ぬいた方がいいし、敗走の直後だから気持ちを落ち着けるべきいう判断だった。

「こっちです。ちゃんとついて来られます？」

　木も疎まばらな岩だらけの急きゆう坂ざかを、フィリエナは少し息を切らしながら上っていく。

　回かい帰き党とうが隠れ家がにしている洞窟は〈四の街〉からやや離はなれた山やま裾すそに位置していた。ガドンほど都市機能が洗練・集約されている訳ではないが〈四の街〉も鉄製品の生産拠きよ点てんだ。自然、立地は鉱山に近くなる。

「平気平気、あたしたちみんな旅慣れてるし、体力あるし。フィリエナちゃんこそ疲れたら無理しないで休んでいいからさ」

「そ、そうですか？　じゃあこのあたりでちょっと……」

　ほっとしたフィリエナが額の汗あせを拭ぬぐう。しかし、その身体に銀色の触しよく手しゆがきゅっと絡みついた。そのままロアロの頭上程度の高さまで持ち上げられ、スカートから伸のびた細い脚あしがばたばた振ふり回まわされる。

「きゃっ！」

「行動提案。フィリエナの体力消しよう耗もうが著いちじるしいのなら、ロアロが運うん搬ぱんします。アリンが指し摘てきした通り、ロアロ、アリン、ジェーナ、シェバードの体力には特に支障なく、フィリエナの疲ひ労ろうだけが問題ならば、移動の労力をロアロが肩かた代がわりする事で、停止して休息する必要性はなくなると判断されます」

「ちょ、ちょっと、ロアロってば。言ってる事はその通りかも知れないけどさ。いきなりそんな風にしたらフィリエナがびっくりするってば」

　アリンが窘たしなめるものの、ロアロから反応はない。いつも通りの無表情なのか、それとも機き嫌げんが悪いのか、一見では判別出来ない。

「い、いえ。いいんです。さっさと行った方がいいですよね。このまま真まっ直すぐ上ってください。方向転換しなきゃならない時は教えますから」

「済まないが、それで頼む」

　依い頼らいするシェバードの顔にも、微妙な戸と惑まどいが浮うかんでいた。

　出発は早朝だったが、道らしい道のない山を歩き続け、尾お根ねをいくつか越こえた頃には太陽はもう大きく西に傾かたむいていた。

「もうすぐです。あとひとつ越えた先の谷が、目的地です」

　ロアロに運ばれっぱなしのフィリエナが、アリンたちの頭上から告げる。

「じゃ、急ごう！」

　アリンの足が自然と速まる。小走りで斜しや面めんを登り切る。

「……これが……？」

　目に飛び込んだ奇き妙みような光景に、アリンは息を呑んだ。

「そうです。ここが『銀の墓場』です」

　フィリエナが、静かに告げた。

　そこは、湖だった。いや、一見湖に似ていた。

　複雑に何段にも抉えぐれた谷のいちばん底が、日の光を映して鏡のように光っている。

　まさしく、鏡。

　水面自体が鈍にぶく煙けぶる銀色なのだ。

「統一戦争で全ての像ぞう塊かい族ぞくが戦死しましたが、彼かれらの肉体は普通の生き物みたいに自然と骨になり、土に返ったりはしません。芯っていうか、核かくっていうか……流体の一部が残るんです。それが一度に大量に出たので、魔皇帝はここにまとめて廃はい棄き処分にした……生まれる前の事ですけど、あたしはそう聞いています」

　小さな声でフィリエナが語る。

「状じよう況きよう認にん識しき。通つう称しよう『銀の墓場』が像塊族の遺体の集合体であるのは事実だと、ロアロは判断します」

　フィリエナを下ろし、基本の熊くま人形に戻もどした流体をロアロはぎゅっと抱だきしめた。俯き加減の顔が、小さな口唇くちびるを噛みしめている――そのように、アリンには見えた。

　近寄ってみると、谷には髪かみを揺らすほどの風が吹ふき抜けているのに、銀色の湖面には細さざ波なみさえ立っていない。水よりもずっと粘ねん性せいが高いのだ。

　畔あぜで膝ひざを折り、触れてみようと思って手を伸ばし、すぐにアリンはその手を止めた。

　これは単に珍しい風景、奇き観かんなのではない。

　大切な仲間の親族の亡骸、文字通りの墓場なのだ。軽い好こう奇き心しんで触さわっていいようなものではない。

　魔族一いつ般ぱんの作法なのか。振り返かえるとジェーナもフィリエナも両手の平をぴたりと合わせて首を垂れている。シェバードは右手を心臓の位置に当てて目を閉じる追つい悼とうの姿勢だ。

　一いつ瞬しゆん迷った末に、アリンは立ち上がってシェバードと同じポーズを取った。

「ロアロ、確かく認にん出来るか？」

「指示了解。ロアロは予定通り『銀の墓場』に接せつ触しよくを試みます」

　ロアロは水際にしゃがみ、抱いていた熊をそっと下ろして湖面に触れさせた。

　風にも揺るがない表面に、波は紋もんの円形が広がっていく。熊が触れた部分が重力に逆らって盛り上がり、幾き何か学がく的てきな形をいくつか形成しては再び水面に戻った。

「きゃっ！」

　予期せぬ出来事にフィリエナが小さな声を上げる。陽光を反射するきらめきの激しさで、アリンも思わず目を眇すがめた。

「反応発生。『銀の墓場』が完全な機能停止状態にはない事を、ロアロは確認しました」

《像塊族稼か働どう個体に確認を要よう請せいする》

『銀の墓場』から声が響ひびいた。人間の普通の話し声程度の音量だが、男とも女とも判断できない、奇妙に澄すんだ音色だった。同時に、湖面にいくつもの波紋が浮かんで重なり合って模様を描えがき出だす。

《稼働個体は像塊族として通常の手続きによる初期設定が施ほどこされていないため、直接信号による情報交こう換かんが不可能。よって音声言語によって接触を行う。異存はないか？》

「当とう該がい稼か働どう個体・固有名めい称しようロアロは『銀の墓場』からの提案に同意します。なお、そちらに対する呼こ称しようは『銀の墓場』で問題がないか、確認する事をロアロは希望します」

《了解した、ロアロ。私＝私たちは特定個体の意識ではない。完全破は壊かいには至らないままで機能停止した像塊族の残ざん骸がいの集合体が、僅わずかに残存する活力エネルギーと機構システムを融ゆう通ずうしあう事によって辛かろうじて記き憶おく情報を保持しているものである。よって本来の固有名称が存在しないため、『銀の墓場』という集合体を指す通称を使用する事には一定の合理性があると認められる。問題はない》

『銀の墓場』とロアロの会話は、アリンにとっては耳慣れない奇妙な単語が続くやりとりだった。

《ロアロに質問する。ロアロの周囲に存在する灼しやく竜りゆう族ぞく・威い狼ろう族ぞく・従じゆう働どう族ぞく・ならびに人間の各個体とロアロの関係はいかなるものか？　我々の情報交換の場に立ち会う事による不利益などは生じないか？》

　湖面の波紋は、さっきより小刻みで複雑だ。模様自体が疑念と不ふ審しんの表明であるかのようにアリンには思える。

「回答提示。ロアロは人間シェバードが提示した目的に従い行動しています。シェバードはロアロが仕えている主マスターであり、灼竜族アリンおよび威狼族ジェーナは仲間、従働族フィリエナとも相そう互ご協力関係にあります。この場の全員が情報交換に参加しても問題はないと、ロアロは判断します」

　仲間――その言葉を告げるロアロの口元は、いつもとは違う曲線を描いた。

《像塊族にとって「仲間」という概がい念ねんが有効である点に疑問はあるが、個体ロアロが通常の起動過程を経へていないためであると認識。全員の参加を容よう認にんする》

「え、えっと……ちょっと言ってる事がよくわかんないんだけど？」

「ロアロだけではない。俺たち全員が仲間だから『銀の墓場』の話を聞いてもいいし、必要なら質問も出来るという事だ」

　理解出来ないアリンに対し、シェバードがわかりやすくかみ砕く。

「……そんな……本当に、生きてるの？　ひとりずつの区別もなく、ずっと放置されたままだったのに……？」

　何度となくここを訪れているフィリエナにとっては、信じ難がたい現象だった。

《私＝私たちが生きているというのは、正確な認識ではない》

　何気なく漏れただけの言葉だったが、『銀の墓場』は質問と判断して答を返した。

《私＝私たちは集合体として意識と情報を保持しているが、行動を制御するための基本体系システムが完全に損傷している状態である。よって自律行動する事は不可能である》

「え、えーと……よくわかんないんだけど。どういう事？」

　アリンにはまるっきり理解不能だ。ジェーナも口をぎゅっと結んで黙り込んでいるだけ。

「俺も完全に理解出来た訳ではないが、言ってみれば『銀の墓場』は動かない死体に生前の記憶や意識だけが残留している幽霊のようなものという事だろう。威狼族の狼ろう精せいと違って実体化して行動したりは出来ない。物語に出てくる、生者を脅かしたり警告を与あたえたりが精せい一いつ杯ぱいという状態に近いと思えばいいんじゃないか？」

《人間シェバードの解釈は正確とは言えないが、比喩として一定の妥当性がある。そのような理解でも、特に問題はない。私＝私たちは現在、個体名称ロアロが有する基本体系システムを利用して情報を出力している》

『銀の墓場』自身が補足する。今度はさっきよりはわかりやすい言葉だ。

　本来の像塊族はロアロのように分離しているのではなく、全身が流体で形成されている。即すなわち人間や他の魔族のように心臓や脳など器官に機能が分化しているのではなく、全ての能力が全身に遍在している。

　機能が停止しても肉体の一部が残っていれば活動の記録として、何らかの有益な情報が引き出せる可能性がある――生来持っている知識からそう考えたからこそ、ロアロは急いで接触したがったのだ。

「じゃあ、あたしから訊いてもいい？　まず、魔ま皇こう帝ていって何者？」

　気になっている事は他にもあるが、真っ先に訊たずねるべき質問を真っ直ぐにぶつける。湖面に大きな波紋がひとつ、ゆっくりと広がる。

《魔皇帝と自称した個体は、人間である。性別は男性、年ねん齢れいは不詳》

　像塊族の認識でも、やはり人間に間違いはないようだ。

「今の魔皇帝は人間とは考えがたい異様な姿になっているが、それについては？」

《判断のための情報が不足している。私＝私たちは一三年間魔皇帝との接せつ触しよく履り歴れきがない。確実な情報として提示可能なのは、一三年前の時点で魔皇帝が人間であったという事だけである》

「そうか……」

　予想通りだがあまり役に立たない情報に、シェバードは落らく胆たんする。

「つまり余所者で正体不明って事だよね？　じゃあ像塊族はどうしてそんな奴に従ったの？　あんたたちは神様が作った最初の魔族で、世界を作る手伝いをしてたんだよね？」

　感情は極力抑おさえたつもりだったが、それでもやはり責めるような口調になってしまう。像塊族が魔皇帝側に付かなかったら、恐らく灼竜族は負けたりしなかった。結界も維い持じされたし、威狼族が滅ほろぼされる事も、人魔大戦でランデルワース王国が解体される事もなかったのだから。

　新たに浮かんだ波紋は、大小多数が複雑に重なり合い、互たがいを打ち消そうとするような乱れた模様。

《灼竜族アリンが言うように、私＝私たち像塊族は、創造神の補佐として最初に生み出された魔族だ》

　声の質が変わった。男とも女とも付かない音色ではなく、男に近い声と女に近い声が混じり合っているような、微び妙みような変化だ。さっきの文様といい、異なるいくつもの思いがひとつの心の中で迷い、争あらそっているようにも感じられる。

《そのため像塊族には本能とも言うべき強い行動指針が、基本体系システムの最上位項目として設定されている。命令に従う事、そして命令を達成する事。私＝私たちは自発的な行動を取ったり独自の創造性を発揮したりする欲求や喜怒哀楽の感情は、絶無という訳ではないが、他の種族に比べると極めて希薄だ》

　それは、ロアロと接していてアリンも実感していた事だ。

《だが、神が魔大陸を封ふう鎖さし、放ほう棄きした。即ち私＝私たちが存在する魔大陸という世界は完成し、完結し、以後像塊族が果たすべき任務は何も存在しないという事が決定した。創造神は魔大陸への関与を停止して去り、我々は果たすべき使命も、新たな命令を与えてくれる主もないままに、一〇の九乗、即ち一〇億年以上の単位を無む為いに過ごす事になった。しかも像塊族は他種族に比べると増ぞう殖しよくの速度も遅いが、経年劣化もしづらい。私＝私たちの構成要素には、神が直接創造した第一世代の個体も含ふくまれている》

「九乗とか一〇億って……それ、数字？」

　聞き慣れない単語に、アリンは首を傾かしげた。

「一〇〇年の一〇〇〇倍を一〇〇〇〇回重ねただけ――魔大陸が封ふうじられてから今日までの年月だ」

　シェバードが解説する。文字通り神話時代から現在まで、神がばらまいた命の精せい髄ずいが変化を重ねて生まれた人間が文明を築き上げるまでの果てしない時間の流れ。

　それだけの時を生きるなど、アリンには想像も付かない。

《私＝私たちの多くは果てしない無為に耐えられず、唯ゆい一いつ可能な自発的行動、即ち休眠状態への移行を実行した。それを再起動したのが、魔皇帝だった。私＝私たちは、魔皇帝から与えられた魔大陸を征せい服ふくするという命令に従った》

　湖面の乱れが、ますます激しくなる。

　像塊族が魔皇帝側に付いた経緯は、ロアロがシェバードの仲間になったそれとよく似ていた。

《それは、命令に従い実行するという像塊族の本能に従った自然な行動だった。いや、それ以上に、何もしないでいるという束縛からの解放に歓かん喜きしたのだ。灼竜族との戦いの際に与えられた命令が単純な勝利ではなく、像塊族自体の破滅を企図したものであると理解した上で、敢あえて拒否はしなかったのだ》

　ざわっ！

　銀の波が輪を描く。

　神はどこまでも無責任だ。

　自らに従って働くための存在を造りだし、強力すぎるが故ゆえに自らの欲求で好き勝手に行動しないような精神を与え、しかし最後には放置して立ち去る。

　感情の希薄な像塊族でさえ、永遠の無為には耐えられないものだったのだ。

「ロアロは『銀の墓場』の感情を理解します。果たすべき命令が存在する事は、大きな喜びです。像塊族は命令を与える主体を自発的に選せん択たくする事は不可能であり、命令の種類を選択する事も不可能です。どのような主に巡り会うかは……運命なのでしょう」

　ロアロが口にしたのは、最も彼かの女じよに似つかわしくない言葉だった。

「ロアロは、自分を起動させたのがシェバードである事を、喜びだと認識します」

《私＝私たちは、ロアロの感情を完全には理解出来ない。しかし、承認する》

『銀の墓場』が答える。

「ロアロがどのような運命、即ち初期状態で起動するかは選択不可能です。しかしロアロと周囲の環かん境きようは相互作用によって影えい響きようし合いながら変化するひとつの系であり、命令を受じゆ諾だくし、実行したいという欲求を達成するために、ロアロ自体が自発性を獲得する方向へ変化するのは合理的であり必然であるとロアロは認識します」

《私＝私たちはその認識を承認する。ロアロは像塊族の既存秩序から逸脱した例外的個体である。例外的個体が、例外的な状じよう況きようにおいて、本来あり得ない変化を遂げるのはむしろ合理的であると判断される。よってロアロの現状と選択を、全面的に肯定する》

「ロアロは、その肯定を肯定的に受信します」

「ちょっと違ちがうぞ、ロアロ」

　シェバードの手が、ロアロの肩かたに置かれた。

「そういう時に使う、違う言葉があるはずだ。ただの像塊族ではない、特別なお前なら普通に言えるだろう？」

「……助言了解。ロアロは、当とう該がい状じよう況きようにおいて最適と判断される言葉を『銀の墓場』――いえ、同どう胞ほうであり祖でもある皆みなさんに告げます」

　あどけない顔が、真っ直ぐに輝かがやく湖面を見つめる。

「ありがとうございます。祝福してくれて、ありがとうございます」

　銀色の波が、柔らかな模様を浮かべる。

　ぎこちない言葉の、それは祝福だったのだ。

　作り出された存在としての宿業故に自らを滅ぼすような戦いを受け入れるしかなかった者たちから、ほんの些さ細さいな偶然――あるいは奇き跡せきと呼ぶべきものによって新たな可能性を見いだした同族に向けての。

「さて……と。俺からはもう少し具体的な事を質問したい。最近『銀の墓場』から魔皇帝軍の者が流体を持ち出したりしたか？」

　話を切り替え、シェバードが質問した。

《私＝私たちは肯定する。魔皇帝配下数名が、一年と二七日前に大量の流体を持ち出している》

「像塊族の流体を加工し、武器や防具を作るのは可能か？　そうして作られた品を、破壊する手段はあるか？」

　あくまで単刀直入で実用本位の問いかけだ。

《否定は出来ない。私＝私たち自身には生来の身体を二次加工する必要も、その発想もないからだ。加工が可能であれば破壊も不可能ではないと推察されるが、像塊族の性質を残しているのであれば、極めて困難だろう》

　最初の魔族の身体は極めて強きよう靱じんであり、不完全な形で起動したロアロならともかく、万ばん全ぜんのものであればそれこそ神自身でなければ打ち砕けない。灼竜族が戦って殺したといっても、肉体を破壊したというよりもダメージによって機能を停止させ、自発的に動けない流動状態にしたという事なのだと『銀の墓場』は説明した。

「現にアリンの〈流転パンタレイ〉が通用しなかったのだから、魔皇帝の鎧がこれを材料にしている可能性は大か……」

　裏付けは取れたが、対策が見つかった訳ではない。シェバードの表情は、暗い。

「我わが主」

　不意に、ジェーナの緊張した声が響く。

「風上から匂においがします。かなりの数の魔族が、この谷を取り囲んでいる模様！」

「来たか！」

　シェバードは腰こしから剣けんを抜き、震えるフィリエナを守るように肩を抱き寄せた。

　アリンも顔を上げ、首元の宝ほう珠しゆから〈竜角ホーン〉を取り出す。

「あははははーっ！　雁首揃そろえてるじゃない」

　甲かん高だかい、無邪気だが耳みみ障ざわりな声が笑う。

　北側の稜線にグリギラの姿があった。いつもの通り、露出度の高い服装で、色違いの翼つばさを広げている。

「あんたたち、自分たちがやってる事全然バレてないとでも思った？」

　続いて、武装した大量の魔族が現れる。

　北だけではない。擂すり鉢ばち状の谷を見下ろすように外周全ての尾根に兵が並んでいるのだ。〈四の街〉に比べても三倍以上はいる。無数と形容する方が適切な大軍だった。

「回帰党だっけ？　その一員が情報流してくれたのよ。今日、あんたたちがここに現れるってね。期待の星だった灼竜族の生き残りや人界からの来訪者がお父様に負けちゃったんだから、裏切ってこっちに付いた方が得だって」

　シェバードの腕の中で、フィリエナの身体が震ふるえた。

「今日は、魔皇帝本人は出しゆつ陣じんしないのか？」

「お父様は、もう自分が相手する必要なんてないってさ」

　シェバードが問い返すと、グリギラは即そく答とうした。

「……一度退けて、もう目的は果たしたって事？」

　小声で吐はき捨て、アリンは口唇を噛かんだ。

　灼竜族が生き残っている事で失われそうな己おのれの権けん威いを取とり戻すためなら、圧勝して敗走させれば充じゆう分ぶんという判断か。

「グリギラ、口上はその程度でいい。空を飛べて、連中をよく見知ったお前はあくまで先導役。部隊の指揮は我らの役目」

「手強そうな灼竜族は、俺の部隊に任せろ。ちゃんと対策は考えてある」

「ならば人間の首は、私が頂戴しようか。最強の兵よりも敵将の方が価値がある」

「誰だれがいちばん手柄かを、最終的に判断するのは父上だ」

　四方、それぞれで陣じんの中央に立つ者たちが口々に主張する。それぞれ異なる種族に見えるが、比ひ較かく的てき人間に近い種の魔族である事と精緻に飾かざられた鎧を身につけている事、そして軍旗を掲かかげる旗手を傍かたわらに侍らせているのは共通している。

「どうやらお前たち、全員ザルザスと同じ魔皇帝の息子という訳か？」

　シェバードが訊ねる。

「そうだ。俺は獰どう牙が族ぞくの血を引くギラーディス！」

「そして俺は――」

「黙れ！」

　ふたり目が名乗ろうとするのを、シェバードが遮った。

「お前たちの名前や素す性じようなど聞く気はない。どうせ、すぐにこの場で殺す雑兵の事などいちいち気にかけていられるか」

「な、何を……っ！」

　当のふたり目が、角の生えた顔を怒いかりに歪ませた。

「死にゆく身に、せめて己の命を奪う者の名を教えてやろうという気遣いが理解出来ないとはな。ふふふ……！」

　三人目――金属質の肌はだを持つ王子が笑う。

　大げさで実のない言い回しは親譲りだとアリンは思った。

「ずいぶん強気だけど、正気？　数の差は絶望的だし、この地形じゃ狼精も活用出来ない。内通者が出た時点で、あんたたちは詰んでんのよ！　あはははははっ！」

　宙に舞い上がりながら、グリギラも嘲ちよう笑しようする。

　だが、シェバードも笑った。

　大声は上げず口唇だけで。

「戯れ言はいい。さっさと終わらせて帰投するぞ。勝利の吉報を父上に届けなければな」

　顔の半分が蛇めいた鱗に覆おおわれた四人目が片手を挙げる。それを合図に、率いる部隊が武器を掲げて一いつ斉せいに駆け下りてくる。

　先を争うように、他の部隊も動き出した。大規模だが、隊列は乱れていない。秩ちつ序じよだったまま押おし寄よせてくる武器と殺意の雪崩だ。

「ロアロ、やれ！　アリンとジェーナは、俺おれとフィリエナの警護だ！」

「わかってるって！」

「お任せを、我が主」

　アリンは正面、ジェーナは背後。挟む態勢でフィリエナとシェバードの守りを固める。

　そしてロアロは――。

「命令受諾。ロアロは、作戦案三を実行します」

　熊を抱きしめたまま『銀の墓場』に飛び込む。

「何？　何なの？」

　唐とう突とつな行動にグリギラがきょとんと目を丸くしたのは一瞬。すぐに、その顔は恐きよう怖ふと驚きよう愕がくで引きつる。

『銀の墓場』が大きく波打ち、間欠泉のような柱として立ち上がったからだ。

　噴き上がった流体が、ひとつの形を成していく。

　現出したのは銀色の巨きよ人じん。

　人間の三倍や四倍という、魔族水準の「巨人」ではない。身長にして一〇倍以上、神話的に巨きよ大だいな人間の形だった。

　頭部は存在しない。

　その代わりに、首の位置にはロアロが立っていた。いや、膝までが巨人の身体に埋まっていた。熊は持たず、胸の位置で両手を握にぎり合わせている。

「制御開始。通常を超える大量の流体を効率的に管理下に置くため、形状は人型で固定します」

　銀の湖を空にして顕現した巨人は一歩前進する。

　ズォンっ！

　地響きが谷間を、山を揺ゆるがす。

「ば、馬鹿な！　像塊族は全部死んでいるはず！」

　三人目が率いる部隊が、驚おどろきで列を乱した。

「ロアロ、今だ！　西を崩せ！」

「命令受諾」

　ズンっ！

　踏み出した巨人は、そのまま指の分かれていない爪つま先さきで三人目の軍勢を蹴った。小石のように蹴飛ばされた兵士が他の兵へぶち当たり、連鎖的に倒たおれていく。
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「ひ、ひぃいっ！」

　慌てて後退しようとする三人目を、巨人の足が真上から踏みつぶした。突とつ撃げきから退却に転じようとする隊列は完全に瓦が解かいし、互いが互いを押しのけて少しでもこの場から遠ざかろうとする烏合の衆だ。

　ロアロの巨人は手近な敵を掴み、逃にげる者目がけて投げつける。

「我らは怯むな！　陣じん形けいを維持し、一気に攻せめ寄せろ！」

　ギラーディスの部隊は士気が高い。異様な巨人の出現にもほとんど混乱せず、長なが槍やりを前方に突つき出して迫せまってくる。魔族には珍しい、個々人の能力ではなく数の力と均質な武装を前提にした攻こう撃げきだ。

「人間に倣った戦法か。ロアロ！」

　シェバードの指示で、巨人は向きを変えた。前進し、片かた膝ひざをついて、自らの身体を壁かべにして敵軍を阻み、拳こぶしで叩き潰つぶす。

「像塊族には構うな。他の部隊がやられているうちに、敵将である人間の首を取れ！」

　それでも完全には阻みきれず、何人かは左右をすり抜けてシェバードたちに迫る。

　しかし、元々『銀の墓場』があった場所は深い縦穴になっていて渡れない。そのすぐそばに立つシェバードたちは三方だけ警けい戒かいすれば充分だ。

「残念だったね！」

　アリンが伸ばした〈竜舌タング〉が敵に絡からみついて肉を削そぎ落とす。ロアロに倣って一度絡め取った相手を、別の密集した敵に向けて叩たたきつける。

　大軍が相手なら、敵自体を敵を攻撃する武器として使う――ゼルイカで使ったのと同じ手法だ。

「我が主には、近づけさせん！」

　ジェーナの両手から飛んだ短たん剣けんは鋼線で絶妙に操作されて空中を踊り、敵の目や足首の腱けんを的確に斬り裂く。急所を一点で潰されて隊列は乱れ、進軍の足が止まる。

　そこへ、正面を粉ふん砕さいし終えた銀巨人が襲おそいかかる。

「何よ？　何なの、これ？　あたしたちが絶対に有利なんじゃなかったの？」

　安全な上空に逃のがれたグリギラが、金属をひっかくような声で喚く。

「回帰党から裏切り者が出たのを都合が良すぎると、罠わなだとは思わなかったのか？　それとも魔皇帝は罠と知りつつ無理に攻めなければならない理由があったのか？」

　シェバードが勝ち誇る。

　全すべては、こちらが仕組んだ事だった。

　破壊され、機能を停止している像塊族の亡骸も「ロアロの一部」として取り込めば動かせるのではないか。それが出来るのなら魔皇帝と戦う大きな力となる。

　もちろん不確かな可能性だけに頼たよった戦略ではない。他にも幾通りも作戦を考えた中のひとつだ。

『銀の墓場』が使えない場合、魔皇帝自身が現れない場合――これは、想定したケースの中のひとつに過ぎない。

「魔大陸内に協力者を得た事で、こっちが取れる戦術の幅はばは広がった。魔皇帝は、それを見落としていたようだな」

　もちろん偽にせの内通者を使うのは、回帰党にとっても組織をたぐられる危険な作戦だった。しかし、いずれにせよ魔皇帝を打ち倒さなければ未来がないのなら、シェバードたちの力を活かせる好機に全力で仕し掛かける。

　魔皇帝が本当に絶対の自信を持っているのなら、新参の「裏切り者」の情報など無視し、シェバードたちが再び挑んでくるのを待つか、これまでの己のやり方を踏襲して信しん頼らい出来る部下を使って捜そう索さくと駆く逐ちくに専念すれば良かったのだ。

　あまりに絶好のタイミングで飛び込んでくる有利な情報は、不要な賭かけのテーブルに誘さそい出すための罠。

『銀の墓場』を知ってすぐに向かわなかったのも、本当の理由は魔皇帝側に情報を流し、追撃の準備を整えさせるためだったのだ。

「……ここまで……こんな風に戦えるなんて……」

　シェバードの腕うでの中で、フィリエナが震える。恐怖ではなく、歓喜と感動で。

　戦争に疎く、シェバードたちの負け戦一度しか見ていない彼女にとっては、奇跡としか思えない光景だった。

　半分以上を撃げき破はしたが、敵は多い。

　まだ三分の一以上が残り、数が減った事を活いかして広く散開した。密集していなければ、巨人による攻撃は効率が悪い。シェバードたちへの接近を食い止めるので精一杯だ。

「状況報告。活動限界が近づいています」

　その巨人――ロアロが頭上から告げた。

「アリンっ！　思いっきり剣を地面に突き刺させ！」

「う、うんっ！」

　シェバードに命じられたアリンは、意図を理解しないまま素す直なおに従う。アリンの怪力だ。刀身の三分の一ほどが深々と大地にめり込んだ。

「ジェーナは鋼線を〈竜角ホーン〉に結びつけろ」

「承知しました、我が主」

　両手から放たれた短剣が、剣に絡みつく。

「来い、こっちだ！　俺にしがみつけ！」

　そのジェーナを右みぎ腕うでで、左ひだり腕うででフィリエナを抱き寄せる。

「は、はいっ！」

「わ、わかりました、我が主っ！」

　戸惑いながら、ふたりも言われた通りにシェバードの胴に腕を巻き付けた。

「よし、いいぞ。やれ、ロアロ！」

「命令受諾。解放を実行します」

　ぶるっ！

　銀の巨人が脈動する。

　ロアロの足あし下もと、接続部分から青白い光の線が稲妻のように表面を走る。

　次の瞬しゆん間かん、巨人が本来の状態に――液状に戻った。

　湖一杯分をぶちまけた銀色の津波が地を覆って広がっていく。それもただの水とは違う。像塊族の肉体の粘性は高い。残っていた魔族兵は足をからめ取られ、轟ごう音おんと一いつ緒しよに谷底へと向かう流れに巻き込まれていく。

　元々が機能停止していたのをロアロの力で無む理り矢や理り動かしていたのだ。制御が止まれば自然の法則に従って落ち、流れてしまう。

「こっ……ンのぉぉっ！」

〈竜角ホーン〉の柄つかを握りしめる手に力を込める。

　アリンでさえこの勢いには飲み込まれてしまいそうだ。迸る活力が熱になって溢あふれるが、必死の制御で〈流転パンタレイ〉には伝えず、己の身体から放散させる。

　本気になれば鋼鉄を容易たやすく溶とかす温度だ。鋼線が溶ければシェバードたちも流されてしまう。

　ちらりと振り向くと、シェバードたちも鋼線を頼りに流れに耐たえている。ロアロも本来の量になった流体でシェバードたちがはぐれないようにまとめ、さらにこちらにも触手を伸ばしてきた。鋼線を螺ら旋せんにたどり、そのまま〈流転パンタレイ〉に巻き付いた。

　銀の渦うずだけでなく飲まれた敵兵もアリンたちにぶつかりそうになるが、不自然に流れが変わって勝手に避さけていく。

　やがて波が完全に収まった。地面の上に銀の雫一滴もなく、敵兵の姿もない。『銀の墓場』と呼ばれていた湖は、元の通り静かな湖面を湛えている。厳密に測れば、飲み込んだ魔族の分水位が増えているのかも知れないが。

「な、何よ！　何なのよ、いったいっ！」

　ただひとり残った敵――空に逃れていたグリギラが叫き散らす。

「見ての通り。お前たちが率いてきた大軍は全ぜん滅めつ、これが現実だ。出来ればこの手段で魔皇帝本人を仕留めたかったんだが、まあ出陣が無理なら仕方ないか」

　フィリエナとジェーナ、ロアロを離して、シェバードは空を仰ぎ見る。

「……む、無理って、あんた何を言ってるの？　お父様が自分で出るまでもないってだけなんだからっ！」

「本当にそうかな？　他に理由はないのかな？　お父様に訊いてみるといい」

「思わせぶりな事言わないでよ！　この間はお父様に負けて尻しつ尾ぽ巻いて逃げたくせにっ！」

「だが、今日は勝った。本人ではないが、魔皇帝が自信を持って送り出した軍隊にな。それとも自信などなかったのかもな。こいつらは単なる捨て駒ごま、時間稼ぎという可能性もあるか」

「だったらあたしまで送り出したりしないわよ！　お父様がいちばん大切にしてるのは、ひとり娘むすめのあたしなんだもんっ！」

　血を分けた兄であるはずの四人の指揮官が命を落としたというのに、そちらを悼む様子は全くない。グリギラの態度に、アリンは嫌けん悪おを覚える。そういえば彼女は、ドルオールの戦いでザルザスが死んだ時も、惜しまずに笑っていた。

「この四人で全員ではないのだろうが、功を争っていた事から考えるとザルザスに次ぐ後継者候補たちだったのだろう？　それを一度に殺されても余よ裕ゆうの態度でいられるのか、楽しみだな」

　シェバードが嘲い、煽っているのはグリギラではない。その向こうにいる魔皇帝だ。

「魔皇帝は魔大陸を変革した。己の思い通りにしたつもりなのだろうが、命や心、意志が関かかわるものはそう単純には動くものではない。魔皇帝が望まないどころか、想像さえしていない変化も起きている！　彼女こそが、その証明！」

「えっ？」

　シェバードに指差され、フィリエナはきょとんとする。

「そうだよ。あなたは、昔の魔大陸なんか知らないけど魔皇帝のやり方はおかしいって思って行動起こしたんだもの。あたしだって、奴やつのせいで家族や友達、近所の人たちが困るから戦ってんだしね！」

「……き、近所って、そんなつまんない話しないで！　お父様は全世界の支配者なのに！」

「違うな」

　シェバードは胸を張る。

「俺が従っていない。アリンも、ジェーナも、ロアロも。ここにいるフィリエナを始めとして魔族の中にも魔皇帝に屈くつしていない者はいくらでもいる。人界ではフランジェリーネ、ミューディ、スクード、ヴァンテクス――まだまだいくらでもいるぞ。死んだバルフォアだって俺とは志は違うが魔皇帝の頸くび木きを逃れようとしていた。世界の真の広さも、多様さも理解せずに全世界だと？　笑わせるな！」

　断言され、グリギラの顔が歪ゆがむ。

「世界は多様で、混沌としていて、常に変化する。それを完全に制御出来るなどと考えていたら、魔皇帝は自惚れた愚おろか者ものだ。この俺でさえ、支配出来るのはせいぜいが戦いの一局面だけだぞ」

　きらめく細剣レイピアの切っ先が、空へ向けられた。

「お……覚えてなさいよ！　口でどれだけ理り屈くつを並べたって、他の雑魚をどれだけ倒したって、お父様に勝てない以上、何をやったって最後には無む駄だに終わるんだからっ！」

　ばさっ！

　翼をはためかせて高々と上じよう昇しようし、グリギラは姿を消した。

「行かせてよかったのですか、我が主。彼女も、魔皇帝の娘。本人の言だけでなく、扱いを見ても確かに他の男子よりも寵愛され、重用されているようですし」

「この谷風の中では弓でも当たらない。矢を無駄にする意味はないさ。向こうも警戒して充分な距きよ離りを取っていたしな」

　ジェーナの質問に、シェバードは肩を竦めた。

「それに、あいつから魔皇帝の耳に入れてもらわないと困るでしょ。せっかく怒らせるような事、言ったんだからさ」

「その通りだ」

　アリンと一緒に、シェバードも笑う。

　ただ、フィリエナは状況がきちんと飲み込めていないのか、ぽかんと口を開けて座り込んだままだ。

　そして、ロアロはずっと銀の湖面を見つめている。

《私＝私たちは、ロアロとその仲間に感謝する》

　湖面が微かに震え、声が響ひびいた。しかし、最初に接せつ触しよくした時に比べるとずっと小さい、風にかき消されそうな声だった。

「申し訳ない。強ごう引いんに貴方あなたたちを利用させてもらった。こちらからは何の代価も提供出来ないのに」

　シェバードが水際に膝ひざを突く。

《代価ならば受け取った。私＝私たちにとって、最後に明確な意志に基もとづいて力を発揮し、目的を達成できたのは有意義で、価値ある事だ》

《正規でない手段によって最後に残っていた活力まで使用した事により、私＝私たちの意識・情報維持機能も、間もなく完全に停止する》

　統一状態が乱れているのか。音色の違う声が微妙に重なりながら聞こえた。

「そ、それって要するに、本当に死んじゃうって事？」

《一いつ般ぱん的てきな生物の生態に準えるのなら、妥当性のある比喩だ。しかし、それこそが本望だ。私＝私たちは世界の摂理に魁けて存在していたため、摂理に対して適切に融和していない。例えば、通常の死を迎むかえない極きわめて不滅に近い存在であるという事もそうだ》

《それ故に私＝私たちは魔皇帝に手を貸す事をためらわなかった。命と意識を持つ存在として、主体的な判断を怠ってしまった》

《私＝私たちは像塊族最後の個体が、種族的な限界を超こえたものへと変化し、同族である私＝私たちの力を自らの意志で有効活用してくれた事を肯こう定ていする》

「ありがとうございます」

　銀の熊くまを抱だきしめたまま、ロアロが頭を下げる。

　反応は、なかった。

　像塊族たちの集合意識は、最後の最後に彼かれらなりの感謝を伝えて完全に息絶えたのだ。




「お父様っ！」

『銀の墓場』から〈帝てい都と〉に帰き還かんしたグリギラは、真っ先に父の許へ駆けつけた。

「……何があった。グリギラ」

　謁えつ見けんの間、父娘ふたりきりであっても魔皇帝は御み簾すを上げない。

　言葉を交わすのも、薄うすい障壁一枚挟んだ状態でだ。

「お兄様たちが……部隊が全滅したの！」

　人界への密使だった時と同様、見聞きした事を全て包つつみ隠かくさず報告する。

「……やはり、あの息子むすこたちでは無理だったか。多少は、期待したのだがな」

　声が掠れて聞こえるのは、御簾を通しているからだろうか。

「お父様！　あたしが行くわ。あたしがあいつらをぶち殺す！　ちゃんとした部隊を与えてちょうだい！」

　グリギラは思わず玉座へと歩み寄る。

「兄弟の中でもあたしがいちばん人界の――人間の事を理解してるわ。お父様の後継者に相応ふさわしいのよ！　お兄様たちが負けたのは、人間であるシェバードに出だし抜かれたからに決まってる！　そりゃ本当の人間であるお父様には敵わないけど……！」

　誰よりも父から愛されている自分が仇きゆう敵てきを倒すという実績まで上げれば、後継者の座は保証されたも同然だ。

「そうよ。シェバードやアリンを殺して、また人間どもをちゃんと支配するの。それで、人間の料理人をこっちに連れてきましょう！　そしたら毎日だって美お味いしいものを食べられるんだもの！」

　そう簡単な話でないのは理性では理解している。

　現に父の命令で送り出した精せい鋭えい部隊でさえ壊滅した。しかも、罠におびき出されて全滅という醜態だった。実戦経験のない自分が指揮を執って簡単に勝てるはずはない。

　焦あせり、不安、意地。

　様々な感情がない交ぜになって、グリギラはどんどん早口になっていく。

「もちろんお父様がご自身でもう一度出陣すればあいつらなんか簡単にぶっ潰せるけど、あたしで充分だもの！　シェバードは、ご自分で動くのが無理だからお兄様たちに任せたって言ってたけど、そんな事ないわよね？」

「……グリギラ」

　びくっ！

　重々しい声で名前を呼ばれ、グリギラの背筋が震えた。冷たい鋼鉄の刃はを当てられたような、生理的な恐怖。

　空回りしていた口唇が一いつ瞬しゆんにして凍結する。

「近う寄れ。御簾を上げよ」

「う、うん……。わかったわ、お父様」

　言われた通りに歩み寄り、御簾を上げる。

　玉座に、魔ま皇こう帝ていが座すわっていた。

　鎧よろいではなく、ゆったりとしたローブ姿。湯浴みを終えてから時間が経たっていないのか。髪かみは濡れ、肌からはほのかな熱が漂ただよっている。

　椅い子すに施ほどこされた金属細工の装そう飾しよくは、ぴかぴかと輝いていた。人界で目にした貴族たちの椅子とは異なる。あっちは長年の使用によって適度に光沢が曇くもった風格があった。父の玉座としても以前に目にしたものとは異なっている。

　この数年で増大した体格に合わせて新調したものだった。

「グリギラよ。お前は、余を人間だと思っているか？」

「う、うん……」

　唐突な質問に、訳もわからず頷うなずく。

　ずっと前に他の異母兄たちと同じ席で、父自身から人間である事を教えられた。

　ただし、あの頃ころの魔皇帝の姿は今と違っていた。よく鍛きたえてはあったが、ごく普ふ通つうの人間だった。

「そうだな。お前には少し講義をしてやろう。魔大陸には存在しないが、人界にはラバという動物がいる。摂理に従って自然に生み出されたものではない。人が、意図的に作り出したものだ」

「……」

　ますます脈絡のない話だったが、グリギラは口唇を噤んで静聴した。

「雄の驢馬と雌の馬を交配させ、生まれた仔だ。これ自体は仔を生なす事はできん。だが、驢馬の大人しさと馬の体力という長所を受け継いでいる有益な家か畜ちくだ。このように、異なる種の間に優すぐれた個体が生まれるのは雑種強勢といい、特段珍めずらしい現象でもない。人間といくつかの魔族の間でも同じ事が起こると考え、多くの子を生ませた」

　グリギラ自身にも思い当たる事だ。彼女の飛ひ翔しよう能力は純血の飛ひ竜りゆう族ぞくよりも高い。特に航続距離の長さ、持久力は人間の血がもたらしたものだろう。

「だが、余ひとりで試せるのは男が人間、女が魔族という組み合わせだけだ。逆の事例の実験をするためには人間の女に魔族の子を生ませる必要もあった」

「わかってるわ。そのために、人間の女を取り寄せたんでしょ？」

　配下の魔族に命じて、組織的に何人もの子を作らせた。比ひ較かく対照が目的なので、同じ母に対して父の種族を変えたり、逆に同じ魔族の男の子種を異なる女性に与あたえたりしているという話は、グリギラも耳にしている。

　ただし、あまり芳しい成果は上がっていないとも。

　こちらの実験で生ませた子はまだ幼く最年長でも三歳さいか四歳程度だが、同じ頃のグリギラたちに比べても優れた点が表れていないという。

「そうだ。馬と驢馬の組み合わせでも雌雄が逆ならば、その仔はケッティと呼ばれて身体は小さく、気性も扱いづらい。ラバとケッティの差が親から引き継ぐ生命の精髄エツセンスの違いなのか、それとも他の原因に由来するのかは未いまだ解き明かされていない。そもそも余の父も、祖父も、その前の祖も、何代にも渡わたって魔族と魔大陸の研究を重ね、それにより生命の神髄に到達せんとする学究の徒であった」

　様々な生物を交配させて父母の特とく徴ちようがどう伝わるかを研究するのと並行して、ごく希まれな来訪者から伝わる情報や古い記録を調べた。魔大陸と人界の生物を比較したりもしたが、そのやり方ではどうしても限界がある。祖父の代で限界が見え、父の代では直接魔大陸に渡る手段を模索した。

「余がこの地を目指した目的は地位でも権力でもない。ただ、真理を追究するため。この肉体も研究のための試料のひとつに過ぎん。人界を支配したのも同様だ」

　灼竜族を滅ほろぼしたのは実験環境としての人界と魔ま界かいの往来を容易にするため。そして過去の権威を破は壊かいする事で支配を盤ばん石じやくにするためだ。

「実験とは、必要に応じて条件を変え、結果の違いを観察し、記録する事の繰くり返かえしだ。だが、全世界を手中に収めた余にもまだ不足がある……それを悟ってしまった」

「人界から跳ねっ返りが出てきたって事？」

「……違う」

「なぁに、お父様？　よく聞こえないわ」

　声を潜め、目配せする父に向かって、グリギラは近づいて耳を寄せる。

　その細い首に、不意に衝しよう撃げきが加わった。

「……な……」

　何を――と叫さけびたかったが、声が出せない。

　父親の手が圧あつ倒とう的てきな力で娘の首を掴んだ。気道が押さえられている。

「時間だ。時間が足りなかった。余は、それを手に入れる方法をようやく見出したのだ」
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「お……おごっ！」

　意味のない音だけが口から漏もれる。

「さっきお前は、自分こそが後継者に相応しいと言ったな。だが、不要なのだ。余には、後継者などは」

　それが、グリギラが最後に聞いた言葉だった。

　苦しみが続く窒息ではなく、頸椎をへし折られた事による即そく死しだった。




　ゆっくりと手を開くと、垂れ下がっていた娘――娘だった物体はどさりと床ゆかに落ちた。

　魔族に生ませた子の中では唯ゆい一いつの女だし、飛べるという事で役にも立った。知性の面でも良質だったので、一度は後継者の本命とも考えた。

　己の延命手段を発見するまでは。

　グリギラの亡なき骸がらを掴みなおし、萎れた花のように曲がった首を引きちぎる。

　まだ温かい血が流れる。どくどくと脈打つのではなく、単に器から溢れ出るだけのだらしない、命とは無関係の流れだった。

　傷に口唇を当て、魔皇帝は鮮血をすすり上げる。爪つめで柔らかな白い腹を裂き、素手をこじ入れて臓物をつかみ出して喰らう。零こぼれた紅が顎あごを滴り、ローブの胸むな元もとを汚す。

　最初は、人間の女に生ませた実験材料たちの間で偶然に発見された現象だった。

　怪我をした獰牙族系の子の血を従働族系の子供が舐なめたら、数日後に舐めた方の顔から獣けものじみた剛ごう毛もうが生えてきたのだ。

　魔族と人間という異なる種の間でも両親から生命の精髄エツセンスが受け継がれるのは多くの実例で確かめられている。これが「人間という種が持つ可塑性、融ゆう通ずう性」の表れだとしたら、その血によって個体間で形質が「伝染」する事さえもあるのではないか。

　いわば親子という垂直の軸じくではなく、水平方向への伝播。

　再現実験を繰り返し、発現と非発現を何例も確かめ、条件をさまざまに変えた結果、成功の条件は意外にあっけなく見つかった。

　発現するのは、ごく近い血けつ縁えん関係にある個体の血液や肉を摂取した場合。

　最初の一例も父の種族は異なるが、同じ人間の女性に生ませた兄弟だったのだ。

　子の肉を母に食わせてみたところ、兄弟でなく親子の方がより顕著な作用があり、魔族と血縁があれば摂取する側が純じゆん粋すいな人間であってもこの現象が起きる事が確かめられた。しかも、この方法を用いれば確実に各種族の長所が発現し、三種以上の能力特徴を併せ持つのも可能だと判明したのだ。

　この結果に魔皇帝は戦慄し、同時に歓かん喜きした。

　魔族の研究さえまだ不ふ充じゆう分ぶんなのに、解明が進んだはずの人間にもこれほどの神秘がまだ隠されていたとは。神髄に近づきつつあるつもりが、ほんの表層を爪で掻いただけに過ぎなかったのか。

　限りある命では、世界の真理を解き明かす事など出来ない。

　父が、祖父が、更さらにその祖がそうしたように、自分も未完の研究を後代に託すしかないと考えていた。この目で真実を見る事なしに。

　だが――この現象を活用すれば、自分の生命も延ばせるのではないか？

　頑強な肉体を持つ種や寿命が長い種との間に子を作り、その血肉を喰らう事によって我わが身そのものを強化する。

　最強の身体を手に入れれば反逆や天災による死を恐おそれる必要もなく、後継者の育成に余計な手間を取られる事もない。ひたすら研究に専念出来る。自分自身が実験台ならば体調の変化などもより詳しよう細さいに観察、記述するのも可能になるのではないか。

　本来ならば実験で得られた結果を慎しん重ちように観察し、更に世代を経た後の変化なども確かめてから自分自身に実行するべきだったのだろう。

　だが、四〇歳を越えて着実に迫り来る老いと衰えが、魔皇帝を焦らせた。

　人間も魔族も、成熟して子作りが可能になるまでの期間が長すぎる。犬や馬を改良するようには、あるいはもっと世代交代が早い鼠を研究するような訳にはいかない。

　自分自身が老いて、手遅れになる前に着手しなければ。

　既すでにある程度育っているザルザスやグリギラなどは、そのまま配下として活用するのを優先するので、寿命延長や肉体強化などの性質を持つ「実験用の子」を新たに生ませるところから始めた。

　早い段階で幻げん哭こく族ぞくを選んだのは、破幻の靄もやではなく毒物への耐性を獲得するため。これで暗殺の危険は大おお幅はばに減った。長命の種族を取り込んだ結果、老化の抑制だけでなく肉体的な若返りまで起きたのは予想外の、しかし何よりも望んでいた結果だった。

　喰くらえば喰らうほど相乗効果があるのか、肉体は予想を超えて強化される。

　成功に気を良くして「摂取」を続けた魔皇帝だが、すぐにいくつもの深刻な問題に直面する事になった。

　第一に取り入れた形質が多くなるほど馴な染じみ、安定するのに時間がかかる事。異なる魔族の性質をひとつの肉体に共存させようとすると一種の矛盾対立コンフリクトが発生し、一時的な不調を起こすのだ。

　そして、より深刻な問題。

　多くの魔族の精髄を取り込んだ結果、魔皇帝の中で「人間」という成分の比率が減少していったのだ。人間本来の特質が失われれば、魔族との間に子供を儲けるのが難しくなり、新たな能力を獲得出来なくなる。このまま手詰まりになってしまうのを避けるためには、「人間」を補う必要がある。

　王国連合に命じて若く健康な女性を一層大量に調達させ、子を生ませ、喰らった。

　人間成分の補充にも成功し、再び魔族を取り入れる余裕も出てきた。

　これを繰り返せば文字通りの不老不死となり、何世代もかかる研究を自分自身の手で実行出来る。世界の真理を解明する事が可能になるのだ。

「……余の崇すう高こうな理想が、このまま潰えていいはずはないのだ」

　真っ赤に汚れた口唇を指先で拭ぬぐい、魔皇帝は独りごちた。

　私的な復ふく讐しゆう心に囚われた者が、真理の探究を阻はばむのは世界全体の歩みを止める愚挙。

　故郷であるランデルワースという国や王家に、特段の恨うらみがあった訳ではない。単に人界全体を支配するための、最も効率よい手段として利用しただけだ。

　大多数の人間は無私で合理的な判断が出来ない。個人的な感情や目先の利害に囚われ、真実の探求に価値を見出しさえしない。父や祖父も周囲の理解を得られなかった。だから魔皇帝は己おのれの目的を明かさず、ひたすら最適の手段を用い、最短の道を切り開いてきた。

　少なくとも、自身はそう考えていた。

　至高の目的のために無私に生きる己には、他人を犠ぎ牲せいにする資格がある――その思考こそが何よりも偏狭で醜悪な我欲の塊であるとは、血まみれの男には認にん識しき出来ない。

　肉を毟られ、内臓を失ったグリギラの残ざん骸がいを床に投げ捨てた。立ち上がった魔皇帝はローブを脱ぎ捨て、下穿きだけの姿になる。

「……む……？」

　背に生じた違い和わ感かんに意識を集中すると、肩甲骨のあたりから肉の芽が突き出し、ぐぐっと伸のびて黒い皮膜の翼つばさが出現した。

　若い頃に生ませた子から精髄エツセンスを取り入れた時は、特に馴染みが早いようだ。

　破幻の靄を生み出す噴霧腺や喉のどの毒腺など、本来の肉体に備わっていない器官を自在に動かすには多少の慣れが必要になる。

　ばさりと羽ばたかせる。二度、三度、繰り返した後で、魔皇帝は落らく胆たんした表情で翼を体内に収納すると、椅子に腰こしを下ろした。

「……いかんな。これは失敗か。貴重な娘を無む駄だ死じにさせてしまった」

　確かに翼は望んだ通りに生えたが、それだけで自由に飛べる訳ではない。飛竜族の翼で飛び回るには魔皇帝の肉体は大きく、重すぎる。

　現状で孕んでいる人間は、確か三人か。そちらで人間の成分を補充するまで、魔族喰いは控えた方が無難だろう――魔皇帝は、冷静に判断した。

　強化のために魔族との間の子の肉を喰らい、安定のために人間に生ませた子の血をすすり上げる。何度も何度も繰り返されるその営みは、さながら塩を足し、水を足し、また塩を足して不出来な料理の味を延々と調え続ける様にも似ていた。







第四章　覇道を歩む者







　人界から帰還した灼しやく竜りゆう族ぞく最後の娘が、魔皇帝に敗れた。

　本来ならば、その事実は魔皇帝の権けん威いをより高めるはずだった。だが、多くの皇子に率いられた精鋭の大軍が灼竜族たちによって返り討うちにあったという新たな事実が意味を塗り替えてしまった。

「魔皇帝と戦い、しかし無事に逃げおおせて反はん撃げきした」に。

〈帝都〉にほど近い〈三の街〉に出現したアリンに向けられる魔族たちの視線は、不安よりも期待の感情に彩られたものだった。

「我が父に敗れて逃げ去った者が、今さらどの面を下げて現れた！」

　額に一角を持つ守備隊の指揮官が、背後に控ひかえる数百の魔族軍を前に宣言する。

〈三の街〉に踏み込もうとするシェバードたちを、その前の平野で迎げい撃げきするという態勢だ。しかし、それは街の外郭にある広々とした麦畑を踏みにじる布ふ陣じんでもある。

「まあ、それは事実だけどさ。その後にあんたの兄貴だか弟だかが率いる部隊をまとめて吹っ飛ばしたんだけどね。そっちの方は評価なし？」

〈竜角ホーン〉を両手で構え、アリンは言い返す。

　彼かの女じよの隣となりにはジェーナとロアロ、そしてシェバードが揃そろっている。

「……ふざけた事を。かかれっ！」

　一角男の号令で、街を背にした軍隊が歩調を揃えて前進する。

「単純な正せい攻こう法ほう、伏ふく兵へいや特とく殊しゆな能力の持ち主もなし――魔族にとっては画期的で斬新な戦術なのだろうが、特に警戒する必要もないな。行け！」

　シェバードは手にした細剣レイピアを指揮杖代わりに振り下ろした。

　ひゅうぅぅぅういっ！

　ジェーナの指笛によって現出した狼ろう精せいの群れが魔族軍に襲いかかり、隊列を切り崩くずす。

　列からはぐれつつこちらに接近を試みるものは、ロアロの流体の触しよく手しゆとシェバードの弓によって各個撃破され、刃を交える距離まで近づく事が出来ない。

「アリン、真正面から突つき破れ！」

「わかった！」

　陣じん形けいが割れ、守りが薄くなった敵将目がけて、アリンは真まっ直すぐに突っ込んでいく。

〈竜尾テール〉、〈竜舌タング〉、〈竜爪クロウズ〉――〈流転パンタレイ〉を様々に変形させながら敵兵をなぎ倒たおし、最後に〈竜角ホーン〉に戻もどして高々と振りかぶる。

「ひぃっ！」

　一角の将軍が慌てて剣を抜ぬいて構えるが、構わずに大剣を叩たたきつける。

　高熱を放つ刃は鋼鉄の剣をあっさりと両断し、敵将を叩き潰つぶした。

　倒れた姿は、斬殺というより黒く焼け焦げた燃え殻がらの塊かたまりだ。

「あたしの名はアリン！　灼竜族最後の生き残り！」

〈流転パンタレイ〉を掲げ、高らかに宣言する。

「灼竜族を滅ぼしたっていう魔皇帝の言葉は偽いつわり。あたしは、ここにこうして生きている！　かつて魔皇帝が魔族の生き方を一変させたように、あたしたちは魔皇帝の支配を打ち破って魔大陸に新しい時代を呼び寄せる！」

　勝利の宣言に、生き残っている兵たちは武器を放ほうり捨てて散り散りに逃にげていった。

〈三の街〉で見守っていた住民たちの中から歓声が起こった。

　だが、あくまで散発的なものだ。大きなうねりには育たない。しかし逆に強く批難する者もなく、いくつもの小さな集団が互たがいに相手の様子を窺っては、気まずそうに黙り込んでお終いだ。

「あたしたちはこれから〈帝都〉に向けて進軍する。もう一度魔皇帝と戦って、今度こそ打ち倒してみせる！」

　街に向かって宣言すると、アリンは振ふり返って〈帝都〉へ続く街かい道どうを進む。シェバードたちも、それに続く。

「ふぅ～」

　街からしばらく離はなれたところで、アリンは大きくため息をついた。くたびれた表情で、ぐったり肩かたを落とす。

「あれでよかったの？」

「まあ、上出来だ」

　さして感心した様子もなく、シェバードは答えた。

「昔からお話の中の英えい雄ゆうとかカッコいいとは思ってたけどさ。あんな風に大きな口叩くのって恥ずかしいっていうか、照れくさいよ。シェバードが自分でやった方が簡単だったんじゃないの？」

　戦いの後の大げさな名乗りや宣言は、事前にシェバードから指示されていた。本当はもっと仰々しい古文調だったのだが、ややこしすぎてアリンが覚えられなかったのだ。

「人界だったら俺おれの名前や素す性じように人を動かす効果もあるが、こっちでは野菜屑ほどの値打ちもない。魔皇帝自身が恐れたように、灼竜族が生きているという事実の方が強く印象に残る。ジェーナよりロアロより、お前が最適任という事になる」

　戦いの際、敵の指揮官を真正面から撃げき破はするというのも、見る者への心理的な影えい響きようまでも考こう慮りよした選せん択たくだ。

「即そく座ざに大規模な反乱が起こるとまでは期待していない。それでも魔皇帝が支配している現状への疑問や不満の種をばらまけば、それはやがて芽吹く。回かい帰き党とうの連中も動きやすくなるだろう」

「観察情報。〈三の街〉で、アリンの勝利に対して肯定的な反応を見せた住民は確かく認にん出来る範はん囲いで約三割。否定的な反応を見せた住民は約二割五分。残る四割五分は自らの感情を表明する事を避けていたものと、ロアロは判断しました」

　銀の熊を抱きしめたロアロが、淡たん々たんと報告する。

「現状ではそんなものだろう。僅わずかながら、快哉を叫んだ方が多いというのは好材料だ」

　元々魔族社会では現状追認の安定志向が強い。だからこそ、魔皇帝が一度天秤を傾けてしまえば大多数がその流れを受け入れた。ならば、今度は逆の流れを作ってやればいい。回帰党がそうであるように魔皇帝以前の時代を覚えている者もいるのだから、灼竜族は格好の象しよう徴ちようとなる。

　このやり方は、今回が初めてではない。『銀の墓場』以降、同規模の街で守備隊を壊滅させたのは三回目で、そのうち一度は今日と同じで魔皇帝の息子が指揮を執っていた。

「我々への対策が後手に回れば支配の基盤が危うくなるのは、魔皇帝自身も理解しているはず。それにも拘わらず自ら乗り出して来ないという事は、恐らく我が主の推測が的中しているのではないでしょうか？」

　周囲を警けい戒かいしながら先導するジェーナが、こちらに背を向けたまま呟つぶやいた。

「恐らくな。魔皇帝の肉体は、安定性や持続力に問題がある」

〈四の街〉での戦いの際、決けつ闘とうという条件が破れたからといって自分の手でとどめを刺ささなかったのは何な故ぜか。シェバードたちが『銀の墓場』に赴くと確信して大軍を差し向けたのに、自ら出向かなかったのは何故か。

　考えた末にシェバードがたどり着いた結論がそれだった。

　どういう手段を使ったかはわからないが、別人にすり替わったのでもない限り魔皇帝は己の肉体を何らかの手段で変質させている。その強化の代だい償しようとして長時間安定して力を発揮するのが難しくなっているのではないか。

「こちらに有利な材料だが、あくまで推測だ。あまり当てにしても足を掬われかねない」

　魔皇帝が出しゆつ陣じんする可能性を警戒しつつ、周囲の街を攻こう撃げきして敵軍を削けずり、支配体制を揺るがす――これも、そろそろ頃ころ合あいだ。今日の守備隊は皇子が率いていたにも拘わらず、士気は低かった。アリンの勝利宣言で使命を放ほう棄きして逃げ出す程に。

　市民の間だけでなく、既に軍の内部でも魔皇帝の権威が揺らいでいる表れだ。

「ところでさ。今回はあたしに『次は帝都』って断言させちゃったでしょ？　あれ、よかったの？　今まではあんな風にはっきりとは言わなかったけど」

〈帝都〉に乗り込むと宣言したからには、実行しなければ今度はこちらの信しん頼らい感が下がり、市民の期待を煽あおる事が難しくなる。

「俺が考えていないとでも思ったか？　勝算があるからこそ、あんな風に指示をした。魔皇帝を倒す目処なら、もう立った」

　声や表情ばかりではない。真っ直ぐに前進するシェバードの足取りが、勝利の確信を雄弁に語っていた。
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〈三の街〉に派は遣けんした守備隊はほぼ一瞬で壊滅、指揮官である皇子は戦死。敵は〈帝都〉への進軍を宣言――謁見の間で急報を受けた魔皇帝は御簾の向こうで片手を上げ、伝令を退去させただけだった。

「抵てい抗こうらしい抵抗も出来ず、あっという間に全ぜん滅めつだと？」

「つ、次は誰だれが出るのだ？　やはりここは存命中で最年長の兄者こそが……」

「何を言うか。常々『自分こそ後継者に相応しい』と主張していたのはお前だ。今こそ実力を証明する好機だろう！」

「こんな時に、グリギラの奴はどこへ行ったのだ？　数日前から姿を消したきりだ！」

　既に戦う意志のある皇子は残っていない。灼竜族たちの圧倒的な戦禍の前に、弱音を吐いて責任を押おしつけ合うだけだ。

　皇子たちばかりではない。各種族の長の間にも不安が広がっている。

「……もう、よい」

　魔皇帝は立ち上がる。

「余自らでなければ、あの者たちは倒せぬ。連中が〈帝都〉に来るというのならば好都合。堂々と迎え撃ち、粉ふん砕さいしてやろう」

　これ以上好き勝手に暴れられては、支配者としての権威に傷が付く。無限の生命を以てすればいくらでも回復は可能だろうが、そのために余計な手間や時間を取られるのも不本意だ。

　ならばここで一気に我が威いと力を見せつける事で、浮き足だった種族の長の忠誠心を引き締めるのも手だ。既に不要な息子たちも、戦争で消しよう耗もうするよりは自己強化の材料として温存した方が有意義な使い方だろう。

「鎧と戦棍を持て。連中が来るのは、そう先の話ではない」

　たった四人の身軽な部隊だ。急使に比べて移動速度が極端に劣おとるとも思えない。

　ガウンを脱ぎ捨て、御簾を引き裂いて前進する。

　無意識の行こう為いで、魔皇帝は己が苛立っている事に気づいた。
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　これまで目にしてきたいくつもの街に比べても、〈帝都〉は人界の都市に似ているというのがアリンの印象だった。

　灰色の石壁が丸く街を覆い、中央には高い尖せん塔とうを備えた城がそびえ立っている。全体の規模としてはゼルイカやドルオールよりも少し大きいくらいか。

「他の街は元々存在していたものを拡張し、計画的に市民を移住させたりしたものだけど〈帝都〉だけは魔皇帝が一から建築した街だもの。人間の様式が基準になっているのよ」

　アリンが感じていた疑問に、ジェーナが解説を加える。

　地図上でシェバードが指し摘てきした通り、守るに堅かたい立地だ。周囲は険しい荒野で大軍を布陣したり隠れたりするのも難しい。森や水源も乏とぼしいから、食料などをも調達しづらい。

　だが、たった四人で攻せめ込む際にはほとんど関係のない事だ。

「観測情報。城の監かん視し塔から隼しゆん睨げい族ぞくを含ふくむ数名の魔族がこちらを監視しています」

「だろうな」

　ロアロからの情報に、シェバードはにやりと微ほほ笑えむ。

「どうするの？　やっぱりあたしが言った方がいい？」

「いや。今日この場で、四人で力を合わせて魔皇帝を倒すんだ。これ以上、印象操作をする必要もないだろう。俺が、自分で宣言する」

　アリンが訊たずねると、シェバードは腰から指揮杖を抜いて高く掲かかげた。

　魔族はともかく、人間である魔皇帝は理解するだろう。これは、一軍を率いる者の証あかしであると。

「魔皇帝、聞け！」

　直接、本人だけを名指しにする。

「前回は不意を突かれたが、今度は俺たちの方が決着をつけるためにわざわざ出向いてやったぞ。来る事は、既に伝わっているはずだ！　お前が俺たちを恐れないのなら、好きなだけの手勢を率いて出てくるがいい！　それともご自慢の都を灰にされるまでじっと籠こもっているか？」

「うまいなぁ」

　見事な挑ちよう発はつに、アリンは感心する。

〈四の街〉で逃げた事実は隠さず、しかしこちらが格上であるかのような言い方。こういう風に言われたら、挑戦に応じなければ面子が傷つくだろう。

　あくまで籠城するというのなら、それはそれで構わない。〈帝都〉が人界の街に近いという事は、魔族には不慣れな市街戦になる。込み入った建物の間で縦横無尽に暴れ回る四人が相手では、大人数の軍隊は上う手まく機能しない。

「我が主、来ます！」

　ジェーナが両手に短たん剣けんを握にぎって構える。

「観測情報。何者かが接近する足音。数は少」

　ロアロも警告する。

　ぎぎぃ……と耳みみ障ざわりな軋みを立てて、両開きの扉とびらが内側から開いた。

　前回のように、輿こしに乗ってはいない。最初から自らの両足で大地を踏ふみしめて立つ魔皇帝の姿が現れた。

　漆黒の鎧を纏ってはいるが、兜はなく奇き怪かいな顔をさらしたままだ。前回割られて予備がないのだろう。

　戦棍の運び手も含めて、引き連れている従兵は十人にも満たない。

「よくぞ逃げず、再び余に見まみえようなどと考えた。その無謀さだけは褒ほめてやろう」

　重厚な声が、空気を震ふるわせる。

「そりゃどうも！」

　アリンも大声で応じた。

　実の子を含む多くの部下を打ち破られたというのに、魔皇帝の威厳は少しも揺らいでいない。堂々たる態度で、こちらを睥睨している。

「灼竜族、威い狼ろう族ぞく、像ぞう塊かい族ぞく、それぞれの娘むすめ。そしてランデルワースの王子よ。貴様らが余を恨むのも当然だろう。だが、余が魔大陸と人界を制したのは決して私利私欲のためではない。崇高な理想が――」

「黙れ」

　魔皇帝の言葉を、シェバードは遮さえぎった。

「貴様が何を望んでいるのか、何の目的があったのか、そんな話を聞いてやるものか！　お前は単に俺の敵であり、俺の仲間の仇かたきだ。貴様を倒す方法がはっきりしている以上、貴様が何者でどうやってその力を手に入れたのかを気にする意味もない」

　指揮杖を腰に収め、代わりに細剣を抜き放ち、笑う。

「死にゆく者へせめてもの手向けと思ったのだが、余の心遣いを――」

「聞かんと言った！　敵が喋りたい演説をわざわざ聞いてやる義理などあるか！　そちらの思おも惑わくは読めている。この戦いに勝って、自分の権威を盤石なものにしようという魂胆だろう。だが、それは叶わない。何故なら俺たちが勝つからだ！」

「以前、余に敗れた事を忘れたか？」

「一度負けたから何だ？　お前の身体がそうであるように、万物は変化する。変化し続け、より適応したものが生き残り、勝ち、覇は者しやとなる！　俺は――俺たちこそが覇者だ！」

「だね！」

　短い語尾だけでシェバードに同意し、アリンは右手を喉のど元もとの宝ほう珠しゆにかざした。

　鮮やかな深紅の光と共に柄えが出現する。つかみ取り、構えると同時にそれは巨きよ大だいな剣となる。

　シェバードが〈竜の武具〉に与えた銘は〈流転パンタレイ〉。

　万物は巡り、変転するという意味だ。

「いくよ、魔皇帝。あんたがあたしを――灼竜族を生かしておきたくなかったのと同じで、あたしもあんたがのうのうと生きてるのは我慢出来ない！」

〈竜角ホーン〉を振りかぶり疾駆する。

　シェバードがそれに併走する。

　魔皇帝が裸ら体たい像ぞうの戦棍を掴んで振り上げ、従兵たちが扉の向こうに下がる。

　予想通り。既に部下は足手まといにしかならないのを敵は理解している。己の強さを誇こ示じするためにも、ひとりだけで戦うつもりなのだ。

「でぇえええぇいっ！」

　ガキッ！

　右側、大上段から振り下ろした〈竜角ホーン〉は戦棍で容易たやすく受け止められた。

「豪語の割には、前回と同じ何も考えぬ力押しか？」

「そうかな？」

　嘲ちよう弄ろうする魔皇帝の左側面に回り込んだシェバードが、細剣で突きかかる。

　狙ねらいは、鎧に覆おおわれていない脇わき腹や腰の関節部。

　正確無比な攻撃はしかし、通用せず弾はじき返される。

　防ぼう御ぎよが薄うすく見える部分も極細の鎖で編んだ帷子と鞣なめした革で守られている。〈流転パンタレイ〉にさえ耐たえる鎧よろいが、並の刃はで貫けるはずがない。

「牽けん制せいのつもりか？　鬱陶しいわ！」

　哮たけり、魔ま皇こう帝ていは大きく腕うでを薙なぎ払はらう。

　シェバードは無様に這はうような姿勢でそれを躱かわし、後方へ跳とんで距きよ離りを開く。

「ほとんど効かないとわかっていても、絶対に通じない保証がある訳じゃない以上、無視する訳にもいくまい？　何しろ俺は、どんな策を仕し掛かけてくるかわかったものじゃないんだからな！」

　不敵に笑いつつ、シェバードは後方の死角へと走り、鋭するどく突きを繰り出だしかけて――すぐに引き下がる。今度のは完全なフェイントだ。

　これまでに重ねてきたいくつもの勝利そのものが、シェバードの手札だ。無力なように見えても無視する訳にはいかない。

　魔皇帝は、複数種の魔族の能力を併せ持っている。〈四の街〉で見せたのが全すべてだとは思えない。だが、もしも破幻の靄のようにいちいち意識して制御せず、発動させっぱなしで相手にダメージを与えるような能力――例えば毒霧――があるのなら、アリンとの戦いで使わない理由がない。

　どんな魔族の能力でも自在に取り込むのではなく人間に近い身体構造の種、皇子たちの母のような種族に限られるのではないか――これが、シェバードの結論だった。

　ならば、ある程度限界は予測できる。

「虚仮威しを！」

　ちょこまかと素す早ばやい足捌きで右へ左へ動くシェバードに向け、魔皇帝はまた左ひだり腕うでを振り回す。

　その隙すきに、アリンはもう一度剣を叩きつける。

　ガッ！

　今度は戦棍をすり抜け、肩に命中した。

　だが像塊族の亡骸から作られた鎧は、その一いち撃げきを容易く受け止める。

　ふたりを相手にして、一いつ瞬しゆん顔面ががら空きになった。

　そこへ、二本の短剣が飛来する。

　充じゆう分ぶんな距離を保ちつつ、ジェーナが投とう擲てきしたのだ。

「ふん！」

　魔皇帝は回避さえしない。僅かに首を傾げ、目への直ちよく撃げきを避さけただけだ。鋭い切っ先は眉まゆのあたりに当たって弾はじかれた。

「くっ！」

　即座に鋼線を引ひき戻して、ジェーナが舌打ちする。

　どうしても投げた短剣では、直接振るう剣に比べて威い力りよくは落ちる。強きよう靱じんな魔皇帝の皮ひ膚ふには掠り傷ひとつ付けられない。

「そうか。貴様もいたのだな、無力な威狼族の娘よ」

　鈍銀色の鎧の隙すき間まから、白い靄が溢あふれ出し、周囲を覆う。

「狼精の牙きばなど恐れるものではないが、小賢しい策など使われると厄介だからな」

　現に今庇ったように、魔皇帝でも眼球そのものが頑強な訳ではない。例えば狼精を駆使して顔面を襲うという手もあったのだが、これではそれも使えない。

「余に勝利する方策があるという話だったが、それは単に数を頼たのむというだけか？　前回一対一の決闘で敗れた灼竜族に、貧弱で脆ぜい弱じやくな人間ひとりの力を加えた程度で？　まあ、牽制程度の役は一応務まっているようだがな」

　余よ裕ゆうの誇示か。魔皇帝がわざわざ言葉にして語る。

　技わざはあっても威力不足で通じないシェバードが注意を引きつけ、隙が生じたらアリンが正面から渾こん身しんの攻撃をぶつける――今の戦い方は、そう見えるだろう。

「魔皇帝、あんたわかってない！　もう填はまってるよ！」

「虚きよ勢せいを！」

　アリンの攻撃を受け止めながら、魔皇帝は笑う。

「虚勢じゃないってば。あんたの気を引いてる囮おとりは、あたしの方だったの！」

　真正面から攻撃を続け、シェバードが魔皇帝の全身を間近で隈無く観察するための。

「ロアロ、ジェーナ！」

　シェバードが叫さけぶ。

「作戦案一だ！　本命が通じる！」

「命令受じゆ諾だく。ロアロは、作戦案一を実行します」

「わかりました、我が主！」

　返答に続いて、ジェーナは指笛を吹ふき鳴らした。

　ジェーナと、傍かたわらに立つロアロの周囲に無数の狼精が具現化する。

　予あらかじめふたりとも破幻の靄が届かないぎりぎりの距離まで間合いは開いてある。

「みんな、許してくれ。一族が残し、託したもの。この一戦で使い切るかも知れない」

　目からではない。悲涙は、声となって溢れ出していた。

　それに応こたえるかのように、もの悲しくも誇らしげな遠とお吠ぼえが厳かな和音となって鳴なり響ひびいた。

「行けっ！」

　狼精たちは列を成して走り出す。

　アリン、シェバード、そして魔皇帝――剣を交える三人を中心に渦うずを巻く形で走り、徐じよ々じよに輪を狭せばめていく。

「何を、無む駄だな事を！」

　魔皇帝から発散する靄が量を増す。触ふれた狼精が薄れ、消失する。

　しかし、瞬しゆん時じに全てが消える訳ではない。

　何頭もが走り回る事によって風を巻き起こし、前衛が犠牲になって作った気流の壁に守られる事で後続が魔皇帝へと接近しているのだ。

　青白く輝かがやく狼精の波は濤とうの中で、何か光るものがちらりと見えた。

「無駄死にを！」

　嘲いながら、魔皇帝は靄を止めない。

　仮に近づけたとしても、狼精の牙程度ではこの鎧も肉体も傷つけられないのだから。実体化して何かを運んでいるにしても、大した事は出来ないはず。靄を出るに任せておけば、狼精どもはいちいち気にする意味もない。

　口先で何を言おうと現実に脅威となり得るのは灼竜族だけで、人間の刃など恐れるに足りない――魔皇帝の頬ほおが笑えみで歪ゆがんだのは、己の優位を確信したからだろう。

　だが、その表情が乱れる。

「何？」

　違和感が、魔皇帝の身体を覆った。

　銀色の流体が黒い鎧の上から張り付いていたのだ。

　振り返かえる魔皇帝の視線を追って、アリンも見て確かめる。

　何も手にしていないロアロの肩を、ジェーナが支えている。

　像塊族の中でも例外であるロアロは、流体部分だけをある程度自身から離しても制御出来る。だが、それはロアロ自身にも負担を強しいるものだ。力も大きく削がれてしまう。

　一見無謀で無意味な狼精たちの行動は先行する者が血路を切り開き、流体を運ぶ者を魔皇帝に肉にく薄はくさせるためのものだった。

「一応は考えたつもりか。だが、無駄だったな。像塊族の流体を加工した我が鎧は、刃を通さぬ硬度だけでなく、外から加える力で歪まぬ剛性も有している」

　魔皇帝は改めて笑い、胸を張った。

「誰が、潰すと言った？」

　ガシャンッ！

　シェバードの言葉と同時に、魔皇帝の肩から突起付きの装甲板が落ちた。

「何？」

　自信満々だった魔皇帝の笑みは、瞬時に驚きよう愕がくで塗りつぶされた。

　胸甲が外れる。前垂れが解ほどける――装甲が残ったのは肘ひじから先と両脚のみ。身につけているのは平凡な鎧下だけになってしまった。

「貴様はわざわざ誂えた鎧の強度を誇った。言いい換かえれば鎧が必要であり、肉体のみでアリンには対たい抗こうできないという事だ。間近で見て、留め具が普ふ通つうの代しろ物ものであるのを確認させてもらった。着っぱなしで二度と脱げないような物だったら、他の手段を使うしかなかったがな」

「でぇやぁああああっ！」

　シェバードが言い終わる前に、アリンは〈竜角ホーン〉を振り下ろした。

「くっ！」

　咄とつ嗟さに魔皇帝は戦せん棍こんで受け止めようとする。

　だが、不意にその手に痺れが走った。

　細剣の切っ先が、正確に上じよう腕わんの筋肉を切り裂いたのだ。

　取り入れた魔族の力で皮膚の要所は硬質の装甲と化している。しかし、全身隈無く覆っている訳ではない。

「人間のままの色の肌はだは、強さも人間並み――弱点にわざわざ目印が付いているようなものだ」

　痛みで緩んだ手では、アリンの剛剣は受け止められない。

〈竜角ホーン〉が、左腕を付け根から切り落とした。

「うぐぁああっ！」

　真っ赤な血が噴き出す。

〈流転パンタレイ〉に熱は込めず、単なる巨大な剣として扱う。傷口を焼けば血止めになってしまう。痛みによる衝しよう撃げきだけでなく、失血によって相手の生命力を一気に削れ――これも事前にシェバードから与あたえられていた指示だった。

「アリン！」

「わかってる！」

　呼びかけられ、シェバードと位置を入れ替える。

「〈竜顎ジヨーズ〉！」

　命令を受けた〈流転パンタレイ〉の刀身が開き、ぎざぎざの牙を立てた鋏型に変わる。竜の顎あぎとが敵の腕を捕らえ、一気に食いちぎる。

　同時に、シェバードの剣が右目を貫つらぬく。

　更さらに左目にも刃が突き刺さった。ジェーナが放った短剣だ。今度は、躱す余裕はない。
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「ぐぁはっ！」

　激痛に身悶えし仰のけ反ぞる魔皇帝の腹に、シェバードは蹴りを叩き込んだ。

　人間の力による、当たり前の一撃。しかし視覚と両りよう腕うでを失った身体は既すでにバランスを取る事が出来ない。巨きよ体たいは仰向けに倒れた。

「はぁ……っ！」

　荒あらい息をひとつ吐はき出し、アリンは〈流転パンタレイ〉を下ろす。

　魔皇帝の腕を切断した〈竜顎ジヨーズ〉は、自然と〈竜角ホーン〉の形に戻っている。

「これで……終わり？」

　見下ろすと、まだ口唇くちびるがひくひくと動いているし、瞼まぶたも動いている。まだ生きているのは確実だが、既に戦う力がないのも明らかだ。

　このまま確実にとどめを刺さすべきか。それとも――。

　周囲を見回す。

　ジェーナの周囲には、消しよう滅めつを免れた数十の狼精が集まり、勝利の声を上げている。

　流動状態で地表を這う銀の塊に小さな歩幅で走るロアロが近づき、拾い上げた。ただし、限界まで本体から離れた距離で全力を発揮したためか、質量が半分ほど失われて形成された熊くまはひと回り小さくなっている。

　そして、シェバードは満足げな笑みに口唇を曲げ、倒れた敵を見下ろしている。

「魔皇帝」

　冷たい声が、呼びかける。

「戦いが始まる時、貴様は自分の事を延々と語ろうとしたな。だが、俺はそれを拒絶した。そして今、貴様は耳を塞ぐ両手もない。俺が、勝者の権利としてたっぷりと語ってやろう。それも、過去についてではない。貴様にはもう残っていない、未来の話だ」

　息を整えながら、それでもシェバードの発声は明瞭だ。

「王国連合とその背後にいる貴様への復ふく讐しゆうを誓った俺は、ひたすら自らを刃として研ぎ澄ましてきた。どうやって戦い、殺し、欺だまし、煽り、欺き、陥おとしいれるか。そんな事ばかりを考えてな。そのうちに、こう考えるようにもなった。復讐だけに生きる者は、それを果たしたら用済みであり、それでも構わないと」

「！」

　アリンは息を呑む。

　心の片隅で危惧していた事が、まさか現実になってしまうのか。

「だが――」

　しかし、シェバードの口元に浮うかんだのは笑み。

「全てを失い、復讐のために生きるしかないと思っていた男に、何もかも終わったら新しく家族になればいいと言ってくれた奴やつがいた」

「え？」

　こちらを見たシェバードと、一瞬視線が合う。

「それは世間知らずの小こ娘むすめが何も考えずに口にした、無邪気で無思慮な思いつきだったのだろう。ひょっとしたら本人も、もう忘れているかも知れない。だが、その言葉は俺の救いとなった。失ったものは決して元に戻らないとしても、絆も思い出も、新しく手に入れられるのだと」

「……」

　その言葉が聞こえているのか、聞こえていないのか、倒れた魔皇帝は喘ぐ息を漏もらしながら僅かに身を震わせただけだ。

「思えば俺自身、他人に変われと強制した事がある。個人の生き方程度のものではない、必要ならば、先祖代々受け継ぎ守ってきた誇りや信念を捨てて、別の生き物になるという道を選ぶ事も可能なのだとな」

　今度は、ジェーナを見る。

「……我わが主」

「何かの目的を果たすためだけに存在する道具は、役目が終わったら片付けられるのが自然な事なのだろう。だが、命と心を持つ存在はそうではない。ただ、生きていくだけの時間の中で変わっていくのだと、俺は悟った」

　次に、ロアロに目を向ける。

「発言理解。ロアロは、魔皇帝打倒という当初の起動目的を達成後、無む為いの時間を有意義に過ごす無目的状態の維い持じを目的とします」

「……余の……理想……真理の探究……永遠の……」

　魔皇帝の口から零こぼれたのは、反論や返事ではなく弱々しい譫言うわごとめいた呟きだった。

　真理、永遠――それが、この男が追い求めていたものなのか。

　そんな風にアリンが思ったのは、ほんの一瞬だけの事だった。

「魔皇帝」

　もう一度名を呼ぶ。

　右手の細剣を逆手に持ち直し、左手には同じ形で指揮杖を掲げる。

「貴様を倒した後、俺はその事をさっさと忘れる」

　気負いのない、滑なめらかな言葉だ。

「権力も望まないし、後始末も全部他人に丸投げしてやる。誇らず、悔やまず、関わらず、貴様との戦いなど長い人生の中で特筆する必要もない出来事のひとつとして、ぬけぬけと幸せになってやる！　毎日仲間と食卓を囲み、美味い料理を喰い、時に失った大切なものを悼みながら、貴様への恨うらみや怒いかりなどは二度と思い出したりしない！　己おのれの力で我意を通す者が覇者だというのなら、これが俺の覇は業ぎようの完成だ！」

　突つき下ろされた剣けんと杖つえが、倒たおれたままの魔皇帝の喉のどを貫いた。

　赤黒い血がごぶりと二、三度噴き上がり、そのまま止まった。

〈帝てい都と〉は静まりかえったまま。仇を討うとうとする者も現れず、逆に暴君が討ち滅ほろぼされたのを喜ぶ快哉の声もない。

　勝利を確信し、また必要としていた魔皇帝は、己が敗れた際の対応など何も授さずけていなかったのだろう。

　灰色の都市を見上げ、シェバードは微笑する。

「みんな、行くぞ。俺たちの、これからの家に帰ろう」

「うん」

「承知いたしました、我が主」

「指示受諾。ロアロは、みんなと一いつ緒しよに帰き還かんします」

　白いマントを翻ひるがえして真まっ直すぐに歩き出すシェバードの背を、アリンたちは追いかけた。







エピローグ







　魔大陸には大型船が利用できる港は、まだない。

　だから船は座礁しないよう適当な位置で錨を下ろし、短たん艇ていで陸へ渡わたる。かつて連合の命令で人や品物を運んでいた時もそうしていたと、船長は説明した。

　略礼装のミューディは数人の部下を伴い、数人の魔族が待つ砂すな浜はまに上陸した。

「お待ちしておりました。ミューディさんですね？　あたしは従じゆう働どう族ぞくのフィリエナ、回かい帰き党とうの代表としてお迎むかえにあがりました」

　出迎えたのは、茶色の髪かみをした少女だった。

「新王国連合の総代として参上いたしましたドルオール王国のミューディ・リン・ヴォーガックです。以前は人類解放軍と称していたのですが、まあいろいろあって新王国連合という事に」

　敬礼の後、苦く笑しようしながら右手を差し出す。

　密ひそかに魔皇帝に臣従していた連合上層部は排はい除じよしたが、各国が連れん絡らくを密にし、政治や経済で協調する仕組みまで否定する必要はない。近年、各国間の争いが起きなかったのは事実だし、新たな体制を整えていくに当たって既存の制度を利用した方が効率がいい。

　そういう判断から、暫定的に組織の名も当たり障りなく新王国連合と決まったのだ。

「それを言ったら、あたしたちの方も似たようなものです。回帰党っていう名前は実態に合わないから変えようっていう話もあるんですけど、やらなきゃいけない事が山積みになってて、細かい形式に構っている暇がないっていうか」

　握あく手しゆを返すフィリエナのあどけない顔に、はにかんだような誇ほこらしいような、微び妙みような笑みが浮かんだ。

　魔皇帝を討つべく出兵の準備を整えているミューディたちの許へ、海かい鴎おう族ぞくの使者が飛来したのは一か月ほど前。

　白旗代わりに白い布帯をたなびかせた男が告げたのは、シェバードたちが魔皇帝を討った事、そして魔大陸内で以前から活動していた反魔皇帝勢力が中心になって社会の混乱を収しゆう拾しゆうしつつあるという事だった。

　前後して人界の方でも新王国連合への移行が成なし遂とげられたため、ミューディたちは討とう伐ばつ部隊ではなく、親善使節として渡と航こうしたのである。もちろん、万一使者からもたらされたメッセージが罠わなである危険性も考こう慮りよし、充分に武装はしているが。

　魔大陸にいる人間たちのうち、ハーゲンメッツら旧連合派の者は回帰党の手で拘こう束そくされ、それ以外の船員や女性は保護されているという。この船は、彼かれらを人界に帰還させる使命も担になっている。ハーゲンメッツは人界の法で裁さばかねばならないし、魔皇帝の仕打ちで心身ともに傷ついた女性たちは長い時をかけて心身を癒やすために、新連合の責任で手厚く庇ひ護ごしてやる必要もある。

「カナンナ支部長――魔族側の代表との会見場所へご案内します。こちらへ」

　フィリエナに先導され、ミューディたちは砂浜から近くの街へと進んでいく。ふと見ると近くの河口では浚渫工事が行われている最中だった。水すい棲せいの魔族が潜もぐって土ど砂しやを積み込んだ籠を、剛力の巨きよ人じんたちが引き上げて捨て、水が深くなるように掘ほり下げている。

　魔族といえば兵士くらいしか知らないミューディにとっては、姿が異なるいくつもの種族が普通に労働している姿というのは、奇き妙みように感じられるものだった。

「あそこは港になるんです。魔皇帝時代に始まった工事ですけど、これから人界との交流が増えるんだから続けた方がいいだろうって」

　怪訝に感じているのが表情に出ていたのか。フィリエナが明るい声で説明する。

「そうですね。こちら側でも定期船の運航に向け、より安全な航路の調査などを始める予定です」

「いくつかの種族は、魔皇帝がいなくなったのだから昔の通りに戻もどって、人界とは関わりを絶つべきだっていう意見も出たんです。だけど魔族の社会も昔とは変わってしまっているし、割れた卵は元に戻らないのだから、人間との間に新しくいい関係を築いていかなければって。まあ、シェバードさんに言われた事そのまんまなんですけどね」

「そのシェバードですが、彼が魔皇帝を倒したという話に間違いは……」

「はい。あたしたちも戦いの現場を見ていた訳じゃないんですけど、あの人たちが魔皇帝をやっつけたのは事実です」

「その後の消息は？」

　フィリエナは、微ほほ笑えみながら首を横に振った。

「わからないんです。一緒にいたアリンさんもジェーナさんもロアロさんも、みんな戦いの直後に行方不明になって」

　魔大陸には不案内だし係累もないはずだから、どうにかして人界に帰ったのだろうというのが専もつぱらの噂うわさだとフィリエナは付け加えた。

「そちらでも、居場所とかはわからないんですか？」

「何の連絡もありません。無責任な……。あ、失礼」

　冷静さを保つつもりだったのに、思わず不満がこぼれた。

「こっちでも上の人たちは同じような事、言ってますよ。どんな形であれ安定していた世の中をぐちゃぐちゃにしたんだから、後始末の手伝いくらいはするべきじゃないかって」

　政務の重要な部分は魔皇帝がひとりで取り仕切っていたため、残った臣下たちでは後始末さえままならない。従来進めてきた街への移住や多種族混住の政策にしても、これまで通り続けるのか、各種族を本来の生活に返すべきなのかの判断も付かずにお手上げ状態なのだ。

「まったくその通りです。彼には、それだけの力も器もあるのですから。正直なところ、魔族との交流という意味でも各国をまとめるという意味でも、わたしなどよりよほど相応ふさわしい人材なのに」

　実のところ、新王国連合が発足したといっても順調に進んでいる訳ではない。加盟各国の間で旧連合時代の責任の押おし付け合いや利権の奪い合いもあるし、解体されて連合委任領となっていた地域の扱いをどうするかなど、未解決の問題は多い。

　特に、旧ランデルワース領では人魔大戦に関かかわる経緯が全て濡れ衣だったのが明らかになったせいもあってかつての国土を完全に取とり戻したいという感情が強い。

　王の遺児であり、旧連合と魔皇帝を打倒した英えい雄ゆうであるシェバードが玉座に就けば何の問題もなく丸く収まるのだ。

「でも、本人がそうしたくないんでしょうね」

　フィリエナは、穏おだやかに笑う。

「義務だからとか、そうするのが適切だからっていうのじゃなくて、そうしたいからするっていう理由で好き勝手するような人じゃなかったら、世界を相手に戦って勝つなんて出来なかったでしょうから」

「同感です」

　ミューディも、笑え顔がおで同意するしかなかった。




　ギース島は、人界で最も魔大陸に近い小さな島だ。

　半農半漁で七〇世帯ほどが暮らしており、憩いの場といえば宿屋と酒場を兼かねた店が一軒だけ――だったのだが、つい最近新しく食堂が建てられた。

　一年ほど前に火事で焼けた村はずれの家の跡地に建てられた建物で、一階が店舗で二階は主と家族の住まい。屋内だけでなくオープンテラス席があるのは、景色がよく気候にも恵めぐまれたギース島の環かん境きようを活いかした設計だ。客は泊めず、純じゆん粋すいに食事を出すだけの店だという。

　正式な開店は明後日だが、オープンテラス席にはひとりの客が着いている。

　村長の娘であるメグだ。真新しいテーブルに頬ほお杖づえを突き、試食用の料理が運ばれてくるのを楽しそうに待っている。

「はい、どうぞ」

　店内から皿を運んできたのは、黒いスカートに白いエプロンという給仕服姿の赤毛の少女――アリンだった。

「それ、似合ってるよ」

「そ、そうかな。はは……」

　照れ笑いしながら、銀色の盆を胸に抱だきしめる。

「あの……わたしもやはりこれを着なければいけないのですか、我が主？」

　アリンよりもっと赤い顔でもじもじと身をよじらせているのは、同じ服装のジェーナだった。長い黒くろ髪かみは、清潔感が出るように編んでまとめている。

「その……やはり人間の服は慣れないというか性に合わないというか……いささか落ち着きません」

　露出はいつもより少なく、スカート丈も変わらない。要は肌を出すのではなく、ジェーナの認にん識しきとしては奇異な服装をしているのが恥ずかしいのだ。

　ただし、機能面について文句は言わない。常に周囲を警けい戒かいし、敵の襲来に備える日々は終わったのだから。

「一応これから人間の世界で生きるのだから、多少は慣れておけ。威い狼ろう族ぞくの伝統装束というのは他人の目からは奇妙に見えるからな。まあ、ある程度街に馴染んだら普段着はあれでいい。近所の連中にも『そういうもの』として慣れてもらわないと困る。これから魔族との交流も始まるんだ。人間と同じと見なすのではなく、よく似ていても違うものとして互たがいに尊重し合うべきだろう」

　そう言いながら店から出てきたシェバードも純白の厨房着で、手に持っているのは剣ではなくフライ返しだった。同じ白でも鎧姿とは違って、傷のある顔と驕慢な表情には今ひとつ不釣り合い。

　そして店の入り口脇では無表情なロアロが、小屋につながれた犬の頭を撫で続けている。小さくなった銀の熊は、彼かの女じよの左腕にしがみついていた。

「メグ、まず味見を頼む」

　シェバードは視線で皿を指す。

　薄い衣をつけて揚げた白身魚で、人参の甘煮と薄口のスープでさっと茹でて胡麻を振り掛けたほうれん草が付け合わせだ。

「じゃ、いただきます……美お味いしい！」

　ひと口食べて、メグは目を丸くして頬を押さえる。

「衣はさくさくで中身はジューシーで、いつも食べてる魚と同じだなんて信じられない！」

「ふふふ、そうだろうそうだろう。元々ギース島で獲れる魚介類は質が高い。しかも新鮮なものを最適なタイミングで調理したんだ。俺おれの手が加われば、美味くなって当然」

「シェバードの料理は最高だもんね」

　満足げに頷うなずくシェバードに、アリンも同意する。

「確かに美味しいんだけど、商売にはなるの？　この街じゃ人は少ないし、毎日食べるっていう訳にはいかないと思うんだけど……」

「この俺が、そういう事を考えていないとでも思ったか？」

　心配そうなメグに、シェバードは胸を反らして答える。

「畑仕事や漁の事はこれから覚えなければならないが、人並み外れた能力を持つ働き手が四人も揃そろっているんだ。いや、ジョジフも合わせれば五人家族か」

　帰還したアリンは父に魔大陸への里帰りを一応勧めてみたが、予想通り「別に急がなくてもいい」というのが答だった。

　人界も魔大陸も平和を取り戻し、これからはいつでも戻れる。帰ってきた娘むすめやその仲間たちとの新しい生活の、足場固めが優先だと。

　今日も、彼は当たり前に畑に出ている。

「食堂商売の実入りが当座少なくても食材は自給出来るので、生きるのに不自由はしない。世の中は変わっていく。いずれ俺の店の味が知られるようになれば、それ目当てにギース島を訪れる旅行者も出てくるだろう。その段階に至れば、フランジェリーネに事業の提携を持ちかけるという手もあるな」

　自分の言葉に感心しているのか、シェバードは何度も満足げに頷く。

「ここは元々本土からも近く、単なる漁村以上の潜せん在ざい的てきな可能性がある。寝泊まりするのは元々の宿屋の方を使ってもらえば、商売敵ではなく共存共栄出来る訳だ」

「でもさ」

　ぽこん。

　アリンのお盆が、シェバードの頭を叩たたいた。

「変わるっていうなら、その態度も何とかしないとね。偉そうなのは、客商売としては致ち命めい的てきじゃない？」

「……その自覚はある。だから、俺自身は出来るだけ厨房に籠こもって、客の相手はお前たちに任せる方針でだな。制服もその効果を充分考えた上で……」

「それではいけません、我が主。流る浪ろうと戦いではなく、新しい平へい穏おんな生活に適応するよう自らを変えていかなければ。わたしにこのような服装を強要しておいて、主だけは楽をしようなど、以ての外ではありませんか」

「要求提案。ロアロも、アリンおよびジェーナと同じ見解です。シェバードは、他人と交渉する際の態度を改善する必要があると判断します」

　ジェーナがシェバードの額をちょんと一本指でつつき、ロアロは犬のシドーをもふもふと抱きしめながら、顔だけシェバードの方を見上げている。

「……最大限の努力はしよう」

「そうそう。無理が必要な時は無理するんでしょ。まずは、偉そうじゃない笑い方ね。これからあたしたち、笑って生きてくんだからさ」

　膨らんだシェバードの頬を、アリンが両側から引っ張る。

　くすっ。

　仲のいい様子に、メグが吹き出す。

　それをきっかけに誰だれからともなく大きな笑い声が重なり、風の中に溶けていった。







（終）







[image: ]







あとがき







　皆様、お待たせしました。『魔戦従姫』、ちょっと駆け足ですが無事完結です。

　読んでくれた皆さん、素す晴ばらしいイラストを描いてくれた朱あかさん、担当のＮさん、その他多くの関係者にまずはお礼を申し上げます。ありがとうございました！




　さて前世紀からラノベ作家をやっていて、それなりの数の本を書き、気がつくと結構なベテランになってしまいました。

　もちろんこの稼か業ぎようキャリアがあれば偉えらいってなものではありませんが、長くやっているからこそ実感できる事もあります。

　例えばいわゆるライトノベルの裾すそ野のは案外広く、流行はやりすたりもめまぐるしく転変しているという事実。

　ジャンルや設定、方向性にしても、ネットあたりで「ラノベなんて××ばっかり」と言ってる人たちの目に止まってないだけで様々な作品がありますし、「これからは○○の時代」と言われてもそれが永遠に続く事もない訳です。

『無刃のイェーガー』の後書きでも少々触れましたが、ほんの四年前（！）には「異世界ファンタジーなんて今時当たらない」「強くて積極的な男性主人公は駄目」と言う空気が支配的だったんですよ！

　結局のところプロとして長く続ける秘ひ訣けつがあるとしたら、多少はブームや市場の動向などを意識して順応・適応する事はあっても、最終的には「自分自身が面白いと信じるものを読者に伝える」という事に尽きるのかも知れません。

　改めて本作を読み返すと、昨今そんな風に考えていたのが意識しないうちに反映してしまったようです。




　次回作がまたファンタジー活劇になるのか、学園ラブコメになるのか、ＳＦやホラーになるのかまだ何にも決まっていませんけれど、私自身の「書く」という意思だけは確定しています。

　次の本で、またお目にかかれますよう。




二〇一四年三月　　葛か西さい　伸しん哉や
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

葛西伸哉先生／朱先生
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